
    
      
        
      
    

  











































































高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果４
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「ふんふん、ふ～ん♪」

　ソファに寝そべる柊木ひいらぎちゃんが、鼻唄を歌いながら白い脚をぱたぱたしている。

　見ているのは、旅行雑誌。

「誠治せいじくうん、どこ行く～？」

　鼻にかかる甘えた声で、ころん、と携帯をイジっている俺おれのほうへ転がってくる。

「どこ行くって……連休ないでしょ？」

　せんべいをパリッとやって、柊木ちゃんは、ぼろぼろとカスを雑誌にこぼしていく。

「連休はあるよー。有給取って休んじゃう♡」

「……」

　嬉うれしい。

　嬉しいけど、なんだろう、このモヤっとした感じは。

　柊木ちゃんの実家で、ひーママ（愛理あいりさんというらしい）と会談を終わらせてからというもの……。

　柊木ちゃんは、ダラけていた。

　ダラけにダラけきっていた。

　俺が愛理さんに正面切って、結婚を考えているだの、一緒にいたい素敵な人だの、そう言ったせいか、それとも最終的に承諾を得たからか、それともその両方なのか。

　安心しきった柊木ちゃんは、ダラけまくっていた。

　まるで野生を忘れた猫みたいに、ごろにゃーんな状態だった。

　柊木ちゃん的に強敵である愛理さん……というかラスボス？　を倒したからなのかもしれない。

　魔王を倒せば、そりゃ勇者だってのんびりダラけて怠惰たいだな生活を送ることもあるだろう。

　けど……。

　部屋はぐちゃっとなっていて、脱ぎ散らかしがそこらじゅうにある。

　キッチンの流しには、洗ってない食器や調理器具が満載。

　冷蔵庫の中からは、賞味期限切れの食べ物や腐ったフルーツが出てきた。

　缶ビールやチューハイが一〇本、ツマミになりそうなチーズとハムがたくさんあった。

　これが本性ほんしょうなんだろうか。

「最近どうしたの、春香はるかさん」

「どうもしてないよー？」

　ぎゅっと俺を後ろから抱きしめる柊木ちゃん。

　ちゅ、ちゅ、と首筋やほっぺにキスをしてくる。

　柊木ちゃんは俺を事あるごとに甘やかした。

　逆に俺は……どうだっただろう。

　甘やかしたような気もする。厳しく接してきたわけじゃないから。

　というより、柊木ちゃんは色々と完璧かんぺきだったから、厳しく接する理由もなかったんだ。

「あ、そうだー。お酒呑のんじゃおーっと」

　おいおい、まだ午前中だぞ。

　るんるるーん、と弾むような足取りで柊木ちゃんは冷蔵庫から缶ビールを取りだし、ぷしゅっと開けた。

「んんんんん～。おいし♡」

　この世の春が来たような生活態度……。

「昼間っから酒呑んで……」

「いいじゃん、お休みなんだし」

　確かに、いいよ、別に。

　教師っていう仕事は大変だしストレスが溜たまるのもわかる。

「春香さん、最近変だよ？　前、家は綺麗きれいだったし、呑むことがあっても夕飯のときだけだったでしょ」

「そうだっけー？」

　こんなん柊木ちゃんじゃない──っていうのは、俺の理想を押しつけてるってことになるのか？　いやでも、正直言わせてほしい。

　こんなん柊木ちゃんじゃない。

「原因……俺？　俺が自制を促うながさないから？」

「どうしたの、難しい顔しちゃってぇ」

　現代にいたころ、先輩や上司の嫁の愚痴ぐちをよく聞いた。

　嫁は結婚する前、こんなんじゃなかった──って。

　もしかすると、このダラけ柊木ちゃんは、その状態なのか──？

　ぬるぬると絡からみ合あうようにひっつく柊木ちゃんを俺はほどいた。

「っ？　な、何？　どうかした？」

　どうしたら元に戻ってくれるだろう。

　ショック療法が一番効きそうだ。

「俺、しばらく春香さんち来ないから」

「え」

　表情が硬くなった柊木ちゃんは、するりと持っていた缶ビールを落とした。

「なんで!?　ふ、二人きりで確実に会えるのって、あたしの家だけなんだよっ」

　そう。そんなの百も承知だ。

　ということは、俺は柊木ちゃんと週末遊ばないって宣言しているに等しい。

　週末遊ばないってことは、平日は遊べないから、遊ばないって言っているのと同じだ。

「しばらくだから、しばらく」

「そ、そんなぁ」

　俺だって会いたいし遊びたい。

「春香さんは、料理や掃除好きだったでしょ？　今も好き？」

「そうだよ？」

　キッチンを見ても部屋の状況を見ても、最近しているとは到底思えない。

　今日俺がこの家に来てまずしたことは、キスでも何でもなく部屋の片付けと掃除だった。

「気を緩ゆるめ過ぎ。お母さんに仲を認められて嬉しいっていうのはわかるけど」

「うううううううう。誠治君は嬉しくないの？」

「嬉しいけど、それで結婚できるって決まったわけじゃないでしょ？」

「──決まってます、できます、そういうこと言うのやめてください」

　あ、拗すねた。

　過去と未来を何度も行き来している俺からすると、まだ全然安心はできない。

　もちろん柊木ちゃんはそんなこと知らないから、この態度もわからなくはなかった。

　涙目で俺を見つめてくる柊木ちゃん。

　この目はズルいからやめてほしい。

「ううううううう……！　も、もしかして……も、も、もう、あたしのこと好きじゃなく──」

「なくなってないから。好きだから」

「じゃあ、いいじゃん」

　ごろにゃーん、と脚にひっついて甘えてくる。

　く！　この！　可愛かわいい！

　ぶんぶん、と俺は首を振って心を鬼にする。

　ぺいっと柊木ちゃんを剝はがした。

「決定事項だから。今日はお昼食べたら帰るね」

　納得いかない柊木ちゃんの「なんで？　どうして？」攻撃を跳ね返しつつ、俺は柊木ちゃんが用意してくれた昼食のカップ麵めんを食べた。

　そう……カップ麵なのだ……。

　カップ麵自体に不満はないんだけど、前は色々作ってくれた。

　以前と今のギャップが激しいから、俺もまだどう受け止めていいかわからないでいる。

「春香さんが、きちんと元に戻ったら、そのときは目いっぱいイチャつこう。それじゃ」

「ええええええ……」

　帰り際、納得いかなさそうに柊木ちゃんは口をへの字に曲げていた。

　最初から、実はそういう一面がある、という柊木ちゃんだったら、あのダラけ柊木ちゃんを俺は受け入れた。

　でも、そういう人じゃなかった。

　ああいう感じのポンコツ具合じゃなかった。

　それまで彼女がどんな女の人だったのかを知っていると、どうしてもあの生活態度に首をひねってしまう。

「んんん……俺は器がちっちゃいのか……？」

　くるっと回れ右して、さっきのは無しって言いたくなる。

「いや、でも……」

　一週間。

　一週間だけ様子を見てみよう。

　ダラけ状態が納得いかないというのは伝えたんだし。







　というわけで、週が明けた月曜日。

　明らかにショボーンとした柊木ちゃんが授業にやってきた。

「先生どうしたの？　元気ないよ？」

「ペットロスってやつ？」

「顔色もあんまりよくないし」

　女子連中が柊木ちゃんにあれこれ訊いていくけど、作り笑顔でかわしていった。

　週末会わないって宣言するだけで、凄すさまじくショックを受けたみたいだ。

　こうして授業では顔を合わせるし、昼休みだって家庭科室でみんなと一緒にご飯を食べる。

　会わないってわけじゃないんだ。

「兄さん、先生、なんか変だったわよね？」

　紗菜さなも異変に気づいたらしく、帰り道で訊いてきた。

　俺は適当に「かもなー」と流しておいた。

　習慣づいている夜の電話でも柊木ちゃんは元気がなかった。

「週末のために……あたし生きているのに……誠治君、来てくれないんだもんね……」

　わかりやすくイジけてた。

　それからそんな調子で、テンションの低い柊木ちゃんを見る日々が続いた。

　そんなとき、金曜日の夜、夏海なつみちゃんから電話がかかってきた。

『ちょっと、空あき巣すくん！　春ちゃんに何したの？　春ちゃん、スーパーショボくれてたよ！』

「待って、待って。俺の話をまず聞いてほしい」

『うん、何？』

　不機嫌そうな夏海ちゃんに、俺は柊木家から帰ってきてから数週間の状況を教えた。


『春ちゃんが？　何それ。そんな春ちゃん、知らない……そ、そんなの春ちゃんじゃないっっっ！　…………そういうことか』



　シスコンの夏海ちゃんも驚きの変化だったようだ。

「それでショックを与えてみよう、と思って」

『なるほどねえ。一番効きそう。でも効き過ぎて弾はじけちゃうかもね』

「え？」

　ししし、と受話器越しに笑い声がする。

『そりゃあ、考えてもみてよ。ちょっとダラけたから会わないって宣言するって酷ひどいよ？』

「そ、それは……まあ……俺も思ったけど」

　ダラけ具合は『ちょっと』どころじゃなかったけどな。

『春ちゃん、そのせいで百年の恋も冷めちゃうかもー』

　ちょっと声が笑っている夏海ちゃん。


「………………」



　確かにそりゃそうだ。

　誠治君がこんな人だったなんて！　あたしもうやってけない！

　──となる可能性もなくはない。なくはないんだ……！

　悶々もんもんとしていると、いつの間にか日付が変わり土曜日になる。

　毎晩欠かさない夜の電話も、今日は素っ気なかったし、まさか……。

「い、一週間経たったし、まあ、いいかな……」

　いてもたってもいられなくなり、家でまだ起きていることを確認した俺は、柊木ちゃんちにむかう。

　チャイムを鳴らすと、ちょっとだけ開いた扉の隙間すきまから、柊木ちゃんが顔を出す。

「来ないって……言ってたけど？」

「とりあえず、一週間経ったから」

「じゃあ、中入る？」

　開けてくれたので、ちょっと緊張しながら部屋に上がる。

　いつもの、俺がよく知る柊木ちゃんちだった。

「すごく反省したの。誠治君酷いって思って、夏海に愚痴言ったら、『愛想つかされちゃうよ』って言われて……さらに反省をしました」

　ソファの上で正座する柊木ちゃん。

　そういや、夏海ちゃん、柊木ちゃんと話したって言ってたな。

「俺も、夏海ちゃんに同じこと言われた」

　あいつめ……お互いの危機感を煽あおったのか。

「理想の春香さん像を押しつけちゃったかな、と反省をしていて……」

「だ、大丈夫。もうダラけないから！　お母さんのことで色々気が緩んじゃって自分にも甘くなっちゃってて……」

「だ、大丈夫。そういうときは、俺が家事するから」

　ぶんぶんぶん、と柊木ちゃんは首を振った。

「いいの、いいの！　もうあんなことしないから！」

「いいんだって。たまにはダラけても」

　お互い同じ気持ちなんだとようやくわかって、俺と柊木ちゃんは笑い合った。

「誠治君成分、不足して死んじゃいそうだったんだよ？」

　両手を広げる柊木ちゃん。

　近づくとぎゅっとされた。

「俺もあんな具合に春香さんがなると思わなかったから、心配だった」

「んもー、それなら早くそうだって言ってくれればいいのに」

　唇を尖とがらせた柊木ちゃんに、そっとキスをする。

　なんか照れくさかった。

　今思えば、夏海ちゃんはどう考えても笑ってたもんなぁ……。

　あれは、俺と柊木ちゃんが同じ反応してたからなんだろう。

　あとで、お礼を言っておこう。
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　時刻は夜八時を回ったところ。

　俺おれが外から職員室を覗のぞくと、柊木ひいらぎちゃんが残業をしていた。


「もうこんな時間…………終わらない……終わりそうな気配がない……」



　ちらっと時計を見た柊木ちゃんが涙目になっていた。

　仕事してれば残業するなんてザラにあることだし、むしろ八時はまだ可愛かわいいほうだ。

　他ほかに先生が何人かいるけど、荷物をまとめて帰っていく。

　どうやら、柊木ちゃん一人きりになったっぽい。

　しん、とした職員室。

　柊木ちゃんが、そわそわしている。

　普段人がいる場所で一人きりって逆に落ち着かないんだよなぁ。わかる。

　俺はコンコン、と窓をノックする。

　柊木ちゃんが飛び上がらんばかりに驚いた。

「ふひゃあ!?　……？　あ、あれ、誠治せいじ君？」

　怪訝けげんな顔をしながらこっちにやってきて、鍵かぎを開けてくれた。

「お疲れ様」

「何してるの？　今日はもう帰ったんじゃ……」

「仕事頑張ってるかなーと思って。これ、差し入れ」

　俺は洋菓子店で買ってきたクッキーの箱が入った袋を柊木ちゃんに渡す。

「ありがと。あたし、頑張る」

　大した物じゃなかったけど、かなり感激している。

「じゃあ、頑張って」

　と、俺が帰ろうとすると、服を摑つかまれた。

　上半身が半分くらい窓から出ている。

　なんか、すげー執念を感じた。

「待って。……お茶、入れるから……」

「いやでも、仕事は」

「休憩。ちょっと休憩するからいいの」

　このままじゃ離してくれそうにないし、職員室から引きずり出す形になっちまう。

「ちょっとだけだよ」


「えへへ。やった。…………あと、助けて。お、落ちちゃう──」



　見れば、柊木ちゃんが足をじたばたさせていた。

「はいはい」

　上半身を抱きしめるようにして、柊木ちゃんを中に戻してあげる。

　その隙すきに、ちゅ、とほっぺにキスされた。

「あ、こら」

「てへへ……」

　くるーん、と嬉うれしそうにターンした柊木ちゃんは、給湯室に姿を消した。

　今にもスキップしそうなくらい上機嫌だった。

　まだ閉まっていない職員玄関からこっそり上がり、職員室へお邪魔する。

「失礼しゃーす」

　適当に挨拶あいさつして中に入ると、柊木ちゃんは、給湯室でコーヒーの銘柄を見比べて首をひねっていた。

「どれがいいんだろ……」

　コーヒーの銘柄にこだわりはないから何でもいいんだけど、「むむむ？」と頭の上に柊木ちゃんがいっぱい疑問符を浮かべている。

「何があるの？」

　俺も給湯室に行って確認してみる。

「ここに置いてるのって、先生方のなんだけど、ここに置くってことは、自由に飲んでいいですよーってことだから」

　小さな棚には、インスタントコーヒーやドリップコーヒーまである。お手頃てごろな市販の物から、すこしお高そうな物もあった。

　給湯室ってはじめて入ったけど、色んなものが置いてあるな。

　歯ブラシとうがい用のコップも置いてあるし。冷蔵庫もあった。

「誠治くうん、どれがいいー？」

　するり、と俺の背後に回って背中に抱きついてくる。

　これはああで、あれはこうで、と肩越しに腕を伸ばして教えてくれた。

　むぎゅっとなっているから、ずっとおっぱいが背中に当たっている。

「……わざとだな？」

　俺が見ると、きょとんと柊木ちゃんが首をかしげる。

「え？　何が??」

　わざとじゃないなこれ。

　いや、むしろ天然のほうがマズイんじゃないのか。

　天然ってことは、計算不可。

　俺以外の誰だれかにいつ発動するかわからないってことでもある。

「おっぱいが、当たっています、先生」

「先生じゃなくて、春香はるかさんっ」

「春香さんのおっぱいが背中に当たっています」

「何で敬語なの？　……そりゃあ……そのう……むぎゅうって抱きついてるんだから……当たっちゃうことも、あるよ……？」

　そして、この人、そのむぎゅうをやめないのである。

　ギルティ。

「その……天然でそういうことをやられると、俺はいいんだけど……他の男にもやる可能性がないわけでもないので……困る、というか……」

　いきなりフランス語を聞かされたかのような顔をする柊木ちゃんは、また頭の上にいっぱい疑問符を浮かべた。

「誠治君以外に抱きついたりしないよ？」


「………………そ、それもそうか」



　てことは、俺以外にむぎゅうはしないってことだ。

　なんだ。よかった。

　はっと何かに気づいた柊木ちゃん。


「せ、誠治君が、やきもちを焼いた……っ！　ど、どうしよう、可愛い……」



「いや、そういうんじゃなくて」

「大丈夫、大丈夫。いい子、いい子」

　と、子供扱いして柊木ちゃんが頭を撫なでてくる。

　かなり嬉しそうに、ニマニマしていた。

　なんか悔くやしい。精神年齢は俺のほうが上なのに……！

　俺は逃げるように、どのコーヒーを飲むか決めた。

　開けっ放しだった給湯室の扉を柊木ちゃんが閉めた。

「そういえば、お湯、まだ沸わかしてなかった」

「はーい」

　適当に返事をして、電気ポットに水を入れて電源を入れる。

　じ、じじ、と電気ポットが静かに音を立てた。

「誠治君は、あたしがむぎゅって他の人にするのは嫌なんだぁ？」

「そりゃ……そうだよ……」

　むふふん、と柊木ちゃんは緩ゆるみそうになる口元に力を入れる。

　だきっ、としがみつくように俺に抱きついてきた。

「お湯……沸くまで……ね？♡」

「電気ついてるから、外から中丸見えですよ、先生」

　ささささ。パチン。ささささ。

　俺から一瞬離れて、電気を消して元の位置まで戻ってきた。

　速ぇ。

「夜の学校で……いけないことしてるみたい……」

　そもそも、この付き合いが『いけないこと』だから、もう今さらだろう。

　職員室の明かりがうっすらと入り込んでいるから、給湯室は真っ暗ってわけでもなかった。

　薄暗がりの中、柊木ちゃんがそっと目をつむったのがわかる。

　ちゅ、と唇にキスすると、二度、三度、と今度は向こうからキスをしてきた。

　ピピピ、と電気ポットが沸騰を知らせてくれたけど、俺たちはそれどころじゃなかった。

　結局、『休憩』が長引いてしまい、柊木ちゃんが仕事を再開したのは、九時頃ごろになった。
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「あ。そういや、今日、再放送の日だったっけ……」

　昔好きだったドラマの再放送を、どうやら最近やっているらしい。

　テーブルに置いてあった新聞のテレビ欄で確認すると、やっぱりそうだった。

　土曜日の昼食時。

　柊木ひいらぎちゃんちでご飯を食べながら、俺おれたちはテレビを見ていた。

「再放送？」

　箸はしをくわえたまま、柊木ちゃんがきょとんと首をかしげる。

「番組変えていい？」

「うん、いいよ」

　ピ、とリモコンを操作してチャンネルを切り替えた。

　そのドラマが好きだった……確かに結果的に好きになったけど、あまりドラマを見ない俺が、見るようになったきっかけがひとつあった。

　王道も王道の青春学園ドラマで、今改めて見れば、設定もちょっと安っぽく感じる。

　でも、思い出補正ってやつかなー。

　やっぱりいいなーって思っちゃうもんだ。

『私たちで、何とかしよう────！』


　…………うん。このときからずっと可愛かわいいな。葛城かつらぎユウナ。



　長い黒髪をくくって横に流している。

　ちょっとだけ個性的な髪形をしていた。

　のちに、清楚せいそ系女優として超人気になるのだ。

　いや、俺はこのときからずっとブレイクするって思ってたから。

「最近、この子よく見るよねー」

「そ、そう？」

「好きなの？」


「…………い、いや、べ、別に……。け、けどすっごい人気になるよ、これから」



「かもねー？　綺麗きれいな顔立ちしてるのに、ちょっと愛嬌あいきょうあるし」

　でも、魅力はそれだけじゃない。

　実は隠れ巨乳なのだ。

「誠治せいじ君、この子が出てる番組、たいてい見てるよね？」


「…………た、たまたまだよ？」



　何でバレたんだ。

　ドラマもバラエティもほぼ網羅してるよ。

「そぉ？　テレビの話になるときあるでしょ？　あとで録画したやつ見ると、ゲストにこのユウナちゃん？　が出てたりすることが多かったから」

　正面切って「うん、好きだよ、葛城ユウナ」って言うと、柊木ちゃんのことだ。

『テレビのむこうの女優だよ！　誠治君目を覚ましてっ』

　ってな感じで、肩を摑つかまれてぐわんぐわんと揺らされそうだ。

「どことなく紗菜さなちゃんに似てるような……？」

「似てねえよ！　どこがだよ!!　ユウナちゃんのほうが数千倍可愛いよ！」

「やっぱ好きじゃん！」

「──くっ……罠わなか……」

「罠じゃないよ。率直そっちょくな感想で、誠治君が勝手に引っかかって転んだだけだから。……ふうん？　こういう子がいいんだぁー？」

　じろー、と半目で見つめられた。

　ほら、だからバレたくなかったんだよ。

　一〇年後の現代でも、まだ結婚してなくて浮ついた噂うわさひとつない、永遠の清楚系女優なんだ。

　年頃としごろの男子が好きになってもいいじゃねえか。

「あたしとは、全然タイプ違うから……」

　ぼそっと悲しそうに柊木ちゃんは、テレビの中のユウナちゃんを親の仇かたきかのように、じいいいいいっと見つめていた。







　週が明けて月曜日。

　土曜日はあれから少し気まずくなったのもあって、日曜日は柊木ちゃんとは遊ばず、俺は家で一人の時間を過ごした。

「あのドラマ、最終回マジでどうなるんだろうなぁ」

　隣の席の藤本ふじもとが話しかけてくる。

　俺とこいつが見ている共通のドラマって言えば、もうユウナちゃんが出ているあれしかない。

　この前やっていた再放送は、最終回にむけてのおさらいのようなものだった。

「ユウナちゃんが役やっているリカが妊娠するぞ」

「は────？　適当こくなよー、真田さなだ」

「ていう俺の予想」

　マジだけどな。

「なんだよ、ビビった。ユウナちゃんが妊娠とか……ドラマでも嫌だわ……」

　俺もはじめて見たときは、世界が終わったと思った。

　その気持ちを味わうといい。

　三限目の世界史の時間となり、柊木ちゃんが教室にやってきた。

「あれー？　先生、今日ちょっと違うー！」

「ほんとだ！　雰囲気変わったよ！」

　やってきた柊木ちゃんの変化に気づいた女子が、真っ先に反応した。

　相変わらず、男女問わず注目度の高い先生だ。

「えへへ。わかるー？」

　気づいてもらえてすげー嬉うれしそうだった。

　ついでに、俺のほうをチラッと見てくる。

「おほん」

「……」

　いつもは後ろでまとめている髪を、今日は肩のあたりでまとめていた。

「じゃあ、授業をはじめます────」

　教室中を見るついでに、俺と目を合わせて、一瞬ドヤ顔をした。

「あの髪形って……」

　藤本がボソッと言う。

　みなまで言うな、ボッチマン。

　わかってる、わかってる。俺が一番わかってる。

『ふうん？　こういう子がいいんだぁー？』とか言いながら、柊木ちゃん、ユウナちゃんに髪型をガッツリ寄せてきていた。

「なんって言うか……ううん……」

　藤本が眉間に皴しわを作っている。

　人の彼女をあんまりジロジロ見るなよ。

　肩に軽くグーパンしておいた。

「なんで!?」

「そこー！　授業中に何してるの」

　ビシっと柊木ちゃんが指を差して注意してくる。

「……藤本のせいで……」

「いや、おまえのせいだろ」

　簡単な小ボケに素早く突っ込む藤本。

　それから、授業中なのに俺と目が合うたび幾度となくドヤ顔をする柊木ちゃんだった。

　気づいてよ感がスゴイ。

　それから授業をこなしていき、昼休憩になり、俺は世界史資料室へとむかった。

　なんて切り出したらいいんだろう。

　ううん……。

　悩みながら廊下を歩き、世界史資料室の中に入った。

「誠治君、授業お疲れ様」

　柊木ちゃんは、すでにレジャーシートを床に敷いて弁当を広げ、準備万端だった。

「うん。先生もお疲れ様」

「んもうっ、二人きりのときは春香はるかさんでしょぉー」

　ぷう、と頰ほおを膨らませた。

　この反応が可愛いからついついやっちゃうんだよな。

　ごめんごめん、と謝りつつ、膝枕ひざまくらしてもらう。

「何が食べたい？」

「お任せで」

「はぁーい」

　箸で唐揚げをつまんで、俺に餌付えづけをする柊木ちゃん。

「せ、誠治君。あたし、変わったと思わない？」

「あ、ついに訊いてきた」

　アピール、すごかったからなぁ。

「わかってるんだったら言ってよ。もうっ」

　実は、遺憾ながら俺も、藤本の最初のリアクションと同じ感想を持った。

　起き上がって、正座をする。

「春香さん。ショック死するかもしれないけど、聞いてほしい」

「え!?　ショック死!?　あたし、ま、まだ死にたくない……」

「髪型、ユウナちゃんに似せたんでしょ？」


　ぱぁぁぁぁ、と柊木ちゃんの笑顔が花開いた。



「うんっ、うんっ。さっすが、ファンはよく気づくね」

　ちょっとだけ言葉を選ぶために、黙らざるを得なくなって、柊木ちゃんが喉のどをごくりーんと鳴らした。

「……っ、そ、それで？　感想は？」

「新鮮で可愛いよ」

「も、もおおおおおおおおお、ショック死ってそういうことぉおおおおおおおお!?」

　すごい照れっぷりだ！

　デレデレ女子オブザイヤー受賞だ！（？）

「照れ死にするぅ……」

　顔を赤くしたまま俺の膝にころんと転がってきた。

「どうどう、よしよし」

　ハフハフしている柊木ちゃんを撫なでて落ち着かせてあげる。

　……大型犬に懐かれたような、そんな気分だ。

　まあそれは置いといて。

　ううんー、実は、あんまり似合ってない……と思う。俺の美的感覚でしかないけど。

　女子はチヤホヤしたけど、俺はそんなふうにずっと気を遣える性質じゃない。

　柊木ちゃんは可愛いから、何やってもそれなりに似合うんだけど、やっぱり違和感のほうが先に立ってしまった。

「けど、俺は、いつもの春香さんの髪型が好きかな」

「え？　そう？」

「うん。あくまでも、俺の感想だけど」

　そっか、と柊木ちゃんはなぜか嬉しそうだった。

「あたしもね、今日朝ちょっと早起きして、気合い入れてやってみたんだけど、なーんかちょっと違うなー？　って思ってて」

　ふふふ、と静かに笑う。

「誠治君も、おんなじこと思ったんだね」

「だったらやめればよかったのに」

「やっちゃったんだから仕方ないじゃん。それに、誠治君には好評かもしれないし。ユウナちゃんの髪型だから」

　いたずらっぽく笑った柊木ちゃんは起き上がり、くくっていたシュシュを取って、いつものポニーテールに戻した。

「似た者カップルなんだね、あたしたち」

　自分で言っておいて、柊木ちゃんがめちゃくちゃ照れはじめた。

　俺もくすぐったくなって、照れ笑いをした。
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　放課後、俺おれは一人で昇降口をあとにする。

　たいてい紗菜さなが待ってたりするけど、今日は、数学の補習授業があるとかで、先に帰ることにしたのだ。

　校門を出たところに、見慣れない小学生がいた。

　お兄ちゃんかお姉ちゃんを待ってるんだろう。

　なんとなーく、視線を感じるけどそれを無視して歩いていると、

「あ、あの……」

　俺？　声かけられた？

　振り返ると、やっぱりこっちを見ている。

「俺？」

「あの……先輩、ですか」


「…………違うけど」



　こんなちびっ子の後輩を持った覚えはない。

　俺が知っている後輩は、母校の中三までが範囲だし。

　えと、えと、とテンパりながら、ちびっ子は言う。

「真田さなだ、誠治せいじさん、ですか」

「……そうだけど」

　うん？　何で小学生が俺のことを……。

「よかったです……」

　はぁ、とちびっ子は安堵あんどのため息をつく。

「先輩、ボクです。柴原しばはら怜れいです」


「………………」



　いや────誰だれだよ。

　わかるでしょ、みたいな雰囲気だしてるけど、小学生に知り合いはいないぞ。

「今、二〇歳で──」

「噓うそつけ。せいぜい小三くらいだろ」

「あ、そっか。高校生の先輩は、ボクのこと、知らないのか」

　何言っちゃってんだ、この子。

　早くも中二病？

　俺はしゃがんで話しかける。

「お母さんは？　家、どこかわかる？　知らないお兄さんに、いきなり話しかけちゃダメなんだぞ？」

「んもぉー！　子供扱い、しないでください」

「年相応の扱いなんだけど」

　ぽこぽこ、と叩たたいてくるＪＳをとりあえず宥なだめておく。

　道端でこんなことしていると、あらぬ疑いをかけられかねない。

「公園あるから、そっち行こうか」

「こ、公園……？」

　ほら、見ろ。目を輝かせてる。

　このガキんちょと何して遊んでやろうか。

　ブランコ、後ろからめちゃくちゃ押してやるぞ、この野郎。

「公園デートですか？」

「違うわ。このおませさんめ」

　俺が歩き出すと、おずおずと手を伸ばして、小指をちょんと摑つかまれた。

　歩幅が全然違うので、ゆっくりと歩くことにした。

　そういや、紗菜もこんなときがあったっけ……。

「先輩、なんで遠い目をしてるんですか？」

「失われた過去を偲しのんでるんだ」

「？」

　首をかしげられた。そりゃそうだ。

　先輩、先輩ってさっきから俺のことをそう呼ぶけど、ここらへんの小学生だとしたら、俺の母校の子供かもしれない。

　言われてみれば、ＯＢを先輩と呼ぶのは、別におかしなことじゃない。

「先輩は、変わってないですね」

「変わってない？　さっきから何の話を……」

「驚かないで、ボクの話を聞いてください」

　ボクっ子ＪＳが真剣な顔をするので、足を止めて言葉を待った。

「──ボクは、一〇年後の未来から今タイムリープしているんです」

　ああ。道理で。

「そっか」

「驚きましたか？　ボクもまだ信じられないくらいで……え──反応薄っ」

　タイムリープ……。

　まあ、やっちゃってるしな、俺。理屈は謎なぞだけど。

　俺が全然驚かないせいで、心なしか不機嫌そうな怜ちゃん。

「ボクはですね、一〇年後の未来で先輩の後輩として、一緒にお仕事するんです」

「ん？　てことは、ＨＲＧの社員ってこと？」

「ああ、いえ、正確には、アルバイトなのですけど……」

　バイト？　俺と一緒に仕事をする……？

　柴原怜??

「あれっ？　どうして童貞こじらせる前の高校時代の先輩が、ＨＲＧで働くことを知ってるんですか？」

「オイ、今若干じゃっかんディスっただろ」

　どうせ一〇年後も童貞でこじらせてますよ……。

「先輩は、ＨＲＧの若手有望社員で、社長のご令嬢と噂うわさになるくらいデキる男なんです。う、噂ですよ、噂。あくまでも」

　ニコニコ、と怜ちゃんは現代のことを教えてくれた。

　ふふん、そんなこと、俺が一番よく知っている。

　タイムリープ以前は、やる気なしダメ社員だったけどな。

「知ってるよ。怜ちゃん、自分だけがタイムリープしてると思うなよ？」

「え？　……まさか……!?」

　俺はキメ顔で言ってやった。

「そのまさかだ」

「う、うっそだぁー」

「噓じゃねえよ！」

　これはちょっと、公園でできる話じゃないな。

　俺はこの後輩らしき怜ちゃんを家に招いた。

「せ、先輩……ぼ、ボクとゴニョゴニョする気だったんですか……？」

　頰ほお染めながら言うんじゃねえ。

　タイムリープしてるんなら、脳内は小学生じゃないってことだ。

　本当に小学生なら、頰染めながらゴニョニョする、なんて言うとも思えない。

　これは、いよいよマジっぽいぞ。

「残念だったな。ＪＳは守備範囲外だ。色々と込み入った話になりそうだからだよ」

　お邪魔します、と緊張気味の怜ちゃんは靴を脱いで上がる。

「先輩の実家……ボク、感激です……」

「ちゃんと靴揃そろえるんだ？　偉いね」

　なでなで、と思いっきり子供扱いしてやった。

「えへへへへ。やっぱり、先輩に褒めてもらうの、ボク好きです」

　ま、眩まぶしい──純度の高い笑顔が。

　先導するように歩き、二階に上がって部屋に入れた。

　適当に出してあげたジュースをちゅー、とストローで飲む怜ちゃんに、俺は自分のことを教えた。

　何度もタイムリープして、過去と未来を変えていること。

　過去付き合うことも、大した接点もなかった憧あこがれの女性と今付き合っているということ。

「……そういうことでしたか……だから驚かないんですね。でも、どうしてボクのことを知らないんです……？」

「悲しそうな顔するなよ」

　帰り道で予想したことを挙げた。

「過去を変えている間、未来が変わり、バイトのメンバーが多少変わった──これが一番あり得そうだ」

　俺と一緒に仕事をするバイトだとすれば、俺が名前を聞いてピンとこないわけがない。

　怜ちゃんは俺のことを先輩って呼んでいるけど、実際は部下みたいな位置関係になる。

　思えば、タイムリープが解除されたとき、家にいることが多かった。

　そして、職場環境は一切いっさい知らない。

「『俺がＨＲＧに就職し働いている』かつ『俺が有望な社員』かつ『社内でご令嬢とのことが噂されている』ときにバイトとして出現するキャラってことか」

　だから、出会わない未来のほうが多いし、タイムリープする前は出会ってない……。

「人をゲームのレアキャラみたいに言わないでください」

　怒ったように、ぷすんと頰を膨らませた怜ちゃん。

『ご令嬢とのことが社内で噂されている』……これは、柊木ひいらぎちゃんママ──愛理あいりさんに認められたから、そうなったんだろうか。

　愛理さんは、柊木ちゃんとの交際と結婚の条件に、俺が養子か婿むこに来ることって言ってたっけ。

　もう一言、冗談で不穏なことを言ってたけど、それは除外しておこう。

「さっき怜ちゃん、真田誠治って呼んだよな？」

「はい……先輩の本名じゃないですか」

　てことは、まだ柊木誠治になったわけじゃないらしい。

「怜ちゃんは、どうしてかタイムリープしてるわけでしょ？」

「そうなりますね」

「目的とか、やっておきたいことはないの？　せっかくもう一回小学生からやり直しできるんだし」

「それは……」

　ちらっと俺を見た怜ちゃん。

　ズズズ、と持たない間を持たせるように、ストローでジュースの残りを吸い上げた。

　俺の場合は、目的があってタイムリープしたんじゃなくて、タイムリープしたから今しかできないことをしただけだ。

　とくに思い残しがないのであれば、何をしていいのかわからないのかもしれない。

「何でわざわざ俺のところに？」

「──もっ、もう五時になるので、帰ります。せ、先輩をロリコン誘拐犯にするわけにはいかないので……」

「え？　ああ、そう？」

　よいしょ、とランドセルを背負った怜ちゃんが、重さで少しヨロついた。

　ランドセルを摑んで転ばないように支えた。

「うぅ……あ、ありがとう……ございます……」

　今にして思えば、ランドセルって教科書いっぱい入ってるから重いんだよな。

　俺の小学校が変わってないなら、教科書置いて帰るのはＮＧだったはず。

「もう薄暗くなりはじめたし、送るよ。自転車でいいなら」

「そ、そうやって先輩はすぐ優しくする……悪い癖くせですっ」

　フンス、と鼻息を荒くした怜ちゃんだったけど、なかなか出ていかない。

「帰らないの？」

「……く、空気を読めないのも、先輩の悪いところですっ」

「わかった、わかった、送って──」

「どうしてゴニョゴニョしないんですかっ」

　してほしかったのかよ。

　中身がハタチでも体は子供だからな。

「守備範囲じゃないって言っただろ」

　ぽんぽん、と頭を撫なでて、自転車の鍵かぎを摑んで部屋を出ていく。

「ほら。帰るぞ」


「うぅぅぅぅ……はい……」



　さっき帰るって言ったくせに、何で不満そうなんだよ。

「兄さん、誰か来てるのー？」

　帰ってきた紗菜が階段を上がってきた。

「ああ、この子。ちょっと送っていくわ」

「お邪魔しました」

「えっ────────？」

　情報量が多過ぎて紗菜がフリーズした。

「小学生……？　女の子？　部屋にいた？　送る??　……誘拐??」

　タイムリープは伏せて、あとで適当に説明しておこう。

　玄関を出て、停めてある自転車のカゴに預かったランドセルを突っ込む。

「後ろ、乗れる？」

「これくらい、乗れます……」

　ちょこん、と怜ちゃんが荷台に乗った。

　サドルに跨またがると、きゅっと小さな手が俺の腰に抱きついてきた。

「？」

「後ろ……見ないでください……」

　小声でぼそぼそっと怜ちゃんは言う。

　二〇分ほど自転車を走らせ、俺はタイムリープ女児を家まで送っていった。










[image: ]







「じゃあ、ボウルに卵黄を入れたら、よく混ぜてください」

　俺おれ、紗菜さな、奏多かなたの三人は、柊木ひいらぎちゃんに言われた通り、ボウルを泡立て器でジャカジャカと混ぜていく。

　これがクッキーの生地になるらしく、バニラエッセンスを入れたあとなので、甘い香りがしていた。

　家庭科室に集まってゲームしたり、ダベったり、宿題したり、柊木ちゃんが作ってくれたお菓子を食べるだけの部活と化していたけど、今日は、久しぶりにまともな活動だった。

　俺たちは今、柊木ちゃん指導の下、クッキーを作っていた。

　なんで俺まで……。

「結構大変なのね……」

　口をへの字にしながら、紗菜が泡立て器を回す。

　長い髪の毛は、今は後ろでくくっていた。

　昨日、柊木ちゃんが焼いたクッキーを食べながら、紗菜がおもむろに言い出した。

『クッキーって簡単なの、先生？』

『あ、紗菜ちゃん、興味あるー？』

『な、なくはない、かも……。簡単で、美味おいしくできるんなら』

『先生が教えたげる！』

　とまあ、こんなやりとりが紗菜と柊木ちゃんの間で行われ、とくに興味がなかった俺と奏多を巻き込んでクッキー作りを行うことになった。

　柊木ちゃんは、元々紗菜と仲良くしたいと思っていたから、いい機会だと思ったんだろう。

「焼いてあげる人のことを想おもいながら、シャカシャカすると、どんどん楽しくなっていくよ？」

　焼いてあげる人、ねえ……。

　ちらっと見ると、目が合って、てへへ、と柊木ちゃんが表情を綻ほころばせた。

「焼いてあげる人……。──ちょっと、兄さん、なんでこっち見るのよ！」

「見てねえよ」

「そんな欲しそうな顔しても、あげないんだから。どうしても欲しいって言うなら……あげても、いいけど」

「俺がなんか言っている体ていで話進めるのやめろ」

　相変わらず考えていることがわからない奏多は、誰だれにあげるんだろう。

「……誠治せいじ君、欲しい？」

「いや、そうじゃなくて、誰にあげるんだろうって思って」

「……シュリンプにあげる」

「シュリンプ……？　エビ……？」

「……ウチで飼っている、犬」

「犬の名前が、シュリンプ……!?」

「……ゴールデンレトリバーのシュリンプ」

　センスが尖とがり過ぎてて俺にはもうわからん。

　ちらちら、と紗菜がこっちをチラ見してくる。

　……あいつ、自分のために俺が作ってるとか思ってるんじゃないだろうな？

「さ、サナ……甘いのもいいけど、甘さ控えめがいい」

「あ、そ」

　むうう、と紗菜が眉根まゆねを寄せた。

「……」

　これだから兄さんは鈍感なのよ──。

　とでも思ってそう。

　柊木ちゃんにご指導いただき、様子を三人それぞれ逐一ちくいち見てもらいながら、作業を進める。

「それで────完成した生地がこれです」

　どどん、と柊木ちゃんが、あらかじめ作っていたクッキー生地をテーブルの上にのせた。

「先生も作ってたの？」

「見本として、一応ね」

「ま、負けない……！」

　メラメラ、と紗菜が瞳ひとみを炎にしている。

「焼いたら、みんなで食べ比べしようね？」

　全然相手にしない柊木ちゃんは、紗菜の敵意をあっさりかわした。

　体育祭のときも紗菜が対抗心を燃やしていたけど、柊木ちゃんは他人の敵意とか悪意に鈍感なのかもしれない。

　生地ができあがり、ラップで包み冷蔵庫で一時間ほど休ませることに。

「学祭が近くなってきたけど、家庭科部は何かする？　みんな、何かしたい？」

　柊木ちゃんが、コーヒーを淹いれながら訊いてきた。

　そういや、そんな時期か。

「奏多、去年は何かした？」

「……去年は、三〇〇円で、カレーを作って売った」

「カレー!?　サナ、カレー好きっ」

「おまえは子供舌だもんな」

「う、うるさいっ。兄さんだって好きでしょ！」

「好きだけど、カレーって聞いただけでテンション上がるほどじゃねえの」

「……けど、ライスは別売り。一〇〇円」

「なんだ、その課金方式」

　ふむふむ、と柊木ちゃんが何やら黒板に書きはじめた。

「二〇〇食作るとして、材料費は……ふむ……」

　カツカツ、カツカツ、とメモをしていく。

「サナ、望んでいいなら、ハンバーグカレーがいいっ」

「望むなよ。ほんとガキだな、おまえ」

「いいでしょ、別に」

　と、紗菜が拗すねた。

「先生が、材料費とか計算しておくよ？　部費から出せそうだし。お店やるってことでいいのかな？」

「……私は、どっちでも」

　ぼそり、と奏多が言った。

「サナは、やりたい、かな」

　俺は、どっちかというとやりたくない。

　柊木ちゃんと大手を振って学祭を回れるっていうわけじゃないけど、こっそりと楽しむ時間がなくなっちまう。

「うん。じゃあ、やろう！」

　柊木ちゃんのこの一言で、議論は決した。

　クラスで何やるかも決まってない状況だから、時期的にも余裕は十分ある。

　量が多いけど、作業時間は前日の仕込みくらいで済むから、それほど大変というわけでもなさそうだ。

　学祭の話し合いが終わったあたりで、一時間が過ぎクッキー作りを再開する。

　休ませた生地を伸ばし、型抜きでひと口サイズに抜いていった。

「さっきから思ってたけど、兄さんのって、何で黒いの？」

「食ってからのお楽しみ」

「性格の悪さが生地に染しみ込こんじゃったのかしら」

「はっ倒すぞ」

　俺たちのやりとりを聞いても、奏多は黙々と作業をして、柊木ちゃんはクスクスと笑っている。

　できたら、生地をオーブンで焼くこと二〇分。

「できあがりー♪」

　鍋摑つかみで柊木ちゃんが中のクッキーを取りだす。

　紗菜がそれを見て目をキラキラと輝かせていた。

「サナのこれだから！」

　やたらとアピールしてきたので、バタークッキーらしきそれを一枚食べる。

「あ、うん、美味うまい」

　さすが、柊木ちゃんが手取り足取り教えただけはある。

「でしょ」

　紗菜がドヤ顔しているのがなんか癪しゃくだけど、何も言わないでおこう。

「……誠治君、これ、私の」

　奏多が指さすそれを食べてみる。

「？　味がない？」

「ジャムつけて食べて。マーマーレードとかイチゴジャムとか」

「それは先に言えよ」

　けど、さすが奏多……。言うことを聞くだけじゃなく一ひねり加えてきやがった。

　しかも、味が選べるというオプション……強い。

　柊木ちゃんが出してくれたマーマーレードやジャムをつけて食べてみる。

「……シュリンプの気持ちで、食べて」

「どっち？　エビ？　犬？」

「……エビ」

「エビはクッキー食わねえだろ」

　奏多のも美味い。

　自分で味が変えられるっていうのも、楽しさを引き立たせていた。

「真田さなだ君、あたしのはこれだよ」

　どう考えても、柊木ちゃんのこれ……チョコチップ入ってるんだよなぁ……。

　みんなに普通を教えておいて、自分だけアレンジしてねじ伏せにきている。

　柊木ちゃんも、勝つのは当然、くらいの得意げな顔をしていた。

「あ、うん。美味しい」

「先生、何でチョコチップ入れてるの……？　それならサナにも教えてほしかったのにぃ」

「いい、紗菜ちゃん？　アレンジ力は発想力。ひらめきなんだよ」

「ひらめかず、唯々諾々いいだくだくと言うことに従った、サナの負けってこと……!?」

　ガガーン、と紗菜がショックを受けていた。

　紗菜の場合、ひらめかないほうが成功するんだからこれでいいだろ。

「それで、兄さんのこれは？」

「……」

　柊木ちゃんは見ていたから知っているだろう。

「食べてみりゃわかるよ」

　四人全員で俺のクッキーを食べる。

「甘くない……けどちょっと甘い」

「……誠治君、これ、コーヒー？」

「そういうこと」

　甘さ控えめ、コーヒークッキーだ。

「……誠治君、さーちゃんのために甘さ控えめに……」

「違うぞ。たまたまだ」

　みんなでお茶請うけのクッキーを食べながら学祭の話をしていると、窓の外に小学生が立っていた。

　寒さに凍こごえる子犬みたいな顔でこっちを覗のぞいている。

　ていうか、怜ちゃんだった。

「何してんの」

「先輩が、出てこないから探しにきたんです。そしたら、いいにおいがして」

　においに釣られてここに辿たどり着いたらしい。

「あ、昨日来てた子」

　紗菜が説明するとややこしくなりそうだったので、俺が他ほかの二人に説明をしておいた。

「……じゃあ、誠治君、推定一〇歳の幼女とイイ仲に……」

「おい奏多、誤解を生む言い方はヤメロ」

「真田君、懐かれちゃったんだね」

　にこにこと微笑む柊木ちゃんは手招きして、怜ちゃんを中に招いて一緒にクッキーを食べた。

「クッキー、美味しいです……っ」

　サクサク、と柊木ちゃんと俺のを中心に、奏多のを食べる怜ちゃん。

　リスみたいで可愛かわいい。

「チョコチップは王道で言うことなしです。コーヒークッキーも甘さ控えめで、とても食べやすいですし、この味がないクッキーは、あえてそうしているのですね！　甘いお菓子……幸せですぅ……」

　俺は中身が二〇歳の女子だと知っているからいいけど、他の三人からすればおませさんに見えるんだろう。

「ね、ねえ？　怜ちゃん。これは、どう……？」

　そーっと紗菜が自分のクッキーを勧めた。

「これは、美味しいですけど没個性のクッキーで、他の三種類があれば、手を出そうとは思わないです」

「うぐぐぐ……」

　怜ちゃん、容赦なかった。

「し、シンプルイズベストなのが、まだお子ちゃまには、難しかったようね？」

「……さーちゃんのは、地味だけど美味しいよ地味だけど」

「ううう……カナちゃん、ありがとう……何回地味って言うの？」

　ある程度試食したところで、柊木ちゃんが怜ちゃんにどれがいいか訊いてみた。

「どれが一番美味しかった？」

「コーヒークッキーです。甘さ控えめなのも、女子には嬉うれしい配慮です」

　怜ちゃんの大人舌には、俺のクッキーがストライクだったらしい。

　こうして、怜ちゃんの審査では俺のクッキーが優勝することになった。

　怜ちゃんは、俺と紗菜が家まで送っていった。

「どうして先輩って呼ばれてるの？」

「さあ。なんでだろうな」

　改めて尋ねてくる質問を俺は回避しておいた。
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　ＨＲＧ社でのバイト中。

　色んな人の話し声でざわつく事務所で、俺おれは隣の夏海なつみちゃんに訊いた。

「お義母かあさんにこの前挨拶あいさつさせてもらったでしょ？」

「んー？　それが何？」

　気のない返事をする夏海ちゃんは、パソコンのディスプレイを見ながら、キーボードで顧客情報を入力している。

「ってか、お義母さんって呼ぶの早いから」

「じゃあ愛理あいりさん」

　くすくす、と夏海ちゃんは笑う。

「それはそれでなんかヤだなー。お義兄にいちゃん」

「まだ早ぇよ」

　仕事をしながら軽口を叩たたき合う俺たち。

「今度はお父さんに改めて挨拶がしたいんだけど」

「無理無理ー。ママは、合理主義者だけど、パパは無理。春ちゃんのこと超好きだから。ってか、一回挨拶してるんでしょー？　じゃあいいじゃん」

　柊木ひいらぎちゃんがお見合いをするときに会って、付き合っていることをはっきりと告げた。

　そのときは、俺のことを認めてくれたような気もするけど、愛理さんみたいなはっきりとした返事はもらえなかった。

　あと、何よりも引っかかるのは、怜れいちゃんが教えてくれた情報だ。

　俺の名字が真田さなだってことは、まだ未来の俺と柊木ちゃんは結婚してないってことになる。

　噂うわさにはなっているらしいから、付き合ってはいるんだと思うけど。

「まあ、ウチがどうこう言えるあれじゃないから、一回ママに訊いてみるよ」

「うん。ありがとう」

　こっそりと携帯を操作する夏海ちゃん。

「仕事中にイジるなよ」

「いいじゃん。細かいなー、お義兄ちゃんは」

「まだ早いって言ってるだろ」

　ヴヴヴヴ、と夏海ちゃんの携帯が震えた。

「……あ。いいってさ。ママに訊いたら、明日来なさいって」

「お父さんに挨拶するんだよ？」

「うん。だからママに訊いてるんじゃん」

　それが至極当然とでも言いたげだった。

　女系の一族だって、夏海ちゃんは前に柊木家で言ってたな。

　だから、パワーバランスでいうと、お父さんよりお母さんのほうが強いのか。

　確かに、キャラを比較すると、お父さんのほうが下っぽい。

　携帯のメール画面をこっちに見せてくれた。

『私が認めているから問題はないけれど、誠治せいじさんがそこまで筋を通してくれるのなら好ましいわ。明日にでも連れていらっしゃい』

　明日って言われても、それはそれで心の準備が……。

「パパは、付き合いも仕事みたいなもんだから、土日が休みってわけじゃないけど、明日はいるみたい」

「先生は大丈夫かな」

「春ちゃんは大丈夫っしょー。ニガテだったのはママだけだから。空あき巣すくんが行こうって言えばどこでも尻尾しっぽ振ってついてくるよ」

　ワン♡ワン♡　と吠ほえる柊木ちゃんが一瞬脳裏のうりをよぎった。

「……なんか変なこと考えてるでしょ」

「いや……別に……」

　ジローと夏海ちゃんが見てくるので俺は目をそらした。







　そして翌日。

　柊木ちゃんちで待っていると、外に黒塗りの高級車が停まった。

「春香はるかさん、お迎え来たみたい」

「あ、うん」

　昨日、バイトが終わったと同時に会社まで車で俺を迎えに来てくれた柊木ちゃんに、今日のことを伝えると二つ返事でオッケーだった。

　ばっちりメイクをしているせいか、それとも学校では地味目のメイクをしているのか、今日は普段より雰囲気がキラキラしている。

　手ぶらの俺が先に部屋を出ようとすると、腕を引っ張られた。

「待って、誠治君」

「ん？　どうかした？」

「誠治君成分を補給させてください」

　あー。昨日、ウズウズしてたもんな。

　俺がさっさと帰ったから、ふれあいはゼロだった。
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　柊木ちゃんが腕を広げて、俺が飛び込むのを待っている。

「どうぞ」

「はいはい」

　ぎゅっとされてると、爽さわやかな香りがした。

「香水？　変えた？」

「あ、わかる？　いいにおいでしょ」

「うん。春香さんに合ってる」

　学校で先生が香水つけるわけにいかないもんな。

　ひとしきりそうしたので、俺が離れようとすると、

「……キス、しないの……？」

　柊木ちゃんが上目遣うわめづかいで、ほんの少し唇を突き出してきた。

　潤んだ唇がやたらとエロい。

「じゃあちょっとだけ」

　ちゅ、ちゅ、ちゅ、と唇を重ねていると、バンバン！　と壁が叩かれた。


「あのぉぉぉぉぉぉぉ？　こっちはさっきから、ずぅぅぅぅぅぅっと待ってるんですけどぉぉぉおおお？」



　夏海ちゃんが半目で玄関からこっちを見ていた。

　ふぎゃ!?　と猫みたいな鳴き声を上げた柊木ちゃんが、俺からさっと離れた。

「なぁーにが『キス、しないの？（ウルウル）』『じゃあちょっとだけ（キリ）』だよ」

「い、いるんなら言ってよ、夏海っ」

「日曜日の午前中から、あんな濃い物見せられて、こっちはたまったもんじゃないよ。まったくもう」

　ふん、と呆あきれたようなため息をついた。

「このままおっぱじまったら、ウチ動画撮影するところだったよ」

「撮るなよ。で、おっぱじまらねえから」

「い、行くよ。吉永よしながさん待ってるんでしょ」

　まだ顔が赤い柊木ちゃんが、逃げるようにして家を出ていくので、俺と夏海ちゃんもついて行った。

　アパートの下で待っている吉永さんに挨拶をして、柊木ちゃんと夏海ちゃん、お嬢様姉妹しまいが乗り込む。

「真田様、ご無沙汰ぶさたでございます」

「こちらこそ」

「……それで……あれから春香お嬢様とはどこまで……？」

　手で卑猥ひわいな動きをする吉永さん。

　手の動きヤメロ。中二の男子か。

「いえ、全然そんなことは。結婚するまではダメっていう話なので」

「真田様、僭越せんえつながら……嫌よ、嫌よも……」

「好きのうち？」

「ザッツ・ライッ」

　ぐっと親指を立てた吉永さんは、後部座席の扉を開けてくれた。

「あ、どうも、すみません」

　こういう扱いには慣れないんだよなぁ。

　吉永さんが運転席に座り、俺たちを乗せた車が発進する。

　愛理さん公認となると、こんなふうに色々と開けっぴろげに訊かれることも多いんだろう。

「嫌よ、嫌よも、好きのうち……」

「空き巣くん、どったの？　紗菜さなちゃんのこと？」

「何で紗菜が出てくるんだよ」

　車内は、吉永さんがＭＣ役となり、あれこれ話題を振ってくれたのもあり、気軽な雰囲気となった。

　前は、めちゃくちゃ重かったのに全然違う。

「旦那様が、果たして春香お嬢様の件を認めてくれるでしょうか。吉永、少々心配でございます」

「だよねぇー。ママがいいって言ったんだから、パパはすっ飛ばしてオッケーなんだよ？　小ボスを倒す前にラスボス倒しちゃった、みたいな状態なんだから」

　小ボス扱いなのかよ。中ボスですらないのかよ。

「お父さんには、お母さんにあたしたちのことを認めてもらったよ、っていう報告みたいな感じていいと思うよ？」

　と、柊木ちゃんが軽くアドバイスしてくれた。

　夏海ちゃんにも、吉永さんにも見えないように、俺たちはそっと手を繫つないだ。

　嫌よ、嫌よも好きのうち……。

　柊木ちゃんも興味がないわけじゃないんだ。むしろ興味津々だし……。

　一〇年後では、結婚してないのに経験済みだったし、いずれかのタイミングで『致す』みたいだ。

　いい意味で強引ごういんに攻めたら、どうなるんだろう。










[image: ]







　ひと月ぶり、二度目の柊木ひいらぎ家へと俺おれたちはやってきた。

　メイドさんたちに出迎えられ、豪邸の中へ通される。

「ウチも付き添いしようか？」

　俺と柊木ちゃんが応接室へ案内されようとしていると、夏海なつみちゃんもこっちについてきた。

「ありがとう、夏海。でも、大丈夫。この前ほど面倒くさくならないと思うから」

「そうかな……？」

　同意しかねるらしく、夏海ちゃんは首をかしげる。

「まあ、何かあったらあとでフォローしといたげる」

　じゃね、と手を振って自分の部屋のほうへと歩いていった。

「夏海ちゃん、いたほうがよかったんじゃ」

「あたしたちのことだから、夏海の援護は、どうにもならなくなったときにお願いしよう？」

「それもそうか」

　頭の回転が速い夏海ちゃんは、切り札として置いておくほうが得策かもしれない。

　愛理あいりさんと会ったときもここだったけど、やっぱり金持ちの応接間って感じで、平凡極きわまりない俺からすると、まったく落ち着かない。

　メイドさんが出してくれたコーヒーに口をつける。

「お父さん、遅いね」

　ぼそっと柊木ちゃんが言うと、外から大きな話し声が聞こえてきた。

「あの男が来てるんだろう!?」

「あなた、大声を出さない。誠治せいじさんは、高校生にしては立派で、物腰も大変落ち着いているわ。私が認めたくらいなんですから。堂々と顔を合わせてきなさい」

　愛理さんとパパさんの会話だったらしい。

「どうしてこの私が！　せっかくの休日を！　春ちゃんを奪おうとしている野良犬のらいぬと会わねば──」

　バチィーン！

　俺と柊木ちゃんも思わず後ろの扉を振り返る。

　今、すげー音したぞ……。

「ぶ、ぶった!?　今、バチーンって!?　ほっぺた、バチーンって」

「私が認めた方を野良犬扱いしたからです」

「こうやって愛理さんすら取り込んだのか……あの男め……！」

　ばっと扉が開いて、放り込まれるようにパパさんが飛び込んできた。


「「…………」」



　すっくと立ちあがってパパさんは何事もなかったかのように咳払せきばらいをした。

　ほっぺたに漫画みたいな赤い手形がついている。

　俺がまず先に立って挨拶あいさつをした。

「ご無沙汰ぶさたしております。先日、春香はるかさんのお見合いがあったときにご挨拶させていただきました、真田さなだ誠治です」

　柊木ちゃんも俺に合わせて立ち上がって、俺と一緒にお辞儀をする。

　いや、柊木ちゃんはしなくてもいいんじゃね？

「う、うむ。柊木隆景たかかげだ。春ちゃん……春香の父だ」

　名刺でもあればここで交換だろうが、さすがにバイトの高校生がもらえるわけもなかった。

「お父さん、ほっぺ大丈夫？」

「ママが、思いきりぶったんだ……怖い……本当に……」

　柊木家の話やさっきの夫婦の会話からして、相当尻しりに敷かれているようだ。

　隆景さんは、メイドさんが持ってきた冷やしたタオルを頰ほおにあてている。

「君のことは……妻からも色々と聞いているし、うちの会社でもアルバイトをしているらしいじゃないか」

「はい。ちょうど、夏海さんと同じ部署です」


「そうか。………………大変、優秀だと、聞いている」



　あっさりと俺を褒めてくれた隆景さん。

　やっぱり愛理さんのビンタが効いているらしい。

　……褒めてくれたのはいいけど、なんか「ぐぬぬぬぬぬ」って感じの顔だった。

「いえ、大したことはしていません」


「…………謙遜けんそんを。近い将来……この柊木を任せるに足る器…………え、ちょっと何それ聞いてないけど」



　俺と柊木ちゃんが顔を見合わせる。

　耳のあたりを触る隆景さん。

　……ワイヤレスのイヤホン入ってないか？

「真田君、今の話は忘れてくれ。ちょっとしたジョークだ」

「はぁ……」

「お父さん、あたしたち、今月でもう半年付き合っているの」

「くっ……意外としぶといッ！　あのときはすぐ別れると思ってよしとしたが……」

　あ、心の声が漏もれた。

「お母さんにも、誠治君のことを認めてもらったし、気に入ってもらえたようだから」

「『あとはあなただけよ』？　──だ、だったらどうしたッ！」

　誰だれとしゃべってんだ。

　耳に入っていた小さなイヤホンを握って、床に叩たたきつけた。

「春ちゃんは誰にもやらん！　君の教科書にでもきちんと書いておくんだな！」

　扉の外から、殺気めいた気配がしたけど、気のせいか。

　啖呵たんかを切った隆景さんは、めちゃくちゃ扉のほうをチラチラと気にしているけど。

『そんなこと言ってどうするの！　誠治さんはまだ高校生だけど、立派な男性なのよ』

　足元に転がったイヤホンから愛理さんの小さな声が聞こえた。

「フンッ！」

　隆景さんがスリッパでイヤホンを踏みつけて壊した。

　なるほど。

　腹話術やろうとしてたのか。

　けど、隆景さんは我慢ならなかった、と……。


　あとでまたビンタされるんじゃ……？



「愛理さんが認めようとも、私は認めん」

「じゃあ、どうしたらいいの？」

　柊木ちゃんが不満そうに唇を尖とがらせた。

「お父さんだけなんだから。そんな偏屈なこと言って誠治君を拒否しているの」

「偏屈じゃないぞ、春ちゃん。そもそも、結婚する必要なんてないからな！」

「なにそれっ。娘の幸せを考えられないような人を、あたしは親とは認めないから！」

　その言葉がかなりショックだったらしい隆景さんは、胸を押さえてうずくまった。

「ふぐう……そ、それは……」

　これじゃあ、今度は父親のほうと確執ができちまう。

「待って、待って、春香さん落ち着いて」

「そ、そうだ、春ちゃん、一回落ち着こう。そんな悲しいこと言わないで」

　フンスフンス、と鼻息を荒くしている柊木ちゃんを、どうどうと宥なだめる。

「身近にいた可愛かわいい年上のお姉さんに、夢中になっているだけなんだ、春ちゃん。飽きたらポイだ。高校生だからな。乗り換え放題。同級生に手を出し、果ては後輩や先輩に手を出すんだぞ……！」

「そ、そんなことない……から……！　飽きてポイなんて、しない……もん……たぶん……」

　柊木ちゃんの否定ひていパワーが弱まった。

　涙目で不安そうに、ちらっと俺を見てくる。

　し、信用ねえのかよ────!?

「あの、そこまでモテませんよ？」

「オトコとしての魅力がない奴に、春ちゃんをやることはできんな！　はっはっは！」

「あ、そういえばこの前ラブレターもらったっけ……」

「そんなチャラチャラしたような男に、春ちゃんを任せるわけにはいかんな！　はっはっは！」

　モテようがモテまいが、どっちにしてもアウトらしい。

　仕事がデキるアピールって言っても、所詮しょせんバイトだし、どうしたら……。

「じゃあ、誠治君ができるかどうかわからないけど、お父さんが好きな物で勝負したらいいんじゃない？」

　名案、名案と柊木ちゃんは手を叩いて喜んだ。

「私が、好きな物で、勝負……？　いいだろう。それで私に勝てたら、春ちゃんとの交際を認めてやろう！」

　相手の土俵で戦うわけか……。

　かなり不利だけど、現状他ほかに手がない。

「わかりました。そういうことでしたら。何で勝負します？」

「……麻雀マージャンだ。高校生には、まだ早かったかな？」

　ニヤニヤ、と笑っているけど、残念だったな。

　大学時代にめちゃくちゃやり込んだから、それなりには打てる。

「麻雀、ですか……。ルールくらいはわかるんですけど、あまり知らないので……」

「十分、十分！　ルールがわかれば、あとは運次第。簡単だからなぁ！」

　カッカッカ、と大笑いをしている隆景さん。

　ルールを知っている程度だと思っている俺を、フルボッコにする気なんだろう。

　けど、もし本気でそう言っているならかなり弱い。

「誠治君、大丈夫……？　麻雀なんてやったことないんじゃない？」

「うん。でも、こうしないと春香さんとのことを認めてもらえないから。……俺、頑張るよ」

「誠治君……」

　うるるるるる、と瞳ひとみを涙いっぱいにした柊木ちゃんが、抱きついてきた。

「う～～っ、しゅき……」

「俺も」


「今すぐ離れろぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおお！」



　というわけで、麻雀対決となった。

「なんか面白おもしろそうだから、ウチもやるー」

　夏海ちゃんが加わると、運転手の吉永よしながさんもやってきた。

「僭越せんえつながら、吉永、打ぶたせていただきます」

　たぶん、吉永さんは玄人ばいにんで間違いないと思う。

　面子メンツが揃そろったので、地下にある専用の小部屋に行き、四人で卓を囲んだ。

「半荘ハンチャン、一回だけの勝負としよう。私も、あまり暇ではないからな！　泣きの一回もなしだ」

「わかりました。よろしくお願いします」

　吉永さんは麻雀ができるって言われても違和感ないけど、夏海ちゃんはできるのか？

　俺の心配をよそに、手つきがかなりやっている人のそれだった。

　夏海ちゃん、かなりできる。

　……対照的に、隆景さんは、ちょいちょいミスするし、牌パイを取る場所間違えたりするし、あんまりやったことないな？

「パパ、早くして」

「ま、待つんだ、なっちゃん。どれを切ればいいのか……お父さん、今、長考してるんだ」

　長くなるから割愛するけど、俺対隆景さんの勝負は、俺の圧勝に終わった。

「う、噓うそをついたな、君！　ルールを知っているだけだなんて」

「いえ、別に噓はついてないですよ」

「なぜだ……なぜ……負けた……？　運のゲームだろう……？」

　本当にそう思ってたのか。

「あの、春香さんとの仲、認めてもらえるんですよね？」

「ぐうう……！　も、もう一回……！」

「泣きの一回もなしってさっき仰おっしゃいませんでしたか？」
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「ぐううう……」

　俺がブーメランを投げ返していると、夏海ちゃんに肩を叩かれた。

「許したげて。好きだけど弱っちいんだ、パパ」

「そういうことなら、いいですよ、もう一回しましょう」

「フン。今度こそ春ちゃんを守る────！」

　結局、それから二回やったけど、勝負は俺の圧勝に終わった。










[image: ]







　お昼を迎え、柊木ひいらぎ家で昼食をご馳走ちそうしてもらうことになった。

「誠治せいじさん、ごめんなさい。うちの人が変なことを言いだして」

　愛理あいりさんが申し訳なさそうに小さく頭を下げた。

「いえ、大丈夫ですよ」

　豪邸の食堂だからどんな大きなものかと思いきや、一般家庭のそれより少し大きいくらいで、俺おれと柊木家の五人が使うにはちょうどいいサイズだった。

「一族が揃そろうときは、また別のダイニングルームがあるから、そこで食事するの」

　俺の疑問を察してか、柊木ちゃんが解説してくれた。

　お高そうな和食を静かにみんな食べていく。

　俺のむかいにいる隆景たかかげさんの反対の頰ほおは、いつの間にか赤く腫はれていた。

　……またビンタされたのか。

「お父様が、麻雀マージャン弱いくせに何度ももう一回と言うので、遅くなってしまったんです」

　お嬢様モードの夏海なつみちゃんが愛理さんに言う。

　今は昼の一時を回ったところ。

　本当は一二時に食事する予定だったらしい。

「接待麻雀ばかりされていい気になるからよ」

　じろり、と愛理さんがねめつけると、隆景さんが肩をすくめて小さくなった。

「誠治君、本当に情け容赦ない勝ちっぷりだったもんね」

「空あき巣すくん、結構強いんだね」

「ううん、普通だと思うぞ？」

　接待麻雀で、隆景さんは天狗てんぐになっていたんだろう。

「あたしも、今度教えてほしい」

「うん。いいよ」

「そしたら、誠治君とあたし、夏海と紗菜さなちゃんの四人でやろう」

　紗菜はできたっけ？

　まあ、こういうテーブルゲーム系も好きだから教えたら、あっさり覚えそうだ。

「この人にも容赦なく勝っちゃう誠治さんは、本当にいい根性をしているわ」

「勝ったら、交際を認めてくれるとおっしゃったので、必死にもなります」

　あらあら、と愛理さんはお上品に笑う。

「誠治さんが、どれほど春香のことを想おもっているか、よくわかったでしょう？」

　誰だれにともなく言うと、隆景さんは口をへの字に曲げた。

「だから、交際だけは認めることにしたんだ」

「誠治さんなら、この人が何か誤ったら容赦なく正してくれそうね」

　さすがにそれはわからないので、どうでしょう、と返しておいた。

「企業のトップというのは、案外孤独なもの。常に最終決定と責任を求められるわ。そこに部下は口を出せないし、頼りになる腹心ふくしんのような人も今はいないから」

　隆景さんは否定ひていすることなく、黙々とご飯を食べている。

「案外、いいコンビになるかもしれないわね」

「どうでしょう」

　苦笑しておいた。

　さすがに、会社の経営に口出しできるほど経験や知識が多いわけじゃない。

「真田さなだ君」

「あ、はい」

　はじめて隆景さんに名前を呼ばれた。

「……今度はゴルフだ」

「……いいでしょう」

　現代では、先輩や上司に連れられて多少やっていたのだ。

　よかった。嫌々だったけど、やっておいて。

　ニヤリ、と笑うので、俺も笑みを返しておいた。

　柊木ちゃんが不思議そうな顔をしている。


「結構気が合うんじゃ……？」



「意外と似てるところあるかもだね」

　お淑しとやかな箸はし捌さばきを見せる夏海ちゃんも言う。

「私は誠治さんを認めているから、もうそんなのどうでもいいのだけれど……」

　そっと愛理さんが箸を置いて俺と柊木ちゃんを見る。

「もう、事は済ませたの？」

「「事？」」

「セックスはしたのかと聞いているの」

　ズビシャァーン！　と柊木ちゃんに衝撃が走った。

「な、な、何でそんなこと言わないといけないのっ！　食事の席で！」

「当たり前よ。柊木の大事な跡継ぎなのだから、早くデキるに越したことはないでしょう」

「で、で、でも……そ、そういうのは……まだ……」

　顔を赤くしてモジモジしている柊木ちゃんとは違い、夏海ちゃんはシシシと笑っている。

「あーあ、やっぱり言われた」

「もし春香に問題があるのなら、夏海と」

「にゃ、なななな、なんでウチとっ!?」

　夏海ちゃんも顔を赤くして大慌てだった。

「春香も今年で二四。子供がいてもおかしくはない年齢でしょう？」

「そうだけどぉ……」

　モジモジ、と膝ひざをすり合わせている柊木ちゃん。

　隆景さんなら、こういう話題はいち早く止めようとしそうなのに、何も言わない。

　何してるのかと思ったら、目をつむってお経を唱えていた。

　無我の境地ということか……。

　現実逃避の仕方すごいな。

「お母様たちのときはどうだったの？」

　さらりと夏海ちゃんがキラーパスを出す。

「大学を出た年、ＨＲＧ社で同期だったこの人と、しばらくして付き合って、一か月くらいで」

「げほげほッ、ごほん」

　隆景さん、むせていた。

　けど、大人同士が一か月付き合えば、経験することなんだろう。

「とっても早かったわ」

「何がっ、ねえ、何がっ!?」

　夏海ちゃんが目をキラキラさせていた。

「愛理さん、食事どきにする話じゃないと思うが」

「聞きたくないのなら、席を外したら？」

　完璧かんぺきに愛理さんのほうが強いんだなぁ……。

　隆景さんを見ていると、なんだか不憫ふびんに感じる。

　俺と柊木ちゃんだったら、どうなるだろう。

　俺もやっぱ尻しりに敷かれるんだろうか。

　……けど、真田家でも親父はこんな扱いだったな。

　どこでも父親という存在はこうらしい。

　両親の馴なれ初そめを姉妹しまいは興味津々に聞いていた。

　話も終わり、俺と柊木ちゃんはお暇いとますることにした。

「春ちゃん、頑張ってね！」

「な、何の話っ」

「さあ、何のことだろうー？」

　柊木ちゃん、完全に夏海ちゃんにからかわれていた。

　見送りに来ていた夏海ちゃんと愛理さんに会釈をすると、車が走り出した。

「真田様、今日は、ありがとうございました」

　吉永よしながさんにお礼を言われた。

　……？　何の話だ。

「麻雀……旦那様が、珍しく楽しそうにしておられたので」

「楽しそう、でしたか？」

　ぐぬぬぬ、って唸うなりながら眉間に皴しわを作っている表情しか思い浮かばない。

「確かに、楽しそうだったかも」

　柊木ちゃんが言うと、吉永さんも首肯しゅこうした。

「はい。してやられる、ということがほとんどないですから」

　遊ぶにしても、周りが気を遣ってしまって、本気でぶつかってくれる人がいないのかもしれない。

　俺も、現代で先輩や上司とプライベートで出かけるってなったら、それなりに気を遣ったし、下々しもじもの者の気持ちはよくわかる。




「今度はゴルフでしたか？」

「はい。そうらしいです」

「楽しみです」

　そう言う吉永さんはどこか嬉うれしそうだった。







　柊木ちゃんちまで送ってもらうと、もう夕方。

「疲れたねえ」

　まったくもって同感だ。

　部屋に入った俺たちは、揃ってソファに体を預けた。

　手を握り合ったまま無言が続くと、柊木ちゃんが口を開いた。


「あの話…………誠治君、どう思った……？」



「あの話って？　ゴルフ？」


「う、ううん……そっちじゃなくて…………こ、事の、ほう……」



　じっと見つめてくるので、結構本気の質問らしかった。

　これは真面目まじめに答えないと、ぽかぽか叩たたいてくるパターンだな。

「愛理さんには、愛理さんの考えがあるんだろうけど、無理せず、俺たちのぺースでいいんじゃない？」

「……っていうと？」

「これまで通り、順序を守りましょうっていう方針で」


「…………そ、そうだよね。うん。そうだよね……」



　おっぱい揉もむのはセーフなんだろうか。

　一線は越えてないから、セーフなのでは？

「……何、誠治君。目がいやらしいよ……？」

「いや、何でもないです。けど、夏海ちゃんを次の候補にさっと挙げたときはビックリした」

「夏海はダメだよ、夏海はっ！　あの子のほうがスペック高いんだから……負ける気しかしない……」

　しょぼんとヘコむ柊木ちゃんを励ますと、「美味おいしいご飯を作ります」と言って柊木ちゃんはキッチンへむかった。

「仲良いもんねー、誠治君は。夏海と」

「あれ？　やきもち？」

　否定するかと思ったら、全然しない。

　ちらっとこっちを見て、うんうん、とうなずいた。

　可愛かわいいので、後ろからぎゅっと抱きしめた。

「あ、こら。お料理してるときは危ないから……」

　とか言いながら、顔をこっちへむけて、二度三度とキスをした。

「好きだよ、先生」

「イイ感じのところでいっつも先生って言うー!?」

　結局ぽかぽかと叩かれることになった。
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　ぱっと目を開くと、がやがやと騒がしい事務所だった。

　むかい合わせに事務机が並ぶ中、俺おれはそのお誕生日席の場所にいた。

　タイムリープが解除されている。

　目の前のＰＣで日時を確認すると、柊木ひいらぎ家から帰った日から一〇年後だった。

　スーツを着ている俺の机の右端にはコーヒーの入ったコップがある。

　今いる俺の席ってリーダーの席だよな……？

　懐ふところに入っている名刺を確認すると、肩書が一応ついていた。

『株式会社ＨＲＧ　通信事業部　二課　ＳＶスーパーバイザー』

　スーパーバイザーってのは、うちの会社ではリーダーと呼ばれる、電話受付をする人たちを管理する人のことを指す。

　フロアで五、六人いる係長補佐くらいのポジションだ。

　俺、出世している──。

　所属と肩書の下に、俺の名前があった。

『柊木誠治せいじ』

「あ」

　柊木になってりゅうううううううううううう!?

　真田さなだじゃなくなってる！

　ってことは、俺と柊木ちゃんの間に進展があったってことだ。

　きっとそうだ。

　今までは、同棲どうせいした状態で足踏みしてたから。

　けど、指輪は、無し、と……。

「そうか……まだか……」

　あたりを見回すと、同じフロアにいるリーダーは、俺の知っている人が多い。

　かつて直属の上司だった村松むらまつさんも、別のシマでリーダーをしているようだった。

「先輩、ここ、教えてほしいんですけど」

　若い女の子が書類を持って小走りでやってきた。

「え？　ああ、うん」

　けど、職場でタイムリープが解除されるのは、はじめてのパターンだな。

　柊木ちゃんとは順調ってことでいいんだろうか。

　この前、同じくタイムリープしてやってきたっていう怜れいちゃんの話では、名字は真田だったって言ってたけど。

「先輩、ボクの話聞いてますか？」

　改めてその子の顔を見る。

「あれ……もしかして、怜ちゃん？　柴原しばはら怜ちゃん」

「どうしたんです、いきなり。フルネームで呼ばないでくださいよ。なんかムズムズする」

　ツインテール幼女が、立派なボクっ子レディになっている。

　ていっても二〇歳やそこらなんだけど。

「ごめん、ちょっといい？」

「はい？」

　目を丸くする怜ちゃんを、会議室へと連れていく。

「先輩……仕事中なのに、会議室に女の子を連れ込んで……ダメですよ……？　お嬢様に知られたら、大変……」

　とか言いつつ頰ほお染めるの何でなんですかね？

「ボクは、確かに二番目でも三番目でもいいって言いましたけど……会社ではダメですよ……歯止めが効かなくなっちゃうから……」

　あのちびっ子、愛人体質なのか。

　ダメとか言いながら、服脱ごうとするのやめてください。

　俺たち爛ただれた関係なのか？

「あの怜ちゃんでいいんだよな？　小四？　にタイムリープした、中身大人で体は子供のあの怜ちゃん。その一〇年後が今ってことなんだよな？」

「そうですよ。どうしたんです、いきなり」

「落ち着いて聞いてくれ。……今の俺は、俺で、俺が帰ってきた」

「意味がわかりません」

　バッサリと斬きられた。

「あのとき、怜ちゃんがタイムリープして会った当時の俺が、今ここにいるってことで……ややこしいな。ともかく教えてほしい」

　俺は欲しい情報をひとつずつ挙げていった。

「会社は？　業績どう？　なんか知ってる？」

「知ってる？　って……先輩が言ってたんじゃですか。ちょっとヤバみ深いって」

「現代の俺、ヤバみ深いって言うの？」

　そっちのほうが衝撃だわ。

　ヤバみが深いってことは、業績は傾いているってことでいいんだろう。

　この前、ちびっ子怜ちゃんは俺が出世している、とは言ってなかった。

　だから以前考えた、会社をどうにかするっていう部分で、俺は頑張ったみたいだ。

　柊木の人間として立ち回ったほうがいいかもっていう話だったけど、それでもまだ何か足りないらしい。

「どうすりゃいいんだ？」

「大丈夫ですよ。先輩がもしクソニートになったとしても、ボクが何とかしてあげますから」

　頭を抱えていると、頭ごと怜ちゃんが抱きしめてくれた。

　柊木ちゃんと同じタイプの、ダメ男製造機なのか、怜ちゃんは。

「俺たちってどんな関係なの？」

「ヤり手先輩社員と、バイトの大学生」

「おい、やり手にちょっと悪意混ぜただろ。……それ以上は、何もないんだよな？」

「……残念ながら」

　むー、と頰を小さく膨らませた怜ちゃん。

「俺は別にニートしたくないんだよ……」

「ゲームし放題で漫画も読めて、ずっとゴロゴロできるんですよ？　最近のスマホゲームはすごいんですから」

「はいはい。そんなこと、俺だって知ってるわ。うるさいやつが身内にいるからな」

　ん？　スマホゲーム……？

　紗菜さなは、家庭用だけじゃなくてスマホのゲームも好きだったな。

　いや、好きになっていった、ってほうが表現としては正しいか。

「知ってますよ？　紗菜さん。スーパーウルトラブラコンの紗菜さん。今やってるゲームは、シミュレーションＲＰＧで……。ボク、先輩のことは何でも知っておきたいんです♪」

　えへへ、と笑う怜ちゃん。

「そっか……一〇年前になくて、今あるものを誰だれよりも早く作れば────」

　これならいけるんじゃないか。

「夏海なつみお嬢様はさすがに強敵だから、ボクは二番でいいんですー」

「こうなれば、早くタイムリープして──ん？　今なんて言った？」

「強敵の夏海お嬢様？」

「春香はるかお嬢様はどこ行ったの？」

「さぁ？　学校の先生じゃないんですか？」

「いや、そうじゃなくて！　俺と付き合ってるんじゃ」

「それは夏海お嬢様のほうでしょ？　もし姉妹しまいに二股ふたまたかけてても、ボクは優しいから黙っておいてあげます！」

　ど、どうなってんだ。

　柊木誠治は、夏海ちゃんと今付き合ってる？

　逆に言えば、夏海ちゃんと付き合ったから、柊木誠治になったのか？

　柊木ちゃんの携帯番号に電話をしても、番号が変わっていた。

「番号、変えられている……？　なんで……？」

　夏海ちゃんに電話をすると、すぐに出た。

『はいはいー？　どうしたの？』

「俺、春香さんといつ別れたの？」

『急用かと思ったら……。正確にはわからないけど、君が高三になるころには、別れていたと思うよ？』

　高三？　結構前だな。

　何か夏海ちゃんが耳元で言っていたけど、全然頭に入らない。

　じゃあ二度目の高二が終わるまでの間に、何か起きるってことか。

　いや、俺たちの関係に何も起きなかったから、今こうなってるのかもしれない。

　俺と柊木ちゃんは順調で、現代に戻るたびに関係も二人の仲も進展していった。

　現代の俺と柊木ちゃんだけじゃなくて、過去の俺たちも関係を進展させる必要があるのかもしれない。

　怜ちゃんや夏海ちゃんの声が遠ざかっていき、意識が切れる感覚があった。







「起きろって。真田ー。おーい」

　目が覚めると、俺は学校の自分の席で、藤本ふじもとに肩を揺らされていた。

「なんだ、おまえかよ」

「誰だったらよかったんだよ」

　携帯を確認すると、柊木家から帰った翌日、月曜日の昼休憩の時間だ。

　夢……じゃないんだよな、あれは……。

「顔色悪いぞ？　大丈夫か？」

「大丈夫。すぐ元に戻ると思う」

　席を立って、世界史資料室へとむかう。

「今日までの延長線にあるのが、あれなんだよなぁ」

　中に入ると、柊木ちゃんが待ってくれていた。

　なんかホッとして涙が出そうになる。

「え？　あれ!?　誠治君、どうしたの？　迷子になった犬みたいな顔してるけど」

「ちょっと、色々とあって」

　よしよし、と柊木ちゃんが抱きしめてくれた。

「大丈夫ですよー？　あたしはここにいるからねー？」

　まるで子供扱いだった。

　黙ってぎゅっとされている俺も俺なんだけど。

「春香さん、俺に何か不満とか、言いたいことってない？」

「えっ？　……ある……けど、まだこれはもうちょっと心の準備をしてからじゃないと……」

「あるんだったら、教えてほしい」

「い、今はダメ……内緒。誠治君が悪いとか、あたしが悪いとか、そういう話でもないから」

　なんか曖昧あいまいだな。

　コレか？

　別れの原因になる何かは。

　訊いても教えてくれなかったので、その心の準備とやらができるまで、待つことにした。
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◆柊木春香◆




　土曜日の夜、誠治せいじ君が帰ったあとに夏海なつみがやってきた。

「春ちゃん、はろー」

「はろー。……何でこんな時間に？」

「まあ、いいからいいから」

　てくてく、と我が家のように部屋に入って、ソファに座った夏海。

　来るときは、いつも昼間なのに。

　どうしたんだろう。

「空あき巣すくんがいるときは、さすがにウチも空気読むっていうか。帰る空き巣くん、キスマークだらけだったじゃん。お邪魔しちゃうでしょー？」

「確かに、そうだね」

「否定ひていされないとそれはそれで傷つくなぁー」

　この前、誠治君に不満があるかどうか訊かれたけど、不満なんて本当に全然ない。

　ただ、ちょっと引っかかることがあるだけで。

「今日は何？　お母さんとケンカでもした？」

　学祭にむけて、教師たちもそれぞれ役割があって、雑務がいつも以上に増えたから、今日は一人でゆっくりお風呂ふろにでも入ってリフレッシュしようと思ってたのに。

「そう邪険にしないでよー。悲しくなるじゃん。ウチもさ、ママに言われてハッと思ったわけだよ」

「何が？」

「『事』のことだよ」

「……あ、あれね……誠治君と『仲良く』したかどうか訊かれたやつ」

「そそ。ウチもあんまり詳しく知らないからさ、具体的なことは。だから、春ちゃんと一緒に勉強しようと思って」

　勉強？

　ごそごそ、と夏海は背負ってきたリュックを漁あさる。

　いつも手ぶらで来るのに、今日はおかしいなって思ったら、そういうことか。

「驚かないでね」

　ぺい、っと雑誌らしきものを夏海はソファに適当に置いた。

　表紙に、裸？　の、女の人……？

　綺麗きれいな女の人が、流し目でこっちを見ていた。

　おっぱいが普通に出てる。

　……美術の資料??

「ナニコレ」

「驚く以前に、表紙を見てわからないとは。春ちゃん、なかなかの鈍感っぷり。めくってみてよ」

「……？」

　ぺらり、と表紙をめくると、表紙にいた女の人が、いやらしいポーズをしながら、いやらしいことをしていた。


「っっっっっっ!?」



　なななななななな、なにこれっ!?

　と、と、とってもエッチ!?

「あははは。顔真まっ赤か」


「な、な、な、夏海～～～～！　何で、何で、こんなものっ」



「だから、勉強だって言ったじゃん」

「べ、勉強ぉ？　あたしをからかおうとしたんじゃなくて？」

　じろーと半目をしながら夏海を見ると、ケラケラ笑っていたのをやめた。

「だってさ、本当はスケベ心満点の春ちゃんは、そういうことをやりたくても、どうしていいかわかんないわけでしょ？」

「ちょ、ちょっと待ってっ！　スケベ心満点じゃないし！　ほんの、ほぉ～～んのちょっとくらいはあるけど、満点じゃないから」

　人差し指と親指で、ほんのちょっとを表してみる。

「んもう、何点でもいいよ。空き巣くんとイイコトしたいはずなのに、何をしていいのかわかんないわけじゃん。もう、何がわからないかもわからない状態でしょ？」

　う。確かに……。

　けど、それを肯定すると、妹に見透かされているみたいでなんか恥ずかしい……。

「だから吉永よしながさんに選んでもらったよ？」

「吉永さんに!?　ナンデ!?」

「こういう、砕くだけた話ができるのってあの人くらいだから」

「今度、どんな顔して会えばいいの……」

「結婚するまでナシって鉄の掟を決めてる手前、本当はそろそろいいかなー？　って思ってても、空き巣くんにそう宣言してるから、余計にイイコトしにくくなっちゃってるんでしょ？」

　何でわかるの。

「べ、別に」

「ラスボスのママにすら確認されてるから、さらに春ちゃん側のハードルは下がったのに、あれこれ空き巣くんに言っちゃったから、微妙に切り出しにくいんでしょ？　それで春ちゃんが困ってるだろうと思って、来たんだよ」

　ここまで見透かされると、もう恥ずかしいを通り越して、よくそんなにわかるなー、って思っちゃう。

　冷蔵庫から缶ビールを出して、グビッと一気に呑のむ。

　コン、とテーブルに缶をおいて、ソファに深く座った。

「い、いいでしょう。柊木ひいらぎ春香はるか、尋常じんじょうに、お勉強いたします」

「お、目が据すわってきた。その調子その調子」

　ぺら、ぺら。

「わわわ、春ちゃん、これ、スゴイね……っ」


「ぅぅぅ……」



　ぺら。

「うわ、こんなことを……。わわわ……刺激がすごい」

「もううううう……何であたしたちこんなことしてるの……？」

　ぺら。
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「ほら、これなんて、ムチって感じで、超エロイ！　きっと空き巣くんも大喜びだよ」

「お、大喜び……？」

　扇情的なポーズの数々を繰り出すお姉さんを見て、クラクラしてきた。

「……なんか、春ちゃんにセクハラしているみたいで楽しくなってきた」

「楽しまないでっ」

　大喜びのポーズって、こんな感じ……？

　夏海にバレないように、そっと両脇りょうわきを締めて胸を寄せてみる。

　我ながら、た、谷間が、すごいことに……。

「うはっ、さりげなく実践しようとしてる！」

「っ!?　ち、ちちちち、違うから！」

「違うくないよ。それでいいんだよ」

　何だかんだ、あたしを煽あおっている夏海も顔が赤い。

「ね、ねえ、これなんだけど……どうしておっぱいを口に入れるの？」

「オトコは、おっぱいを吸いたいんだって」

「こ、これ吸ってるんだ……どうして吸うの？　出ないよ？」

「そ、それは、ウチも、わかんない……」

　勉強会になってない!?

「要は、空き巣くんに直接、えっちなことしていい、って伝えるのができないから、誘うわけでしょ？」

「うん」

　……あれ？　こっちのほうがハードルが高いような。

「エロボディなんだから、ちょっと迫れば、ガブッと食いついてくるよ」

「そ、そうなんだ!?」

「た、たぶんね。おっぱいをさりげなく、当ててみるとか」

「それはたまーにやる」

「やってるの!?　ハレンチ！」

「だって、誠治君の反応が可愛かわいいから……つい」

　あわあわ、と夏海は口をパクパクさせる。

「す、スケベだ！」

「それ以上のことはしてないから！」

「それが本当なら、空き巣くんは鋼はがねの精神を持っていることになるね」

「嫌だ、ダメだって言っても、その……ちょこっと強引ごういんに、来られるほうが、あたしは理想なの……えへへ」

　お酒の勢いもあって、妄想をちょっと口にしてしまった。

　けど、夏海は冷たい目をしている。

「ほら出たー。そんなこと言ってるから処女をこじらせるんでしょー？」

「こじらせてないし！」

　あ、そうだ。

　理想のシーンは、実は漫画から着想を得たものだった。

　寝室に入って、棚から夏海に勧めてもらった漫画を持って戻る。

「これ、ウチがこの前面白おもしろいって言ったやつ！」

「そう。このシーン！　よくない？」

　それを開いて見せると、夏海はうなずいた。

「うん……キュンとするね。……え、付箋ふせん貼はってるの……？」

「うん！」


「わぁぁぁ……わかりやすくこじらせてる……空き巣くんも大変だぁ……真面目まじめ過ぎてちょっと引いたかも……」



「あ、明日、誠治君、来るから、こんなことになっちゃったりして────」

「はいはい、どうどう。落ち着いて。そんなことにならなかったから、今こうしてるんでしょうが。お風呂で一緒に作戦考えよ？」

　こうして、夏海と一緒にお風呂に入って、明日の作戦を練ることにした。
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　じゃあ、今日は頑張ってねー。と夏海なつみは言って、午前中のうちにあたしの家から去っていった。

　今日はバイトの日らしくて、そのまま出勤するんだとか。

「……」

　昨日の夜のことは、今思うとかなり恥ずかしい……。

　お酒が入ったときの勢いとはいえ、なんであんなことしてたんだろう。

　あとそれと、どうして経験ゼロの夏海にあれこれアドバイスされないといけないの。

　昨晩散らかしたリビングを片付けていると、誠治せいじ君がやってきた。

「こんにちはー？」

「いらっしゃーい。上がって上がって」

　うぃーす、と適当な返事をして、誠治君はいつものようにソファに座った。

　誠治君を見るだけで、お風呂ふろでの夏海との会話が思い出される。

『いいおっぱいしてるんだから、それでちょーっとソノ気にさせたら一発だよ、たぶん』

　いいおっぱいって……夏海はおじさんみたいなことを言った。

　チラ、と誠治君を見ると、くわぁぁ、と大きなあくびをしている。

「どうしたの？　眠い？」

「あ、うん。ちょっと夜遅くまで、紗菜さなのゲームに付き合わされて……」

「仲いいね、相変わらず」

「そう？　春香はるかさんとこも、夏海ちゃんと仲いいでしょ？」

「まあ、そうかな？」

　仲がいいというか、ほとんど友達感覚だ。

　でも、友達感覚過ぎてあれこれ明あけ透すけに言い過ぎだけど、夏海は。

『春ちゃんのエロ乳で、空あき巣すくんをソノ気にさせちゃおう作戦！』

　まんまだった。

　そもそもお互い経験ゼロなんだから、建設的な意見なんてほとんど出なかったんだけど。

　だから、ちょっとだけ今日は胸元むなもとが強調される服を着ているのです！

　けど誠治君はとくに気づいた様子もなく、眠そうな目でテレビをぼんやりと見ていた。

　二人分のコーヒーを淹いれて、テーブルに置くと、隣に座って腕を組む。

「……」

　そっと腕に胸を当ててみる。


　……………………。



　……リアクションがない……。

　誠治君がこの前ガン見してたちょっとエッチなブラつけてる日なのに。

「コーヒー、あたしが飲ませてあげようか？」

「うん……？」

　さっきよりも声が眠そう。

「口移しで」

「ふうん……」

　あ、これダメだ。

　眠過ぎて、どうでもいいってなってるやつだ。

　いつもななら、

『何で口移しなんだよ！　自分で飲めるわ！』

　とか、半ギレでツッコミを入れてくるのに。

「春香さんがふーふーしてあげる」

「うん……」

　誠治君のマグカップを持って、ふーふーと息を吹きかける。

　目をショボショボさせている誠治君。

　目蓋まぶたが超重そう。

　でも、なんだかちょっと可愛かわいい……。

　三秒くらい目をつむって、思い出したように目を開けている。

「ゲームし過ぎはダメだよ？」

「うん……」

「あたしのこと、好き？」


「うん………………」



「世界で一番愛してる？」


「…………う…………ん……」



「誠治君は、お姉さんタイプと妹タイプなら、どっちが好き？」


「…………うん……」



　むうう……。

　意識が朦朧もうろうとしている状態みたい。

　せっかくあれこれ作戦立てたのに。

　ていっても、実際それを実行する勇気があるかは別なんだけど。

「……？　あれ、ついに寝ちゃった？」

　つんつん、とほっぺを触ってみる。

　まるで反応がない。

「あ、そうだ。誠治君が寝てる今なら誘惑しても恥ずかしくないかも」

　起きているとさすがにちょっと恥ずかしいから、今のうちに練習しておこう。

「ちょっとはだけさせて……」

　脇わきを締めてむにゅっと谷間を見せる。

　そして、上目遣うわめづかいで名前を呼びます。

「誠治君……？」

　当然のごとく、誠治君は寝ているので反応はない。

「うんうん。これ、いい練習になる」

　次は、シャツを半脱ぎ状態にして、肩を見せながら顎あごを引きます。

「それで、手を口元に持っていって……儚はかなげな目をして……」

　昨日、打合せした通りにやってみる。

『これはちょっとアザと過ぎない？』

『それくらいがいいんだよ。とくに空き巣くんは、春ちゃんが敷いた強固な防衛ラインがあるから、やり過ぎくらいがちょうどいいんだよ』

　とか言ってたけど、もう、解禁でーす！　ってぱっと言っちゃうほうがいいような気がしてきた。

「けど、それはそれで、あたしが……その……エッチなこと、したがってるみたいで……恥ずかしい……」

　そう思われるのもなんかヤだ。

　間違ってなくはないような……そんな気もしなくもないけど。

　結局参考にしたのは、写真グラビアのポーズだった。

　夏海が持ってきたエッチな本はエッチ過ぎて、途中で直視できなくなった。

　二人とも。

「起きてないよね、誠治君？」

　訊いても意味ないと思いつつ、念のため確認しておく。

「反応なし。よしよし。じゃあ今度は……」

　誠治君のむかいに座って、ゆっくりとシャツを脱ぎ、ぱさり、と落とす。

　下に着ていたキャミソールも同じようにして脱いでいった。

　上は下着だけになった。

　むふふ。あたしこんな格好してるのに、誠治君起きてない。

　……寝ている彼氏の前で、ゆっくり服を脱いでムフフって笑う女……。


「…………あたしって、もしかして変態なのでは？？」



　ぶんぶん、と首を振る。

　我に返ったらたぶん負ける。

　何に負けるかは知らないけど。

　どうせ誰だれも見てないんだからおっけー、おっけー♪

『その次は、四つん這ばいになって、女豹めひょうのポーズ！』

『なんで豹？』

『しなやかな感じがするからだよ！』

　しなやかな感じというのが、どれほどの効力があるのか謎なぞだけど、とりあえず打合せした通りにやっていく。

『春ちゃん、その次は鳴くんだよ。女豹』

『ニャー！』

『女豹はニャーなんて鳴かないよ！』

『えー？　だって、猫科の動物でしょ？？』

『肉食獣はそんな可愛い鳴き方しないよ。ガオーだよガオー』

　ううん。やっぱりガオーは納得いかない。

「にゃーん」

　彼氏の前で、ほぼ半裸で、にゃーんって鳴いているあたしって……。

　ぶんぶんぶん、とまた首を振る。

　我に返ったら負け、我に返ったら負け、我に返ったら負け。

　よちよち、と四つん這いで近寄っていく。

　次が最後。

　頑張れ、あたし。

　ソファの背にもたれて完全に寝ている誠治君に、向かい合うようにして誠治君をまたぐ。


『空き巣くんも、ママッーーーー！　って言って春ちゃんのおっぱいに顔を埋めて頰ほおずりするかも』



『誠治君はそんな気持ち悪いこと言わないからっ』

　落ち着きのある紳士なんだから、誠治君は。

　夏海はなんにもわかってないんだから。

「よ、よし……！」

　手を背中に回し、ブラのホックをプツっと外す。

　ど、どうしよう。

　寝ているとはいえ、目の前で上半身裸になっちゃった。

　でも、ここまで来たら乗りかかった船だ。

　予定通り、最後までこなそう……！

　そおっとおっぱいを誠治君の顔に近づけて、

「えい、えい」

　ぽよん、ぽよん。

　胸を顔に当ててみる。

「起きてないよね……？」

　今度はぎゅっと押しつけてみる。

　むにゅう。

「──も、もう無理。もう無理。服着よう」

　ぱっと誠治君の上からどいて、あたしは脱いだものを順番に着ていった。

　予定したミッションはコンプリートしたわけだし。

　時計は、もう一二時前。

「お昼ご飯の準備しよう」

　何を作ろうか、冷蔵庫の材料を思い浮かべながらキッチンへとむかった。




◆真田誠治◆





　…………な、なんだったんだ。あれ。



　なんだったんだ、あれ（二回目）。


　なんなんですか、あれーーーーー!?



　夢かと思ったら、そうじゃないらしい。

　にゃーんって声が聞こえて薄うすら目を開けたら、下着姿の柊木ひいらぎちゃんがこっちにむかってきていた。

　あ、夢だ。

　って思った。

　でも、そうじゃなかった。

　夢のような時間だった。

　あれを思い出すだけでソファから立ち上がれない。

　……柊木ちゃん、変態なのか……？

　俺おれが寝ていると思ってたみたいだから、何も訊かないでおこう。
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　日曜日のあれから、柊木ひいらぎちゃんは何もなかったかのように、俺おれに接してきた。

　本当に、あれは何だったんだろうな……。

「兄さん？　話を聞いて」

　肘ひじでつんつんと突かれて、俺は我に返った。

　朝の通学路で、歩いている生徒たちがこっちを見ていた。

「おまえがでかい声出すから、みんなこっち見てるじゃねえか」

「兄さんが、サナの話を無視してるからでしょ」

「ああ、学祭の出し物な？」

「聞いてるなら反応しなさいよ」

　うちのクラスは、学祭に懸かける想おもいというやつはそれほどなく、簡単な喫茶店きっさてんをやることに落ち着いていた。

　段ボールであれこれ作る手間もないし、非常にお手軽。

　やってきた客に注文を聞いて、あとは出すだけ。

　シンプルイズベストなお店になりそうだ。

　軽食のメニューは、ホットケーキのみ。

　それを作る人は、まあシフト交代制で回すらしいし、自分のクラスよりも学祭全体を楽しみたいっていうやつがクラスメイトの大半を占めていた。

「喫茶店～？　つまんないの」

「いいんだよ。二年は、はじめてでもないし、最後でもないから、力の抜き具合が上手うまいんだよ」

　……柊木ちゃんの昨日の様子も気になるし、未来の状態も気になる。

　このまま行くと、俺は柊木ちゃんじゃなくて夏海ちゃんとくっついてしまう。

　ＨＲＧ社での立ち回りか、それとも今この高二で何かする必要があるのか……。

「うううんんん……」

「昨日から唸うなりっぱなしね。あ、昨日のお昼、ちびっ子が来てたわよ？」

「ちびっ子？　ああ、怜れいちゃんか」

　あれ……？

　そういや、怜ちゃんは俺が童貞って言ってたな。

　間違ってはないんだけど。

　……？

「サナのクラス、お化け屋敷をすることになったの」

「へえ。あ、そう」

　思ったけど、兄妹きょうだい並んで登校って、恥ずかしいことなのでは？

「サナ、嫌だったんだけどお化け役……やることになったの」

「へえ。あ、そう」

「女の人の幽霊役、やるの」

「へえ。あ、そう」

　そういうの、何が何でも拒否しそうなのに。

「サナは、嫌だっていったのに、推薦多数により、可決……」

「数の暴力か……」

　何だかんだ、こいつもクラスに馴染なじんでるんじゃないか。

　推薦されるってことは、それなりにみんなに慕われているってことだし。

「体育祭のときも応援されてたもんな」

「あ、あれは、ちょっとしたイジりっていうか……みんな、サナのことイジって面白おもしろがってるのよ」

　本格的なボッチや陰キャラは、あんなふうに『サナたん、可愛かわいいー！』とか『サナたん、足細ーい！』とか、そんなイジられ方しないし。

「……よかったな？」

「穏やかな生ぬるい目でこっち見ないで」

　そういや、前回高二のときは、紗菜さなが幽霊役なんてやることもなかったっけ。

「頑張れよ。時間あったら、見に行ってやらんこともないぞ」

「兄さんのくせに、偉そう」

　出番がない間は、家庭科部のカレー屋を手伝うんだろうけど、紗菜は忙しい学祭になりそうだ。

　紗菜と昇降口で別れると、ざわざわ、と後ろがざわついた。

「子供？」

「可愛い～」

「小学生だ」

「誰だれかの妹？」

　もしやと思って振り返ると、黄色い安全帽に赤いランドセルを背負った怜ちゃんがいた。

「せんぱ～い！」

　みんなの視線が俺へとむけられるのがわかった。

　ランドセルを揺らしながら、こっちへと走ってくる。

「ボク、ボク、先輩のお弁当作ってきました！」

「あ、ああ……ありがとう……」

　ハンカチで包まれた弁当をずいっと押しつけてくる怜ちゃん。

「先輩の好きな、ハンバーグも入ってるから！」

　一〇歳の小四だけど、中身はハタチなんだよなぁ。

　グイグイくるなぁ……。

　それで、この前戻った現代で怜ちゃんは、俺の愛人志望だった。

　ここだと周りの目が気になる。

「怜ちゃん、ちょっとこっちに」

「？」

　手招きして、俺は人けのない校舎裏までやってくる。

　確認したいことがあった。

　石段に座って、何をどう言えばいいか考える。

「どうしたんです、先輩？」

　きょとん、と首をかしげる怜ちゃん。

　幼女パワー恐るべし……。

　仕草ひとつひとつが妙に可愛く見える……！

「この前、俺は一旦いったん現代に帰って、またこっちに戻ってきたんだ」

「へっ？　そんなことができるんです？」

「できるってわけじゃないけど、たまにそういうことが起きるんだ。それで、その未来では、俺は職場ではリーダーで、ご令嬢の夏海なつみお嬢様と付き合ってた」

「そうですね」

　これは、怜ちゃんの知っている現代と一緒、か。

「でも俺は真田さなだじゃなくて、柊木誠治になっていたんだ」

「名字が変わってる……。ということは、正式に婿むこ入りが決まった……？」

「そういうことなのかな」

　てことは、怜ちゃんは、俺が今柊木ちゃん……姉のご令嬢と付き合ってるってことは知らないのか。

「怜ちゃん、俺のことを童貞って言ってたでしょ？」

「違うんです？」

「違わなくないんだけど、未来では、すでに経験しているパターンもあるんだ」

「うううん??　でも、職場の人たちにそれをイジられてましたよ？」

　イジられてるの？　童貞を？

　悲し過ぎる……。

「先輩、元気出してくださいっ！」

「あ、うん。ありがとう」

　柊木ちゃんと上手くいくと、俺はどこかのタイミングでご経験なさる。でも、会社ではこれといった出世はしない。

　柊木ちゃんと上手くいかなくなると、未経験のまま、俺は夏海ちゃんと付き合って柊木の人間になる。会社ではほんのちょっと出世する。

　直近の未来では後者のルート。

　柊木ちゃんとは、高三になるまでに別れるらしい。

　今は一〇月半ば。学校は学祭にむけて準備をしているところ。

「あと半年もないのか」

　どの未来にも共通するのは、会社の業績がヤバみ深いってところだ。

「先輩、ボクにできることがあったら、何でも言ってくださいね？」

　幼女の背後から後光ごこうが差しているように見えた。

「恋愛相談からエッチな相談まで、何でも受付中だから！」

「恋愛相談……」

　そっか。

　怜ちゃん、これでもハタチの今どき女子だ。

　この手のことは、得意だろう。

　柊木ちゃんの不可解な行動を、妹の夏海ちゃんに相談するのも気が引ける。

　それこそ、夏海ちゃんも引くかもしれないし。

「あのお、実はですね……」

　遅刻するけど、そんなのお構いなしで、俺は昨日起きたありのままを話した。

「えっ……」

「ビックリするでしょ？」

「先輩、先生と付き合ってるんですっっ!?」

「そこかよ」

　まあ、言ってないなら驚くか。


「先生は、エッチな人…………!?」



「そういう人じゃないのに……俺が寝てるからか、大胆だいたんなことをしてて……」

「そういう性癖？」

「そうじゃないと思いたい」

　本当は夢でした、ってほうがまだ納得できる。

「それは、先輩、猛烈なアピールですよ」

「アピール？」

「エッチなことがしたいにゃーん♪っていう。ボクの経験上、間違いなくそうっ」


「…………っ？」



　柊木ちゃんは、エッチなことが、したい……？

「先輩の、真顔。面白い……プフフ」

「でも、ダメって言ったのはむこうなのに」

　あの日はそういう気分だったってだけなのか？

「ボクはよくわかんないですけどね」

　興味がないわけじゃない、っていうのは、本人も認めていたし。




　……柊木ちゃんは、エッチなことが、したい──。




　って気分のときもあるらしい。
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「……さーちゃん、頑張っているみたい」

　放課後の部活の時間。

　奏多かなたが指定席にいない誰だれかさんの話をする。

　クラスの出し物の準備をする人は、残ってそれを手伝うし、部活に行く人はそうするので、放課後は各々おのおの自由に活動をしていた。

「幽霊役だろ？」

　クラスのほうを手伝うことも選択肢にあったけど、俺おれにこれといった作業はないので、こうして家庭科室で奏多としゃべっていた。

　相変わらず、ピコピコ、カチカチ、と携帯ゲーム機の画面とにらめっこしている奏多。

「……誠治せいじ君、当日は見に行ってあげて」

「え？　まあ、いいけど……」

「……かなり嫌だったみたいだけど、たぶん、見てもらいたいって気持ちもあるから」

「だから、頑張っている、と？」

　こくん、と奏多は顎あごを引いた。

　幽霊役で見てもらいたいっていうのもどうかと思うけどな。

「奏多、ゲーム好き？」

「……誠治君、愚問」

　まあ、だよな。今目の前でやってるわけだし。

「将来的に、今の携帯が進化して、半分ゲーム機みたいなスペックを持ったとして……」

「……何の話？」

「ゲームの将来の話。携帯ゲーム機でやっているのと遜色そんしょくないゲームが、携帯でできるようになるんだ」

「……可能性の話でしょ」

　この時代ではな。

「……携帯でゲームなら、今のやつでもできるけど、それ以上の？」

「可能性の話だけどな。……そういうタイプのゲーム、作れたら面白おもしろそうじゃない？」


「…………」



　じいっと懐かない野良猫のらねこみたいに俺を見て、また手元に視線を戻した。

「……面白い、かも、ね……」

　俺は紗菜さなからふわっと聞いてる。

　奏多の進路。

　ゲームのプログラムやグラフィック、その他諸々もろもろの学科がある専門学校だった。

　何科に行きたいのかまでは知らないけど。

　前、趣味と仕事は違う、ってもっともなことを言われた気がするけど、それはきちんと考えているからこそのセリフだったんだろう。

「おまたせー」

　のんびりした声で、柊木ひいらぎちゃんが入ってきた。

「材料、いっぱいあるから、先生の車で買い出しに行こう」

　家庭科部の出店でカレーを出すのに、やりたいと言い出した紗菜が今忙しそうなので、俺たちでやっておこうという話になったのだ。

　さすがに、柊木ちゃんに丸ごと押しつけるわけにはいかないしな。

「遅くなるかもだから、学校には帰らずに二人を送っていくよー？」

　とのことなので、俺と奏多は荷物を持って昇降口を出る。すぐに柊木ちゃんが車を回してきてくれた。

　助手席に乗ろうと思っていると、奏多が座ってしまった。

　まあ、いいか。

　仕方なく俺は後部座席に乗り込む。

「……この助手席……」

「井伊いいさん、どうかした？」


「…………先生、彼氏、いる？」




「っっっっっ!?」



　柊木ちゃん、動揺し過ぎ。

「イナイよ」

　目がグルグルになってるぞ。大丈夫か。

「……そう。助手席……シートの位置がずいぶん後ろだったから。推定、身長一七〇センチから一八〇センチくらいの人が、座ったのかなって」

　探偵かよ！　俺、一七五センチだよ。ビンゴだ、おめでとう。

「お、お父さんが、この前、座ったからかナー？」

「……あ、なるほど」

　それ以上の質問はなく、俺も柊木ちゃんもほっと胸を撫なで下ろした。

　材料の買い出しっていっても、量が量だ。

　スーパーで買うわけにもいかないだろうし……どうする気なんだ？

「ジャガイモ、タマネギをたくさん売ってくれる農家さんがいて、ニンジンも別の農家さんのところまで行くよー。そこで買い付けます」

　もう、業者みたいだな。

　柊木ちゃん曰いわく、スーパーで箱買いするより、こっちのほうが安いとか。

　カレーを一日二〇〇食限定で、それを学祭土日の二日分。

　柊木ちゃんメモには、ジャガイモもタマネギもニンジンも、個数じゃなくて、単位がキロでメモしてあった。

　……柊木ちゃんの手作りを売りにすれば、倍の値段で転売されそうだ。




　車で二〇分ほどのところにある一軒目の農家さんの自宅を訪ね、挨拶あいさつをする。

「ああ、用意できてるよ」

　と、倉庫らしき場所へ案内されて、ケースにいっぱいのジャガイモとタマネギを買った。

　そんな調子で二軒目の農家さんのところへ行き、ニンジンも買い付けた。

　元々、柊木ちゃんは俺を連れていく予定だったんだろう。

　女子が持ち運ぶにはちょっと重い。

　トランクと後部座席の半分は、材料でいっぱいになった。

　そのあとは、奏多を家まで送り、車内は俺たちだけになった。

　柊木ちゃんとの会話が途切れると、怜れいちゃんが言ってたことが脳裏のうりをよぎる。




『それは、先輩、猛烈なアピールですよ』




　俺んちの方角へハンドルを切った柊木ちゃんに、訊いてみることにした。

「春香はるかさん」

「んー？　どうかした？」

　この前の日曜日、俺が本当は起きていたなんて夢にも思ってないんだろうな。

「春香さんは、エッチなこと、したいって……思ったり、する？」


「えっっっっっ!?　な、な、なんで!?　ど、どうして、いきなり……」



　すごい動揺っぷりだ。

「ああああ、前、前見て！」

　蛇行だこうしまくりで反対車線にこんにちは。

　かと思ったら、ガードレールすれすれを攻めるコーナリングを見せた。

「と、止まって、死ぬ……」

「そ、そうだね……」

　端に寄せて停車した。

　ほとんど車も人も通らないから大丈夫だろう。

「どうしてそんなこと訊くの？」

「……何かで、女の人も性欲があるっていう話だったから」

「あ、書いてあった！」

　……書いてあった？　何読んだんだ？

　おほん、と何かを誤魔化ごまかすように柊木ちゃんは咳払せきばらいをした。

「人間の三大欲求だからね。あるよ、そりゃ。ちょっとくらいは」

　運転席と後部座席だから、顔は見えないけど耳が赤いのはわかる。

「抵抗は……？」

「ない、かな……たぶん……。そ、そ、そのときは……不束ふつつか者ながら、頑張らせていただきます……」

　首をすくめて、柊木ちゃんが精いっぱいの勇気を振り絞ったのがわかった。

　やっぱり、愛理あいりさんに『事』を済ませたのかどうか、訊かれたのに触発されたんだろう。

　俺たちのペースでいいって言ったものの、柊木ちゃんがもしオッケーなら、躊躇ためらうことはもう何もなくなる。

「俺も、頑張らせていただきます」

　ぷふっと柊木ちゃんが笑った。

「とか言って、慣れてるふうだったら、あたし、泣いちゃうかも……」

　ちらっとこっちを見て唇を尖とがらせた。

「イメージトレーニングはしてるから」

　ふふっとまた柊木ちゃんは笑った。

　よかった。

　シリアスな雰囲気が和なごんだ。

　ドアを開けて、柊木ちゃんが後部座席にやってくる。

　荷物があるのでぎゅうぎゅうだった。

　西日が差す後部座席で、キスをする。

　キスの気持ちよさに頭の奥がじいんと痺しびれる。

　目をつむってても、お互いの吐息が絡からまる感覚ははっきりとあった。

　変な会話をしたせいか、柊木ちゃんは今日はすごく積極的で熱心なキスをした。

「誠治君は、自分たちのペースでいいって言ってくれたけど……」

「うん」

　見つめ合うとやっぱり可愛かわいい柊木ちゃんに、俺は少し照れた。

　夕日とは違う色で頰ほおを染めながら、柊木ちゃんがうつむく。





「あたしは…………そろそろ……い、いいかなって……、お、思ってる、から……」



「あ、やっぱり？」

「やっぱりって何？」

　何でもない、と俺は首を振る。

「あたしも……その、心の準備があるから……近日中ってわけにはいかないけど……」

「お、オッケーって、こと……？」





「～～～～～っ……」






　ふんふん、と柊木ちゃんが目を伏せたまま二度うなずいた。

「そ、そのときは、よろしくね？」

「こ、こちらこそ、よろしくお願いします」

　条件付きだけど、こうして俺は、ついに柊木ちゃんからオッケーをもらった。
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　学祭当日。

　昨日は授業はなくなり、一日かけて、どのクラスも部活も今日にむけて仕上げをしていた。

　登校して出欠を取ったあとは自由行動。

　俺おれは真っ先に家庭科室へとむかった。

　近づいていくほどに、カレーのいいにおいが漂ってきていた。

　中を覗のぞくと、柊木ひいらぎちゃんと紗菜さな、奏多かなたがピリついた雰囲気を出している。

「……どうかした？」

　三人の前には、炊き出し用の大鍋がそれぞれある。

「……今、誰だれのカレーが一番売れるか、勝負しようって決めたところ」

　淡々と奏多が説明をしてくれた。

「面白おもしろそうだな」

　ただ売るよりは、こっちのほうが頑張るかいもありそうだ。

　それで昨日紗菜は家に帰ってくるのが遅かったのか。

　で、登校するのも、俺よりずいぶん早かった。

　昨日、紗菜以外の三人は、買い付けた材料の下処理に追われていた。

　皮剝むき工場かってくらい、ジャガイモの皮を剝いた。

　途中からクラスのほうは大丈夫になったらしく、紗菜も合流して、調理を進めていたのだ。

「じゃあ、材料はほぼ一緒で、ルーや他ほかをどうアレンジしたかって勝負か」

「真田さなだ君、見ててね。あたしのカレーが一番早く売れるから」

　相変わらず、料理勝負となると大人げなく、ガチで勝ちに行こうとする柊木ちゃんだった。

　鍋を覗いてみると、市販のルーのような色合いだけど少しスパイシーな香りがする。

　カレーってひと口に言っても、種類は豊富だからなぁ。

　奏多の鍋は、尖とがった個性がよくわかる、薄い黄色をしたカレーだった。

　ぱっと見えるパプリカで、何かわかった。

「タイカレーか」

「……正解。昨日、予算の範囲で材料を買い足した」

　なるほど。

　文字通り、一味違うってわけか。

「……」

「……な、何よ」

　鍋をかき混ぜながら紗菜が見返してくる。

「まあ、売れなくても、へこむなよな？　それが現実だけど……うん。ドンマイ！」

「へこむのを想定して励ますのやめてっ。バカっ」

　だって……。

　いつぞやもそうだったけど、紗菜のは調理実習で作るような、市販のルーをぶち込んだだけの量産型無個性カレー。

　腹減ってたらそりゃ美味うまいだろうけど……。

　二人に比べると、見劣りは間違いなし。

　それと、俺が見てない間に、紗菜がカレーに何か入れたかもしれん。

　その時点で、危険度はマックス……。

「サナがお化け屋敷でいない間は、兄さんがこのカレーのお世話をするのよ」

「は？　なんで俺が」

「だってこれ、真田家の味なんだもの」

「おまえが作ったもんを真田家の代表にすんな。やめてくれ」

「こうしてれば大丈夫って……昨日アドバイザーが」

「母さんをアドバイザーって呼ぶのはヤメロ」

「甘口と中辛ちゅうからを七対三にしてるから、間違いないわ！　甘口いっぱいだから、お砂糖いっぱい入っていると思うし」

　……甘口ってそういう甘いじゃないからね？

　ルーの中に砂糖が入ってるわけじゃないからね？

　そもそも……カレーに砂糖いっぱい入ってたら美味おいしい、っていう思考回路がヤバイ。

　まあ市販のルーは優秀だからな。

　二人より、成功はしないし失敗もしない。

　思考停止マンにはうってつけってわけだ。

　家庭科室の窓からはグラウンドが見え、そこでは体育祭でも使われた簡易テントが設営されている。校庭もそうなんだろう。

「具材やルーがちょっと変わっているけど、値段はどうする？　一律設定か、それぞれ決めるか」

　ううん、と三人が考える。

「先生は、商売しているわけじゃないから、多少赤字になってもいいかなって思うんだけど」

　材料費は、部費から出てるもんな。

「……赤字は、悔くやしいから、利益りえき出るようにしたい」

「サナもカナちゃんに同意するわ」

　ご飯も入れて、一杯四〇〇円で食べられるように設定していたはずだ。

　それで多少黒字になる。

「先生は、売れ残ったら悲しいし、四〇〇円で」

「堅実だね、先生は」

「えへへ。でしょ」

　それから悩んだ末に、奏多が決めた。

「……私は、五〇〇円。パプリカや、ココナッツミルクが……」

　お高かったわけですね。

　けど、タイカレーがこの値段なら安いと思うぞ。

　奏多のことだから、普通に美味いんだろうし。

「ふふ。みんなチキったわね？」

　どどん、と胸を張る貧乳少女。

　チキったんじゃねえよ、現実を見てるんだよ。

「サナは、六〇〇円！　真田家のカレーは、それくらい美味しいもんっ」

「どこから来たその自信」

「適正価格よ、適正価格。サナが大事に作ったんだから」


「下処理と火を通すところまでやったのは俺なんですけどねぇぇぇぇ？」



　紗菜がやったことと言えば、ルーを入れるだけ（他におかしなアレンジしてなかったら）。

　……カレー作りの一番いいところ取りやがって。

「真田家の恥をさらすのはもうやめて……」

　売れ残って、みんなが同情して買ってくれる様が思い浮かぶ。

　おおよそ二〇〇食を三人だから、一人だいたい六五食ちょっと。

　順調に行けば、二、三時間でなくなるだろう。

「一〇時半から準備して、一一時スタート。なくなり次第、明日の分を作るってことにしようか」

　俺が提案するとみんな異論はなかった。

　カレー用の紙皿とスプーンを用意して、炊きあがったご飯を確認。

　お釣り用の金もよし、と。

　学祭のプログラム表には、出展する店とその場所が書いてあった。

　わたあめに、フランクフルト、イカ焼きなどなど。お祭りの定番が並んでいる。

　女子はわからんが、男子は安くて量が多いものがいいに決まっている。

　しかも、最強の広告塔である柊木ちゃんがいる。

　しかも手作り。

「これは……荒れるな……」

　ベテラン漁師が海を見つめるように、俺は遠い目をしながらグラウンドを見た。

「サナ、一時からお化け当番だから、そのあとは、兄さんに託すわ……！」

「とんでもねえバトンを受け取っちまうわけだ」

「真田家の意地を見せるわよ！」

「俺とおまえをチーム単位でくくるのはやめてくれ」

　そうこうしているうちに、時計は一〇時を回った。

　店を準備するため、俺たちはカレー屋一式の道具を運ぶ。

　保温用にある三つのガスコンロの上に大鍋をどしんと乗せた。

「うわ……めっちゃいいにおい……！」

「どこの部活？」

「家庭科部……柊木先生のカレーが、食える……？」

　まばらにうろうろしていた生徒たちが、こっちに注目をしていた。

「もうちょっと待っててね♪　一一時からはじめるからー！」

　柊木ちゃんが言うと、周囲にいた全男子が一斉に狙ねらいを定めたのがわかった。

　柊木ちゃんを中心に、右が奏多、左が紗菜という陣容。

　俺は裏方で、お会計とご飯入れる係。

　三人は、カレー鍋の前で注文を受けてカレーを入れて渡す。

　これで忙しくても回るはずだ。

　紙に俺がそれぞれのＰＲを書いて、長机の前に張り出した。

『柊木先生の手作りカレー　四〇〇円』

『今日はちょっと刺激的に！　タイカレー　五〇〇円』

『１Ｅ真田紗菜、頑張って作ったカレー　六〇〇円』

　よし、こんなもんか。

　柊木ちゃんが一番早くなくなるだろうなぁ。

　右から順に、美味しそう、美味しそう、地雷感ハンパねえ──のラインナップでお送りします。

「ちょっと兄さん！」

　さっそく妹様から苦情が入った。

　頑張って作ったカレーだもんな。調理実習かよって──。

「真田家のカレーってちゃんと書いて！」

「真田家のカレーにどれほどのパワーあると思ってんだ、おまえ」

　ていうかそこかよ。

　三人が、ガスコンロに火を入れ、カレーを温めはじめた。

　においっていうのは、やっぱり強烈な宣伝になるらしく、足を止める生徒がたくさんいた。

「おーい、真田ー？」

　藤本ふじもとがやってきた。

「何だよ、この忙しいときに」

「柊木ちゃんと紗菜ちゃんのカレー食えるの、ここ？」

「まあな」

「クラスの喫茶店きっさてん、一応おまえ当番あるらしいから、二時に戻って来いってさ」

　へいへい、と俺は返事をしておく。けど、藤本が立ち去らない。

「……真田、おまえ、どうせ一人だろ……？　終わったら回ろうぜ」

　キラリ、と白い歯を覗かせ、親指を立てる藤本。

　前回の高二の学祭、こいつと二個一にこいちだったもんなぁ……。

　手を繫つないで歩くカップルを見て、ため息をつくだけの学祭……。

　悲しき学祭。

「すまんな。ボッチマン。あいにく、先約がある」

　柊木ちゃんとは歩けないけど、俺には秘密兵器がある。

「くッ……真田のくせに」

「じゃあな。一人でシコシコとクラスの当番に励むんだな。それで、ボッチっていうのを勘づかれないために、みんなの当番を代わってあげる『便利で無害ないい人』ポジションに収まっているがいい」


「くそォ……くそォ……！　オレがやろうとしてることを先回りして言うんじゃねぇぇぇぇぇええ！」



　涙をちょちょ切らしながら藤本が走り去っていった。

　そんな理由で藤本がそうするかと思うと、俺はもう……もう……笑いを堪こらえられない……。

　ごそごそ、と荷物の中から、柊木ちゃんが頭巾とエプロンを取りだした。

「じゃじゃーん。先生、この日のために用意してましたっ。みんな、おそろなの。いいでしょー？」

　エプロンや頭巾があるとお店の店員感があっていい。

　けど、じゃじゃーんって……。

　柊木ちゃん、その擬音、昭和感があるぞ……。

「……うん、いい感じ」

「サナも嫌いじゃないかも」

　俺の分もあって、みんなが装備を整える。

　なんか、チームみたいな一体感があっていい。

　もうカレー鍋を置いた向こう側には、生徒たちが列を作っていた。

「一一時だ。はじめよう」
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　家庭科部のカレー屋が開店を迎えると、一斉に客が押し寄せてきた。

「柊木ひいらぎちゃんカレーください！」

「はぁーい。ありがとうね」

「あ、はい……」

　柊木ちゃんスマイルと接客に、男子はドギマギしている。

　さすが……破壊力抜群の母性だ。

　俺おれは、適量のごはんをよそって、金を受け取って、会計用の箱に入れる。

　これを繰り返すだけ。

　柊木ちゃんのカレーは思った通り、順調な売れ行きだった。

「タイカレーください」

「……はい。毎度」

　柊木ちゃんの列に並ばず、真っ先に奏多かなたのほうへやってくる客もいた。

　ちょっと変わったカレーが食べたいって層は一定数いるもんで、それを総取りにしているようだ。

　まあ、普通のカレーなんて、家に帰れば母親が作ってくれるだろうしな。

　そういうことだぞ、紗菜さな。

　俺たちが忙しそうにしている間、紗菜はずっとそわそわしていた。


「あ、お客さん、サナのカレーに…………あ、違った……」



　ちらっと自分を見られると、ビクンとして、去っていくと小さなため息をこぼす紗菜。

　ご飯よそったりお会計をしたりで忙しい俺を、紗菜が振り返った。

「兄さん、どうしよう……真田さなだ家のカレーが、売れない……」

「真田家のカレーじゃなくて、おまえのカレーな？」

　ちらっと顔を見ると、半泣きだった。

「だから言っただろ。高いし、個性がないから他ほかに行くって」

「だって、美味おいしいもん……このカレー」

　親バカってやつだな、これ。

　八割くらいは俺が作ったんだけどな？

「はあ……ったく……しょうがねえな。そういや、腹減ってたわ。一杯くれよ」

　六〇〇円を会計用の箱に入れる。

　ご飯をよそって、紗菜に渡す。

　手が空いたときにでも食ってやるか。

　……胃腸薬、持ってきてないけど、大丈夫かな。

「兄さんがはじめてのお客さんだなんて……。とんだシスコン。妹の手作りカレー食べた過ぎて呆あきれる」

「るせえよ」

　ルーをよそって、スプーンを差してこっちに戻してくれる。


「…………ありがと……」



　小声だけど、お礼を言われた。

　柊木ちゃんと奏多の客を捌さばきつつ、合間を見つけて紗菜のカレーをひと口食べてみる。

　ああ、うん。

　家でよく食べる味。ちょっと甘口寄りだけど。

　まあ……美味うまいかって訊かれると、普通って答えちゃうな。

「……誠治せいじ君」

　奏多に呼ばれて、不思議に思って用件を目で尋ねると、奏多は視線を紗菜に送っていた。


「……（ちらっ）…………（ちらっ）」



　紗菜が俺のほうをチラ見していた。

　感想待ってる──！

　めちゃくちゃ待ってる──！

「ああ、まあ、甘口だけど美味いよ」

「ふっ、ふぅ～ん？　こんな甘口がいいなんて、兄さんも子供舌じゃない」

　そう調整したおまえが言うんじゃねえよ。

「ふふふ。紗菜ちゃん、嬉うれしそう」

「……うん、嬉しそう」

「────う、嬉しくないからっ」

　むうっと小さく頰ほおを膨らませた紗菜。

「お、やってる。やってる。はろー。紗菜ちゃん」

　夏海なつみちゃん、登場である。

「あ、なっちゃん……」

「ひとつちょうだい？」

「あ、うんっ……兄さん！　ひとつ！　早く！」

「へいへい。……夏海ちゃん、先生のじゃなくていいの？　タイカレーとかもあるよ？」

「なんで他の勧めるのっ！　サナのカレーが食べたくて仕方ないんだからいいじゃない！」

「そこまで言ってねえだろ」

「春ちゃんのもタイカレーも、美味しいとは思うけど、一番面白おもしろそうなのは、紗菜ちゃんのだから」

　確かにそうだな。

「サナのが、一番……!?」

　紗菜が目を輝かせた。

　何トキメいてるか知らんけど、評価項目、味じゃなくて面白さだからな？

　お代をもらって、紗菜が夏海ちゃんにカレーを渡す。

「サンキュー。じゃあ空あき巣すくん、またあとでね！」

　手を振って夏海ちゃんが去っていく。

　俺が呼んだ秘密兵器、夏海ちゃん。

　柊木ちゃんと二人で歩くのはアウト。

　でも、夏海ちゃんを混じらせれば、他校の女子を案内している感が出る……！

　完璧かんぺきな計画だ。

　順調に売れ続ける柊木ちゃんと奏多のカレー。

　お昼どきというのもあり、輪をかけて忙しくなった。

「サナたん、来たよー？」

「先生のカレー、すっごい売れてるじゃん」

「……い、いらっしゃい……」

　紗菜と同じクラスの女子が二人やってきた。

「うちらのクラスのお化け屋敷、超好評みたい！　だから、お化け、気合入れてね！」

「う、うん……頑張る……」

　クラスの知り合い女子二人がカレーを受け取り去っていくと、今度は男子がやってきた。

　運動部っぽい雰囲気の爽さわやか男子だ。

「これ、真田さんが作ったの？」


「う、うん…………」



「五つちょうだい。友達とかに、代わりに売りつけてくるから」

　おお、いいやつ！

　他の鍋に比べてすんげー余ってるからな！

　売りつけるってのは感心しないけど、ありがたいのは確かだ。


「…………そ、そんなこと、しなくても……サナのカレー、売れるし…………」



　その男子を見もせずに、ボソボソと言う紗菜。

　素直にありがとうでいいだろうに。

　男子は爽やかに笑って、「じゃあひとつ」と言った。

「じゃあ……うん。ひとつだけ……」

　え、何これ。甘酸っぱい系の何か？

　兄さん、ちょっと見てられないんですけど！

　隣の柊木ちゃんも勘づき、ニヨニヨしていた。

「兄さん、何ニヤついてるのっ！　早くして！」


　はぁぁぁぁぁ、青春ですなぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。



　その男子がどこかへ行くと、別の男子も紗菜のところへやってきた。

　いつぞや藤本ふじもとが言っていたけど、本当に紗菜はモテるらしい。

　けどそれを最後に、紗菜のカレーを買う人は途絶えた。

「完売っ♪」

　予想通り、柊木ちゃんがフィニッシュ。

　まだ一二時半だ。

「……あと何杯分だろう……五杯くらい？」

　鍋をかき混ぜながら、奏多が言う。

　こっちも、もうすぐだった。

「ううっ……余ってる……」

　紗菜カレーがダントツの不人気だった。

「真田家のカレーが……」

　呆然ぼうぜんとして、灰になりそうだった。

　真田家のカレーをどこまで過信してんだ。

「何か、いい手はないかなぁ……」

「……安くする」

　まあ、手っ取り早い方法がそれだな。

　六〇〇円から割り引いて四〇〇円に設定した。

　けど、ピークを逃のがしたこともあり、それでも客足はまばらだった。

「しょうがねえな」

　俺は携帯で藤本に連絡する。

「今いい？」

『なんだよ。オレと一緒に学祭回る気にでもなったか？』

　さらっと無視しておく。

「そっちのメニューに、カレーって増やせる？」

　奥の手──出前。

　うちのクラスは喫茶店きっさてんだし、喫茶店にカレーがあってもおかしくはない。

　それに学祭期間中だと、腰を落ち着けて物が食べられる場所ってのは、結構限られるのだ。

『ちなみに、誰だれの？』「紗菜の」『チャンサナのか』「四五〇円で、五〇円はそっちの売上に入れてくれたらいい。味は、まあ普通だ」『オッケー。ちょっと待って』

　聞いていた紗菜がポコポコと叩たたき出した。

「何よ、普通って！　照れ隠ししてないで、ちゃんと本音を言いなさいよっ」

　悪いな！　こっちが本音なんだよ！

「ふふーん？　さては、妹が作ったカレーを美味しいって評価するのが恥ずかしかったんでしょー？　ふふふ、ツンデレ、乙」

「違うわ、バカちん」

　ガサゴソ、と受話器から物音がすると、「とりあえず五つ注文が入ったから持って来てくれ」と藤本が言った。

「いいのか？」

『ああ、大丈夫らしい。メニュー増やしたら、すぐに注文入ったって』

　俺が身振り手振りでそのことをみんなに伝えると、紗菜の表情がぱあああっと明るくなった。

「サナ、持ってく！」

　自分で五人前を準備してお盆に乗せて、意気揚々ようようと歩き出した。

　その後、紗菜カレーは店と出前でチマチマ売れ続け、二時頃ごろには完売となった。
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「完売できてよかったぁ」

　はぁー、と柊木ひいらぎちゃんが長いため息をついた。

　もうお化け当番でいなくなった紗菜さなにこのことをメールしてやると、


『真田さなだカレーの勝利っっっっ！！！！』



　って返信があった。

　いや、人気では余裕で負けてんだよ。

　すべてのカレーが終わったので、家庭科部の出店は『完売御礼』の紙を貼はりだして閉店。

　明日は、今日のカレーを食べたリピーターや、その評判を聞いた人がやってくるだろうから、今日以上に客足は増えるかもしれない。

「ごめん、俺おれ、クラスの当番で行かないと」

「行ってらっしゃい」

「……先生と、私で、片付けやっとく」

　俺の当番は、二時からの二時間。

　夏海なつみちゃんと柊木ちゃんと合流してあとは遊ぶだけ。

「ごめん、ありがとう！」

　そう言い残して、俺は２Ｂの教室へむかった。







　繁盛していたカレー屋帰りの俺からすれば、喫茶店きっさてんの客を捌さばくことは容易で、テキパキと指示を出しながら店を回していった。

「真田君って店長経験ありのスタッフ？」

「言った通りにするだけで、すごいスムーズになったよ！　ありがとう♪」

　ホットケーキを焼く係の女子二人（どっちも可愛かわいい）に感謝された。

「そんなことないよ。ホットケーキ焼くのも上手だったし、俺だったら焦こがしてると思うから」

　軽い冗談を言うと、女子たちがくすっと笑う。

　そうしていると、ガッと後ろから強く肩を摑つかまれた。


「真田くぅぅぅん……女子と何楽しそうにしゃべってるのかなぁぁぁぁぁ？」



　青春野郎絶対殺すマンの藤本ふじもとが目を血走らせていた。

「よぉ、オーダーを二、三回ミスった藤本君、ご機嫌よう」

「はう……」


　しゅぅぅぅぅうううん、と藤本が小さくなっていった。



「その節は、ご迷惑をおかけしてしまい……真田様のナイスなフォローのお陰で事なきを得ることができまして……」

　おい、キャラ変わってんぞ。

　まあ、そこまで大したミスでもないから大丈夫だったんだけど。

　教室の時計はもう四時にさしかかっていた。

　うちの学祭は少し遅く、夕方六時までとなっている。

　あと二時間。

　喫茶店用につけていたエプロンを外すと、ひょこっと夏海ちゃんが顔を覗のぞかせた。

「あ、いたいた。もう上がりでしょ？　行こー？」

「うん。すぐ行く」

　俺が出ていこうとすると、ぎゅっと腕を摑まれた。

「おまえ……あれ、なんだ……？」

　青春野郎絶対殺すマンの藤本が目を血走らせていた。

　元気になってよかったよ。

「あれ、おまえ、他校の女子じゃねえのか……？　おま、おま、おま、まさか……浮気うわき……？」

　え──？

「な、なんだよ、浮気って……」

　やっぱこいつ、あのこと、知ってんのか？

「オレという親友がいながら……他校の女子に、浮気……！」

　一回死んでくれ。


「だからオレとは回れねえっつったのか……？　説明を、説明をしろ……真田ぁぁぁぁ……」



　このまま行くと化けて出そうだな、こいつ。生霊いきりょうとして。

「柊木ちゃんの妹で、学祭案内してほしいって言われてんだよ」

「許さん……オレはこうして教室で客を捌いているだけなのに……おまえは……女子と二人で学祭を……」

「藤本、あと二時間だ。ここを耐え凌しのげば、おまえは『当番をサボッた人もいる中、みんなの分も頑張った真面目まじめで誠実なモブキャラ』って認識になるぞ？」

「結局モブなのかよ」

「【誰だれとも学祭一緒に回ることができなかった暇人】っていう称号つきで」

「変なモン足すんじゃねえ」

　俺が一緒に学祭を見て回らないパターンだとこうなるのか。

「大丈夫だ、二人きりじゃないから」

　そう言うと、噴き出ていた藤本の邪気がなくなった。

「グッドラック、真田」

「お、おう」

「ここは、オレに任せておまえは先に行け……！」


　ふ────藤本ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ──！



「……いや、てかおまえは、ここ以外行くところが」

「言うな」

「ここ以外行くところがねえだけだろ」

「言うなってばぁぁ！」

　あとを藤本と他ほかの女子に任せて教室を出ていく。

　そこには、美人姉妹しまいが待っていた。

「真田君、お疲れ様」

　柊木ちゃんがにっこりと微笑んだ。

「空あき巣すくん、ウチら待ったんだよ？　いこいこ」

　夏海ちゃんが俺の腕を引っ張って歩き出した。

「どこ行くんだよ？」

「決まってるじゃん。紗菜ちゃんのお化け屋敷」

「さっきから三回くらい行ってるんだよ？」

　くすくす、と柊木ちゃんは笑う。

「春ちゃんがビビりだから、全然ついて来ないんだよー？」

「そんなことないから。び、ビビってないから」

　あ、ビビってる人のセリフだ。

「空き巣くんと一緒ならいいって言うからさ」

「そ、それは言わなくていいでしょっ」

　恥ずかしそうに顔を赤くする柊木ちゃんを見て、夏海ちゃんがケラケラと笑う。

　そういや、遊園地デートはしたことなかったっけ。

　俺もお化け屋敷は苦手だ。

　カレーのことを訊くと、片付けも明日の準備も終わって、あとは紗菜の分だけらしい。

　一般的な作り方だし、材料に火を通すところまでやってあげたそうだ。

　ほんと、手際いいな。柊木ちゃんと奏多かなたの二人は。

　紗菜のお化け屋敷にやってくると、誰も並んでいなかったのですぐに入れそうだった。

『ルール。一人じゃなかったら、その人と手を繫つないでください』

　見た瞬間、光の速さで柊木ちゃんが俺と手をシュバッと繫いだ。

「じゃあ、ウチが反対側。ニシシ。両手に花だね、空き巣くん」

「せい……真田君、絶対離さないでね……？　絶対だよ、絶対」

　これはダチョウの方の、あれかな？


「絶対、絶対、ぜぇぇぇぇぇぇったい、離さないでね……？」



　夏海ちゃんをチラっと見ると、『やれ』って顎あごをくいくい動かしていた。

　顔に『そのほうが面白おもしろそう』って書いてある。

　何でこんなに姉妹で性格が違うんだ。

　ビビりまくりで半泣きだったので、繫いでおくことにしておいた。

　あとで夏海ちゃんにブーブー文句言われそうだけど。

　けど、こういうルールがあれば、室内では公然と柊木ちゃんと手を繫げるわけだ。

　ちょっと気になるあの子と急接近的な演出か……憎いことするな、この野郎。

「じゃあ行こう」

　中は、結構きちんと作ってあって、真っ暗で、ときどき笹の葉が視界を遮さえぎった。

　うっすらとお経が聞こえている……。

　な、なんだよ、これ、ちょっと緊張する……。

「空き巣くん、早く行ってよ」

「ま、ま、ま、待てよ。待てってば」

「空き巣くんもビビりじゃん」

「う、うっさいわ。び、ビビッてないわ」

「あ、ビビってる人のセリフだ」

　柊木ちゃんはというと、ぎゅっと目をつむって、俺の腕にしがみついていた。

「ま、まだ？　もう外出た？」

　おぱーいが……柊木ちゃんのおぱーいが当たってます……。

　腕に神経が集中していると、青白いライトがパッと灯ともり、そこには生首が────。

「ほわぁあ!?」

「ななな、何ぃぃぃいいい!?」

　って、なんだよ、美容室とかにある首から上のマネキンか……。

　十分怖いんだけど……っ。

「誠治せいじ君、大丈夫っ？」

「うん、大丈夫……」

　真田君呼びじゃなくなってる。ま、いいか。

　まだ、ぎゅむっと柊木ちゃんは目をつむっていた。

　最後尾で夏海ちゃんは、俺たちのビビりぶりを、手を叩たたいてきゃっきゃと笑っていた。

「はあー。楽し。待ったかいがあった」

　それはもう恍惚こうこつの笑みだった。

「ほんと、イイ性格してるよ」

「ありがと」

　褒めてねえんだよ。

「あの、先生、おっぱいが、当たってる……」

「い、いいっ。今はいいっ。緊急事態だからっ」

　もう、気にしていられないレベルらしい。

　右腕に柊木ちゃんのおっぱいの圧を感じながら、俺たちは前へと進む。
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　お化け屋敷の暗さにも慣れはじめ、俺おれはどうにか落ち着きを取り戻した。

「よ、よく見れば、や、安っぽいところあるし……ダンボールが見えちゃったりしてるから」

「空あき巣すくん、そういうのは一生懸命作った人に失礼だよー？」

　そ、そうだけど、人が……っていうか高一のボーイ＆ガールが作ったってきちんと認識したいんです。

「ずっと目をつむっている人も、作った人に失礼だと思うけどさ」

　シシシ、と夏海なつみちゃんは柊木ひいらぎちゃんを見て笑う。

「お家帰る……」

　もう柊木ちゃんのメンタルはボロボロだった。

「帰ってお布団ふとんの中入る……」

　プルプル、と生まれたての小鹿のように震えている柊木ちゃん。

　これは、俺が守らねば……！

　足下に薄うっすらと見える矢印に従って進んでいると、ぴちゃ、ぴちゃ、という足音が追いかけてきた。

「え、何？　だ、誰だれ？　何か来たよ、夏海ちゃん！」


「何か来たねっ！！！」



　めっちゃワクワクしてる……。

『実はこれは～』とか言ってネタバレさせるかと思ったら、全然しない！

　何でこういうところは律儀りちぎなんだよ！

　離れようと足を急がせると、


「ぎにゃぁぁぁぁぁぁぁぁああああああ!?」



　柊木ちゃんが化け猫みたいな大声で悲鳴を上げた。

「うおおわあああ!?　え、何!?」

　そ、その悲鳴にびっくりしたわ……！

　すると、首筋がひんやりとした何かに撫なでられた。

「ふおおおわぁああああん!?」

　心臓が口から出るかと思った。柊木ちゃんが悲鳴を上げたのはこれか──。

　耳元で、囁ささやくような声がする。

　人間の……女の声だ。

「……し、ま、か……。知り……んか……」

　何何何何何何!?

「……私の頭……知りませんか？」

　チラっと振り返ると、白い服を着た女が立っていた。血みたいなものが飛び散った服で、首から上がなかった。


「────────っっっっっっっ!?!?!?!?」



　ゆっくりと俺へ手を伸ばしてくる。

「私の……頭……知りませんか……」

「し、しりましぇん……」

　俺、涙目だった。

　何でないの？　頭。特殊メイクですか!?


「…………さ、て……。探……して……」



「無理無理。無理無理。だって顔知らねえからっっ！　早く先に……ゴールがそこに────って扉開いてねえしっ！」

　ガチャガチャやっても鍵かぎがかかっている。

　あ、そういうアレですか謎なぞ解き要素ありのやつでしたか（震え声）。

「何？　何の話？　まだ出られないのっ??」

　同じく柊木ちゃんも震え声だった。


「………………ッ！」



　首無し死体が、ガッと手を摑つかんで俺と柊木ちゃんを離そうとする。

　思いのほか、柊木ちゃんが俺を摑む力が強く、全然離れなかった。


「ッ……！」



「今ガッてされたよ、何で？　何??」

　柊木ちゃんは超パニック状態。

　夏海ちゃんは、ひまわりの種を詰め込んだハムスターみたいに、口をパンパンにして笑いを堪こらえている。

　あ。わかった。あれか！　あれだな？　首無し女、そうなんだな？

「ちょっと先生、戻るよ」

「何で戻るのっ!?　せっかくここまで来たのにっ……。な、夏海何とか言ってっ」

「くっ、ふふふ……ふふふ、や、やばい……わ、笑い死ぬ……」

　梃子てこでも動かない柊木ちゃんを引きずりながら、俺は通るときに見かけた頭だけのマネキンを持って、首無し女に渡した。

「これ！　これでいいの？」


「…………あ、りが、とう……」



　どういう仕掛けがあったのか、スッと首無し女は消えた。

「ててて、て、ていうかちゃんと自分で探せよっ！　すぐ後ろにあったからな！　おまえ！　灯台下暗しって言葉をあとでググれよな!!」
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　いなくなったので俺は超強気になった。

「空き巣くん……面とむかって言えないとか、ダサすぎてウケる……」

　う、う、うっさいわ。

　パチン、と音がしてそっちへ行くと、さっきは閉まっていた出口への扉が開いていた。

　外に出ると、当たり前だけど、そこは俺の知っている学校の校舎だった。

　知っている日常が帰ってきて、ほっと胸を撫で下ろした。

　柊木ちゃんは、ぺたんと座り込んだ。

「腰、抜けた……」

「大丈夫？」

「ううん……もうダメかも……」

　想像以上のダメージを負ってしまったらしい。

「はぁー楽しかった……ウチ、これを一生の思い出にして生きていける……」

「こいつ……！」

「途中から、お化けの素すの部分が見えて、もうほんと、笑い死ぬかと思ったよ」

　お化けの素の部分？

　……そういや、紗菜さなはどこにいたんだ……？

「何ポカンとしてるんだよー。紗菜ちゃんは、首無し女だったんだよ？」

「え、あれが？　紗菜？」

　マジかよ……。

　今日の我が家の食卓は、俺のビビリっぷりが話題に……！

　俺は頭を抱えた。

　兄の威厳が……！　保てない……!?

「なんてこった……」

「紗菜ちゃんに口止めされてたから、ウチも言わないでおこーって思って」

　次の客が入ったのか、中からは悲鳴が聞こえてくる。

　そのたびに、柊木ちゃんがビクンとしていた。

「もぉ、春ちゃんってばいい大人なのに腰抜かして」

「仕方ないでしょ。こういうの、慣れてないんだから……」

　涙目で柊木ちゃんがイジけた。

「先生、保健室行く？　ロクに動けないでしょ」

「うん……」

　人目があるのでおんぶはさすがにできず、反対側を夏海ちゃんに支えてもらいながら保健室へむかう。

　先生はいないらしく、中は学祭の喧騒けんそうから切り離されていて、しんとしていて静かだった。

　ベッドに柊木ちゃんを座らせる。

「ごめんね……。二人で楽しんできて？　ほら、あたしは明日もあるから」

　どうする？　と夏海ちゃんが目で尋ねてくる。

　前回の高二じゃあ、カップルを妬ねたみながら藤本ふじもとと行動をしていた。

　今回は、気心の知れた夏海ちゃんがお相手にいるし、ちゃんと学祭を楽しも────ん？　待てよ？

　前回のタイムリープ解除。未来で俺は夏海ちゃんとくっついていた。

　柊木ちゃんとは高三になるまでに別れていたって話だ。

　そうなったのは、そうなるという未来を知らないからで……。

「俺も疲れたから、保健室で休むことにしようかな」

「……空き巣くん……エロいことする気でしょ？」

「違うわ」

「そんな頑かたくなに否定ひていしなくても。シシシ。ママからはゴーサインが出てるのに」

「それはその、あれだから。本人たちのペースがあるから」

　はいはい、と適当に流した夏海ちゃんは、「紗菜ちゃんからかってくるー」とまたお化け屋敷へと戻るらしく、保健室を出ていった。

「いいの？　誠治せいじ君？」

「うん。カレーや喫茶店きっさてんで動きっぱなしだったから」

　疲れていたのは事実だ。

「そっか」

　口元を緩ゆるめた柊木ちゃんは、ちょっと嬉うれしそうだった。

「引いた……？　お化け屋敷」

「一貫して目をつむっているのには驚いたかな」

「行ったことなかったから……ホラー映画も見たことないし……」


　思い出したのか、うぅぅぅぅ……と柊木ちゃんは苦そうな顔で唸うなった。



　家でＤＶＤ見るときも、ホラーやサスペンスは選ばなかったもんな。

「付き合ってない男女二人で入ると、芽生えるかも、あれは」

「逆に幻滅しちゃうかもだけどね」

　自虐じぎゃくネタでフッと柊木ちゃんは陰のある笑みをする。

「してないよ、俺は。幻滅。一緒にいてくれて心強かった」

「ほんと？　あたしも、誠治君の腕は死んでも離さないつもりだったよ」

　頑丈で強固だったもんな、あれ。

「……本当に、あのときだけじゃなくて……一生、離さない……」

　ぎゅっと俺を抱きしめる柊木ちゃん。

　俺もそれに応こたえて、ぎゅっとした。

　ベッドのそばにあるカーテンを引いて、誰の目も届かないようにする。

　片腕で腰を抱いて、もう片手で手を繫つなぐ。

　吊つり橋ばし効果を存分に受けた俺たちは、抱き合って浅いキスから深いキスをしていく。

　学祭の疲れも忘れ、ずいぶん熱心に耽ふけった。
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◆真田紗菜◆




「ねーねー？　さっきぃ、お客さんが組んでる腕を解こうとしたじゃーん？　あれどうしてー？」

　暗がりの中でニヤニヤしているなっちゃん。

　……また来た……！

　これで何回目よ……！

　たぶん、なっちゃんが言っているのは、兄さんと先生となっちゃんの三人が入ってきたときのことだ。

「知らないっ。もう、真面目まじめに楽しむ気がないなら、出ていって」

「あー、ごめんごめん。そんなつもりはないんだよ」


「もぉ～～～～出てって！」



　兄さん、よりにもよって何で先生と……。

　あんなぎゅっとくっついて！

　お、お、おっぱい、ぶつけてた……！

　まあ、兄さんはそれどころじゃないくらいテンパってたからよかったけど。

　両肩を摑つかんで、なっちゃんを出口まで押していった。

　決められた回数ノックすると、教室後ろ側の扉の鍵かぎが開いた。

　こうすると、非常事態ってことで外の当番の人が開けてくれるのだ。

「紗菜さなちゃんさー？　いつまで当番してんの？　一時からだったんでしょ？　もう五時過ぎるよ？」

　廊下はいつの間にか暗くなっていて、照明が灯ともっていた。

　知らない人にネタバレしちゃうので、体育用のジャージを着て頭に被った黒い頭巾ずきんを取る。

　外にお客さんはほとんどおらず、なっちゃんがずっと出ては入っていきを繰り返しているだけだった。

「……当番の人が、サボってるから……それでサナが仕方なく……」

　本当は、兄さんと同じ四時に終わる予定だったのに。

　サナの代わりの子は、どうせ彼氏とイチャイチャしながら学祭を回ってるに決まってる……。

「ウチが交代したげようか？」

「え？」

「もう完コピしてるし。てか、あれなら女子じゃなくて男子でもいいと思うんだけどなー？」

　なっちゃん、性格は悪いのに実はイイ人??

「衣装の都合で、女子だけなの」

「なるほどね。ウチ、驚かすほうもやってみたかったんだ」

「えっと、じゃあ……お願いしていい？」

「うん。任せて」

　お化け屋敷内で裏方を担当している男子たちに事情を説明していく。

　その裏方たちも、何回もここをループしているなっちゃんのことは知っていたので、それなら、と事情を察してオッケーしてくれた。

「奏多かなたちゃん？　が、家庭科室にいるらしいよ」

　そういえばサナ、明日のカレー作ってない。

　暗がりでこっそりと衣装を脱いで、制服に着替える。

　衣装をなっちゃんに渡して着替えてもらった。

「うはっ。生ぬるい。紗菜ちゃんのニオイする」

「ちょっと！　黙って着替えなさいよっ」

　お嬢様学校に通ってて、先生の妹なのにキャラが全然違う。

　お嬢様然ぜんとしているよりは親しみやすくていいんだけど。

「お礼は、言っておく……ありがとう、なっちゃん」

「いいってことよー」

　じゃあね、と送り出され、廊下を歩いて家庭科室へとむかう。

　窓の外のグラウンドの出店のあたりは、等間隔に吊つるされたライトが光っていて、なんだか夜店みたいに見えた。

「兄さん……どこいるんだろう……？」

　歩きながら携帯を操作して、兄さんに電話をする。

「何か欲しいものあったら、買ってきてあげよっと」

　……別に兄さんのためとかじゃなくて、ついでだから。ついで。

　あとで、「ついでにタコ焼き頼めばよかったわー」とか言われるのもヤだから。

　コール音が鳴るのと同時に、近くで着信音が聞こえた。

「？」

　家庭科室の手前にある保健室からだった。

　さっきなっちゃんが、『春ちゃん、腰抜かして立てなくなったから保健室で休んでるよ』と言っていたのを思い出した。

　ブツッ、と呼び出し音が無理やり切断されて、中から聞こえた着信音も止んだ。

「……？」

　扉に手をかけて中に入ってみた。

「兄さん……？」

　しん、としていて人けはあまり感じない。

　携帯をここに置き忘れたのかしら……？

　だったら、回収しておかないと。

　三台あるベッドのひとつは、カーテンが閉められていた。

　兄さんがここにいるはずで……先生もここにいるはずで……。

　変な想像をしてしまい、ぶんぶんと頭を振った。

「兄さん、寝てるの？」

　シャッとカーテンを開けると、先生が横になっていた。

「あれ？　先生……」

　兄さんはどこに──。

「おい、何してんだ？」

「ふひゃあ!?」

　後ろからの声に思わず悲鳴が出た。

　振り返ると兄さんがいた。

「な、な、何よ、いきなりっ」

「先生は、お疲れだから寝てんの。オーライ？　昨日のカレーの仕込みや今日の出店もそうだし、先生の仕事もやってるんだ」

　……あれこれ理解があるのが、なんかヤだ。

「ふうん、あっそ」

　カーテンを閉めて、保健室の真ん中に置いてあるソファに座った。

「お化け役ずっとやってたんだってな」

「そうよ。兄さんのビビりっぷりったらなかったわ。あれでご飯三杯食べられるもん」

「なかなか上手だったからな、おまえ」

「────な、何よ急に……」

　普段は素っ気ないくせにぃ。

　ツンデレ兄さん。

「さっき電話かけてきただろ？　用があったんじゃないの？」

「……出店で何か買おうと思って。何か欲しい物あるかな、と思っただけよ」

「気が利きくな。今日は」

「別に……いつも利いてるし」

「そんじゃあ、先生寝てるし、行くか」

「え？　一緒に？　そ、そう……兄さんってば、とんだシスコン……妹と一緒に出店回ろうだなんて……前代未聞のシスコンね」

「シスコンじゃねえよ。なあ、紗菜……顔赤いぞ？」

「う、うるさいわよ──っ」

　保健室から出ようとする兄さんの隣に並ぶ。

　ふわっと、甘い香りがした。

「────」

　真田家で使っている物とは違う、シャンプーのにおい。

　カレー屋のとき、隣にいた先生と同じシャンプーのにおい。

　お化け屋敷でずっとくっついていたせい……？

　なんか、ヤだ。


「～～～～兄さん、ちょっと」



「なんだよ？」

　置いてあったファ○リーズを持って、シュッシュ、とかける。

「うぎゃあ!?　何すんだ!?」

「に、においをリセットしてあげてるだけよ！　感謝してっ」

「変なにおいはしてねえだろ」

「そ、それは……、か、カレーくさいのよ！　雑菌兄さん」

「誰だれが雑菌だ！　それならカレー鍋の前にいたおまえだってカレーくさいからな！」

　もうっ。ああ言えばこう言うっ。

「それを貸しなさい。兄さんがおまえを除菌してやろう」

「イーヤ。何が貸しなさい、よ。もう早く行って。お店締まっちゃうでしょ」

　なんなんだよ、と文句を言った兄さんは、ファ○リーズを諦あきらめて保健室を出ていった。

　サナもあとを追いかける。

「兄さん、何食べるの？」

「たこ焼きとかき氷」

「ふーん？　じゃ、サナもそれにしよっと」

　廊下には誰もいなかったので、するっと腕を絡からませた。

「……やめろよ、バカ」

「とか言って、嬉うれしいんでしょー？」

「嬉しくねえわ」

　振りほどこうとしたけど、それほど強くなかったので、外に出るまでの間、ずっとこうしていた。







◆柊木春香◆




　ベッドでキスに夢中になっていると、ピリリリ、ピリリリ、と誠治せいじ君の携帯が鳴った。

「紗菜かよ」

　ぴ、とボタンを押した誠治君とまた唇を重ねる。

「兄さん……？」

　その声に、あたしたちは現実に帰ってきた。

　声がした方角に耳を澄ませる。

「兄さん、寝てるの？」

　紗菜ちゃんが、保健室の中に入って来ちゃってるっ!?

　どどどどど、どうしよう!?

「春香はるかさんは横になってて」

「え？　うん、誠治君は……？」

「下に隠れて、タイミングを見計らって出ていく」

　さささ、とベッドの下に誠治君が隠れた。

　シャッとカーテンが開けられ、紗菜ちゃんが首をかしげているのがわかった。

「あれ？」

「おい、何してんだ？」

「ふひゃあ!?」

　いつの間にかベッド下から移動した誠治君。

　ナイス。

　それからは、二人の会話をベッドの上で聞いていた。

　超仲いい……やきもち焼けちゃう……。

「ドツンデレの紗菜ちゃん、侮あなどりがたし……」

　でも……あたしも、あんな妹欲しかったなぁ……。
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　二日目の学祭。

　登校すると、藤本ふじもとが話しかけてきた。

「おまえ、今日の放課後どうすんの？」

「何の話だよ？」

「有志の男女を募ってグラウンドでダンス踊るだろ」

　あー。片付けとかが終わった放課後にやるんだったな。

　誰だれもそのことを話題にしないから、すっかり忘れてた。

　ダンス……。

　柊木ひいらぎちゃんと……いや、無理だな。

　一瞬その絵が思い浮かんだけど、人目があり過ぎる。

　学祭シーズン中に『一緒にダンス踊ってください』って異性を誘うセリフは、男女を問わず告白の代名詞みたいなもんになる。

　だから、堂々と男女ペアで踊るってことは、カップルorカップルになった二人って認識されるはず。

　となると、ますます無理だ。

「ああ……。帰るよ。片付け終わったら」

「ふうん、そうなのか。ま、残っててもロクなことねえんだから、帰ろうぜ」

　俺おれの回答に満足した藤本は、バンバンと肩を叩たたいた。

　担任がやってきて出欠を取ると、あとは各々おのおの自由行動。

　喫茶店きっさてんの当番のやつは準備をするし、部活で何か店をやっているんならその準備、彼氏彼女と遊ぶやつはそうする。

　今日は、喫茶店の当番もなく、自由にできる時間も多かった。

　仕込みは、昨日あれからやったしな。

　家庭科室へやってくると、三人が揃そろっていた。

　一一時の開店に間に合うように、ご飯を炊たいておく。

　柊木ちゃんも奏多かなたも、同じカレーを昨日のうちに作って寝かしておいたようだ。

　今は鍋を温めて最終確認中。

「に、兄さん……今日は、お店終わったらどうするの？」

「どうするのって……昨日食べれなかったモン食って……体育館で演劇とかバンドやってたりするから、それ見ようかなーと」

「ふうんー？　サナも、見たいのあるから、一緒に見てあげる」

「？　別に一緒じゃなくてもよくね？」


「あっっっそっっっ！　じゃあ一人で見ればっっっ！」



　何を怒ってんだ。

　紗菜さなは、プンスプンス、と口をへの字にして鼻息を荒くしている。

　柊木ちゃんがくすくすと笑っていた。

「井伊いいさん、予定何かある？　今日は学祭、四時まででしょ？」

「……私は、ないです」

「よかった。じゃあ、みんなでお店回りましょう」

「せ、先生も……？」

「先生いたら、ダメかな？」

「別に……いいけど……」

　紗菜は複雑そうな顔で渋面じゅうめんを作っている。

「ふふふ。ありがとう、紗菜ちゃん」

「別に、お礼言われることじゃ……ないから……」

　夏海なつみちゃんは、今日は来ないらしく、家庭科部四人で学祭を楽しむことになった。

　皿やスプーン、その他備品の準備もでき、あとは家庭科部のスペースに道具を運ぶだけだ。

「今日もみんなで頑張っていこう──！　──おーっ♪」

　と楽しそうに柊木ちゃんが、一人で拳こぶしを掲げている。

「「「……」」」

　それを、俺たちは真顔で見ていた。

「どうしてやってくれないの！　おーって合わせてよ」

　三人の真顔に、柊木ちゃんは恥ずかしそうだった。

「先生、それ、最初に言ってくれないとできないから」

「え、あ、そっか。ご、ごめんね。先走っちゃって。えっと、では改めて……」

　まだ顔が赤い柊木ちゃんが、こほんと咳払せきばらいしてもう一度言った。

「今日もみんなで頑張っていこうー！」

「「「おー！」」」

　こうして二日目がはじまった。







　一一時から店をはじめるのに、開店前から腹ペコ高校生たちが早速さっそく列を作って並んだ。

　準備が早くできたこともあって、店を開けると、飛ぶようにカレーが売れていった。

　昨日のリピーター、その話を聞いた友達、列を見てなんとなく並んでみた人、色んな人がいた。


「真田さなだ家のカレーに死角なしッッッ！」



「うるせえよ」

　昨日よりも人気だったので、紗菜のテンションは上がりっぱなしだった。

　昨日と同じ味だったけど、柊木ちゃんや奏多かなたと同じように売れた。

　……やっぱり、値段と一緒に書いた言葉か？

『マイルド甘口カレー　ｂｙ１Ｅ真田紗菜　五〇〇円』

「昨日みたいな惨みじめな思いしなくてよかったな？」

「昨日は、兄さんが書いた紙が原因だったのよ。きっとそう」

　値段設定もあると思うけどな。

「辛からいのは苦手だけど、カレー食べたいって人はいるかと思って」

「真田君のその着眼点の勝利だね。食べたことないカレーって、辛いのが苦手な人からすると、ちょっと不安だし」

「……グッジョブ、お兄ちゃん」

　奏多からお兄ちゃんって言われると、なんかくすぐったいな。

　むかって左から、辛口、中辛、甘口……そんなふうに差別化が図れたのもよかったんだろう。

　開店から二時間も経たたずに、すべて完売。

　早々に店を閉めることとなった。

「大勝利っ！」

　目を輝かせながら、やたらと紗菜は嬉うれしそうだった。

「今度、サナが家で作ってあげるわ」

「わかった、わかった。どんだけ自信ついたんだよ」

『完売御礼』と書いた紙を貼はりだして、即座に家庭科室へと撤収作業を開始した。

「片付けの時間が四時から五時までだから、洗い物はそのときにしましょう」

　先生然ぜんとしたアナウンスで、柊木ちゃんは言う。

　まだ一時にもなってないから、結構な自由時間があった。

　予定通り、グラウンドや校庭の出店を回ることにした俺たち。


「…………」



　幽霊みたいな顔をしてフラフラしていた藤本が、仲間にしてほしそうにこっちを見ていたので、パーティに加えることにしてあげた。

「チャンサナ、今度何食べたい？　パイセンのオレが奢おごってやんよ！」

「え……別に……お小遣こづかいあるから、いいです……」

　元気になったノリノリの藤本は、紗菜の餌付えづけに失敗していた。

　もう完全に警戒されて、紗菜は俺を盾たてにするように後ろに隠れている。

「兄さん、あの人何？」

「隣の席の人だ」

「おい、親友って言え、親友って」

「『オレたち普段こんな感じで仲良くしてます』感が、鼻につくんだけど。やたら馴なれ馴れしいし」

　テンションの高い藤本は、家庭科部ではすこぶる不評だった。

「あっ、せんぱーいっ」

　ちょこちょこ、と人ごみを縫うようにして、怜れいちゃんが走ってきた。

「来ちゃいました」

「いらっしゃい」

「これからお昼？　ボクも一緒にいいですか」

「うん。いいぞ」

　こうして、ちびっ子タイムリーパーの怜ちゃんも仲間に加わった。

　わいわい、がやがや、と出店を回っていく俺たち。

　焼きそばやたこ焼きをみんなで分けたり、校内のクラスの展示物を見て回ったり、昨日は忙しかったけど今日は普通に楽しい。

「せんぱーい。ボクかき氷、食べたいです」

「お兄ちゃんが、買ってあげようか？」

　すかさず割って入ってきた藤本に、怜ちゃんが眉まゆをひそめた。

「いや、年下にお兄ちゃんとか言われても……。高二とかガキ過ぎるっていうか、別に奢られたくないんで」

　怜ちゃん、辛辣しんらつだった。

　そして、またしても藤本は餌付けに失敗した。

「さ、真田……真田……。小四ガールに、ガキって言われた……」

「ええっと、結構精神年齢上のほうだから、怜ちゃんは」

「ボクは、先輩みたいな落ち着きがあって仕事がデキる人がいいんです」

　腰に勢いよく怜ちゃんが抱きついてくる。

「同じ高二なのに……なんで真田だけ違うんだよ……」

「ドンマイ、藤本」

「あのねえ──」

　つかつか、と紗菜が歩み寄ってきた。

「この前からずううううううううっと思ってたけど、兄さんにベタベタ引っつかないで」

「いいじゃん。ボク、久しぶりに会ったのに。妹ちゃんはずっと一緒なんだから、ちょっとくらい先輩をレンタルしてよ」

「年上には敬語を使いなさい、小学生」

「だったら、その言葉、そっくりそのまま返すよ」

「先輩って言うのもやめなさいよ」

「ボクが先輩をどう呼ぼうが関係ないでしょ」

　むううううう、と二人が睨にらみ合あっている。

　柊木ちゃんはというと、そんな二人を微笑ましそうに眺めていた。

　争いは同じレベルの者同士でないと起きないっていう言葉が脳裏のうりをよぎった。

「やっぱり、精神的なレベルが別格なんだなぁ」

　俺たちパーティは、体育館へ移動し、演劇やら吹奏楽部の演奏やらを鑑賞していると、時間はすぐに四時になった。

「先輩、ボクまた来ますからー！」

「帰り、気をつけてな？」

「うん！」

　手を振って、怜ちゃんはお子ちゃま自転車を漕こいで去っていった。

「たまに家にも来るのよ、あのちびっ子。ストーカーよ、ストーカー」

　フン、と鼻で息をついた紗菜は、かなりご機嫌斜めだった。

　校内アナウンスで、学祭終了が宣言され、片付け、掃除の時間となった。

　それが終わると、教室に戻ってホームルーム。

「真田……ありがとう……こんなオレを、仲間に、入れてくれて……」

　戦士の最期さいごのセリフみたいなことを言う藤本は、今日ささやかに女子とふれあったことで、ずいぶん浄化されていた。

「女子って……尊い……」

「白藤本……」

　ホームルームが終わると、リア充じゅうのパーティことダンスがはじまる前に、白藤本は家へと帰っていった。

「さて。柊木ちゃんはどこいるんだろう」

　一応メールしてみたけど、反応はない。

　学校にいる間は、携帯を職員室の机に置いているからだろう。

　変なところで真面目まじめなんだから。

　保健室、家庭科室、と順に見て回ったけど、どこにもいない。

　紗菜からメールが来たけど、どうせ大したことじゃないだろう。

　世界史資料室へ行くと、愛しの彼女は、窓の外を眺めていた。

「見つけた」

「見つかっちゃった」

　てへっと可愛かわいく笑う柊木ちゃん。

　薄暗くなった外は、取り外されなかった照明が灯ともっている。

「何見てるの？」

「グラウンドに出てきた生徒たち。青春だなーと思って」

「紗菜に気を遣ってくれたみたいで、ありがとう」

　俺が言うと、きょとんと柊木ちゃんは首をかしげた。

「自由時間、みんなで回ろうって言ったでしょ？」

「あー。あれのこと。それは、ただあたしが仲良くしたかったからだよ」

　思えば、柊木ちゃんは、紗菜がやりたいって言ったことに対しては、積極的だった。

　学祭の出店もそうだし。

「なんか……誠治せいじ君の青春を独り占めしているみたいで、悪いなーって気もしなくもないんだ」

「俺は別にそれでいいけど」

　そもそも二回目だし。

「だったら、いいんだけど。あたしも高校生なら、こんなこと気にしなくてもよかったのに、と思ってたところ」

　外では、学祭の実行委員が拡声器を使ってダンスの案内をはじめた。

　スピーカーから、すこし雑な質の音楽が流れる。

「みんな、楽しそう」

「春香はるかさん、一緒に踊らない？　……踊りませんか……？」

　この誘い方、照れるな……。

「え？　ここで？　狭いよ？」

「い、いいんだよ。どうせ、俺たちしかいないんだし」

「あははは。いいよ。やろう。……踊り方わかる？」

「ちょっとだけ」

「じゃあ、リードはお任せしようかな」

　俺の隣へやってきた柊木ちゃんの手を握って、ステップを踏む。

「誠治君、上手上手」

「それはよかった、です……」

　柊木ちゃんの柔らかい手と、髪の毛のにおいに気を取られて、ごん、と腰を机の角にぶつけた。

「いだっ」

「だから狭いって言ったのに。……ふ、ふふ……あはは……」

「そんな笑わなくても」

　ごめんごめん、と柊木ちゃんは目尻めじりの涙を指先ですくった。

「誘ってくれてありがとう。嬉しかったよ？」

「どういたしまして」

　片手を離して、くるんとその場で回る柊木ちゃん。

「ここで一回、キスを挟みます」

「そうだっけ？」

「そういうことにしよ？」

　柊木ちゃんが勝手にアレンジしたせいで、約一分に一回ちゅっとキスする振付になった。

「ふふふふ、変なの……あははっ」

「変えた本人が言うなよ」

　柊木ちゃんに釣られて、俺も笑った。




　こうして、二度目の高二の学祭は、少々忙しかったけど充実した二日となった。
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「ううーん……」

　俺おれは頭を抱えていた。

　おなじみの現代。

　またまたタイムリープが解除されて、戻ってきていた。

　毎度毎度のことなので、朝目が覚めて「うわっ、タイムリープが解除（以下略）」のくだりは割愛する。

「先輩、どうしたんです？」

　コーヒーを淹いれてきてくれた怜れいちゃん（20歳）が俺のデスクの端に湯気が出ているカップを置いてくれた。

「ゆるふわガールの怜ちゃんだ……まだ愛人志望なの？」

「まだって……ずうーっとですっ。第一志望が愛人なら、誰だれとも被りませんし♡」

　いいのか、それで。

「あ、この感じ……もしかして、先輩、またタイムリープしてきたんですか？」

「よくわかったね、怜ちゃん」

　がやがや、と騒がしいフロアでする話でもないだろう、と俺はカップを持って怜ちゃんと室内を出ていき、会議室に行く。

　タイムリープのことを知っていて、先生と俺のことをフランクに相談できる唯一の存在が怜ちゃんだ。

「それで、何を唸うなってたんです？　ボクが、聞いてあげます」

「高二の学祭が終わって今朝けさ戻ったんだけど……」

　前回からの流れを俺は怜ちゃんに説明する。

「ふうむ……。ボクも先輩から先生と付き合ってるってことは聞きましたよ？　でも今は夏海なつみお嬢様と──」

「そうなんだよ……それなんだよ……だから悩んでるんだ」

　変わってなかった。

　俺は現代では、夏海ちゃんと付き合っていて、現在婚約者。我が名は柊木誠治ひいらぎせいじ。

　ＨＲＧ社の所属は前と一緒だけど、階級はひとつ上がっていて、フロアマネージャーという役職になっている。

　普通の会社でいうと、課長、もしくは課長補佐くらいだ。

　典型的な中間管理職。部下と上司の板挟み真っ最中。

「夏海お嬢様のことは、好きじゃないの？　潑剌はつらつで、デキる女って感じで、とっても社内でも評判いいんですよ？　ボクも、夏海お嬢様、好きだし」

「いや、ライクの好きではあるよ。どうなって夏海ちゃんと婚約関係になったのかは戻ってきた俺にはわからないけど……」

　学祭後の俺と柊木ちゃんの関係に大きな進展はなかった。

　ただ……俺との肉体関係についての本音は聞けた。

「それか……？　それなのか？　別れの原因」

　でも、学祭前の段階では、心の準備が、って言ってるからな……。難しいな……。これについては焦あせってもダメだし。

「先輩、しっかり。ＨＲＧの出世頭がしょぼくれちゃダメですよ！」

　ファイト♡　ファイト♡　と、怜ちゃんがどこから出したのか、ポンポンを振りながら応援してくれる。

　出社してから書類見たけど、業績はちょっと悪いくらい。緩ゆるやかに下降線を辿たどっている。

　前回と変化があるのは、俺の階級が上がったこと。それと業績がマシになったこと。

　前回はヤバみが深いらしかったから、それについては改善されたようだ。

「けどなー。柊木ちゃんと一緒じゃないと意味ないんだけど──」

　以前のタイムリープが解除されて柊木ちゃんと同棲どうせいしていたとき。あのときの俺たちの最初のセックスはいつだったんだろう。

　俺が大学生のときとか？

　そのときは、高二時点では絶対にダメって言われていて、それは不可侵なものだとして下心を抑え込んでいた。

　けど、あれから俺は過去を細かく変えてきている。

　それで、今の状態でそうしていると、高三までに別れる──。

「先輩、ウジウジしてると、童貞こじらせますよ？」

「う、うっさいわ」

「それはきっと、先生もそうだったんじゃないですか、こじらせてるの」

「え？　柊木ちゃんも？」

　二三、四歳で未経験は、別に珍しくないような……。

　でも、こくこく、と怜ちゃんはうなずいている。

「体のスキンシップがゼロだと、不安になっちゃうんです。本当に好きなのかな、とか。何で手を出さないんだろう、とか。そういうのがどんどん膨らんで、悪いほうに考えちゃうこともあるんですよ」

　イマドキ女子の怜ちゃん、さすがだな……。

「って、雑誌に書いてありました」

「雑誌かよ」

　けど、一理ある気がする。

「先輩の話からして、一応はオッケーってことになったんでしょ？　じゃ、心の準備がどうこうなんて関係なく、ガブっといっちゃえばいいんですよ」

「いいんですよって、言われてもな……」


「んもぉぉぉぉ！　だから先輩は童貞なんですよっ」



　むちゅううううううう、と怜ちゃんにキスされた。

「何で!?　何でいきなり!?」

　パニック！

　動揺しまくりの俺の目を、怜ちゃんがじっと見つめる。

「これくらい強引ごういんでちょうどいいんです。女の子からは難しいんだよ。とくに未経験ならなおさら」

　……そうなのか。

「もしダメだったら、ボクが慰めてあげます。だから、頑張って、先輩」

「慰めるっつっても、一〇年前の怜ちゃん、小四だからなぁ……」

「いいーんです、細かいことはどうでも！　中身はハタチだからセーフ！」

「アウトだろ」
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　くすっと怜ちゃんが笑うので、俺も釣られて笑った。

　お礼を言おうとすると、スマホが鳴った。夏海ちゃんからだ。

「もしもし」

『お疲れ様。企画、ようやく通ったよ！　ウチと空あき巣すく……誠治さんで何度も修正したあれ』

「あー……企画？　……って何？」


『えぇぇ……ちょっとぉ。とぼけないでよぅ。通信事業部の中に、モバイルコンテンツ課を作るってやつだよ』



「え、てことは……スマホゲームの部署作るの？　無謀じゃね？　ゲームナメ過ぎじゃね？」

『ふふ、それ、パパとかに言われたセリフまんまじゃん。それはまだ現実的じゃないから、一緒に企画修正したじゃん。で、最終的な目標はそれってことで、現状は、関連会社の買収。その話がまとまったでしょ』

　……なるほど。

　いきなり新事業立ち上げて、中途で技術者やらプロデューサーを雇うより、チーム丸ごと買っちゃおうってほうが、現場としてもやりやすいだろう。

　現代の俺は俺で、きちんと動いていたのか。よくやった俺。

　それがようやく現実になりつつあるんだな。

『その会社の情報も、メールで送っておいたから確認してね。ウチはあんまりゲーム知らないからわからないんだけど、前は有名だったみたいで、今は苦戦しているっぽい。これがまたちょっと面白おもしろいんだけどねぇ～。ふふふ』

「？　何がおかしいの？」

『今夜また詳しく話し合おうね』

　そう言って、夏海ちゃんは電話を切った。

　俺へのメールは、プライベート用のフリーメールに転送するようにしているようで、すぐに夏海ちゃんからのメールが転送されてきた。

『アクティ・ソフトワークスの子会社化について』

　高二以前では、名作をいくつか作った会社だ。名前を見てわかる程度には名が通っている。

「ねえ、先輩、どうしたんです？」

「……」

　ごちゃごちゃ、と小難しいビジネス用語がメールに並べられている。

　要約すると子会社化が決まって、俺がＨＲＧ社の担当者で、先方と打合せをするってことになったようだ。添付されたファイルには、会社概要から売上高の細かいデータが載っていた。

　ＡＳＷアクティ・ソフトワークスはゲーム製作。その資金をＨＲＧが出す──。

　シンプルだけど、先方と折衝するのには骨が折れそうだ。

「ねえ、ねえってば？」

　覗のぞき込もうとする怜ちゃんの顔を、ぎゅむっと手で摑つかんで遠ざける。

「ふぎゃ!?　ちょっとぉ」

「これまだ秘密のやつだから。……ん？」

　さらに読んでいくと、下のほうに担当者の名前があった。




　ＡＳＷ担当　井伊いい奏多かなた




「んんんんんんんんんんん？」

　同姓同名……の他人？

　いや、夏海ちゃんがクスクス笑ってたから、あの奏多で間違いないんだろう。

　どんな打合せになるんだろう。

　とか思っていると、タイムリープのあの感覚が全身を包んだ。

　え──。このタイミング!?　夏海ちゃんに話色々聞きたいんだけど──！


　あの、これから面白くなりそうなのに──ちょっとぉぉぉぉぉおお！









　で、気づいたら、部屋のベッドで目が覚めた。日付は、高二の学祭が終わった翌日。まだ俺は柊木ちゃんと付き合っている段階だ。

　でも、夢じゃねえんだよな、あの感じ……。

　傾きつつあるＨＲＧをどうにかするために、俺も俺で動いていたんだ。

　待てよ。柊木ちゃんと別れたあとなのに、ＨＲＧで俺は頑張ってる……？

　いや、仕事を頑張っているのはいいことだから、疑問に思うことでもないけど……なんか引っかかるな……。

　ともかく、奏多にひと言メールしよ。

『俺とおまえで、なんとかしような!!』

『寝ぼけてる？　学祭、終わったよ』

　……まあ、そうなるよな。

　一瞬で目が覚めた俺だった。
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　学祭の代休で休みとなった月曜日、俺おれと柊木ひいらぎちゃんは久しぶりに街でデートしていた。

「学祭の準備でばたばたしてたし、こんなふうにデートするのいつぶりだろう？」

　俺と手を繫つなぐ柊木ちゃんは、朝から鼻唄を歌うくらい超ご機嫌だった。

　でも、目がギンギン……若干じゃっかん血走っててちょっと怖いんですけど。

「春香はるかさん、昨日は……いつ寝たの？」

「眠れなかった……あれしよう、これしようって考えてたら……！　朝に……！」

「遠足前の小学生かよ」

「仕方ないじゃん！　街でデートは久しぶりなんだから！」

　どうどう、と柊木ちゃんに鎮まってもらう。

　一応変装しているものの、変に注目されることは避けないと。

　今日は、柊木ちゃんは伊達眼鏡めがねとハンチング帽を被っている。

　変装っていうより、そういうファッションっぽくて、これはこれで似合ってて可愛かわいい。

「春香さん、その帽子可愛いね。似合ってる」

「えー！　ほんと!?　ありがとう♪」

　てへへ、とずっと柊木ちゃんはニッコニコだった。

「誠治せいじ君も黒ぶち眼鏡、似合ってるよ？　これはこれで、いい感じ」

「ありがと」

　俺の変装グッズは眼鏡とキャップ。眼鏡は、実は自前の物。普段かけないと見づらいというほどじゃなく、教室で席が後ろだったりしたときにたまーにかけることもあった。

　いやー、しかし平日はいいなー。

　人は少ないし、どの店にも並ぶことなく入れる。

　ウィンドウショッピングを楽しんでいると、ちらちら、と通り過ぎた店を柊木ちゃんが振り返っている。

　後ろ髪引かれまくってる！

　カジュアルだけど、少しいいお値段のする服屋さんが気になるらしい。

「せっかくだし、寄ってみる？」

「いいの？　誠治君、退屈じゃない？」

「いいの、いいの。メンズもあるみたいだし」

「じゃあ、ちょっとだけ……」

　というわけで、Ｕターンして通り過ぎた店へ戻った。

　中に入ると、平日の午前中とあって、店内には店員さんしかいなかった。

　店内では別行動で、柊木ちゃんはレディース、俺はメンズコーナーへ行く。

　客のいない服屋さんって……無言のプレッシャーみたいなもんを感じるんだよな……。

　俺だけか……？　妙に見られているような……。

　軽く見回してみるけど、誰だれも俺に注目してない。

　はい、気のせいでした。自意識過剰でした、すみません。

「お客様の感じでしたら～」

　そんな自意識過剰マンとは違って、柊木ちゃんは女性店員さんにあれこれ服を勧められている。

「ふむふむ……！　じゃあ、そういうとき靴は何を……」

　めっちゃ訊いてる!?　熱心だナー。

　確かにオシャレだし、モノはいいと思うけど……。

　ふと棚に畳んであるＴシャツが目に入った。


　うげ。八〇〇〇円!?　た、たっけぇぇぇ……。



　服にそんなに金をかけない俺からすると、かなり割高に感じてしまう。

　けど、柊木の春香お嬢様の感覚では、そうでもないんだろう。レディースは違うのか？

　俺とは違ってオシャレ意識高めの柊木ちゃんは、あまり値段のことは気にしないのかもしれない。

「じゃあ、さっきのスカートください」

「ありがとうございます～」

　お。何か買ったみたいだ。

　首を少し伸ばして奥の様子を見てみる。

「このスカートですと、先ほどのコートもすっごく合うんですよぉ～」

「うむむむ……じゃあ、それも……！」

　柊木ちゃん……オシャレさんっていうより、言われるがままなのでは……？

「あれは……カモや……！　脂ののった、ええカモや」

　ぼそっと店員の声が聞こえた。

　柊木ちゃん、大丈夫かな？

　ちょっと心配だから、いつでもフォロー入れられるように近づいておこう。

　ぼそっと柊木ちゃんが言った。

「あの、店員さん……え、エッチな、タイツ、ありますか」


「お客様…………ありますよ」



「く、ください……」

　顔赤くしながら何リクエストしてんだ。

　商品名があるだろう、商品名が。

　エッチなタイツってなんだ！　すっげー気になります！

　様子が気になっていたのは俺だけじゃなく、他ほかの店員さんもそうだったらしい。

「次は靴みたいだぞ……!?」

「いや、それだけじゃない、アクセサリーもだ！」

「あの客、勧めれば勧めるほど買うぞ……!?」

「奴やつの予算は無限なのか!?」

　店員さんが、柊木ちゃんが買うって言った服やら何やらを持っていたけど、一人じゃ足りなくなってもう一人追加でヘルプがやってきた。

「このワンピース……色、どうしよう……」

　柊木ちゃんが、ニットワンピースの色で悩んでいた。白とグレー。

　うむむむ、と悩む柊木ちゃんと目が合った。

「どっちがいいと思う？」

　ハンガーにかかったその二つを、俺に見せてくる。

　……どっちがって……柊木ちゃんの好きなほうを選べばいいんじゃね？

「俺は、あんまりわからないよ？」

「いいの、いいの」
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「どっちも似合うと思うよ」

「そうじゃなくって」

「んじゃあ、白」


「ん～～～～。グレーのほうかな」



　じゃ訊くなよっ。

　七割方決まってたんじゃねえか。

　うふふ、と女性店員が微笑んでいる。

「ご姉弟きょうだいですか？」

「え──────？」

　ピシっと柊木ちゃんの動きが止まった。

「弟さんと仲いいんですね～」

「……ち、ちがい……マス……」

　止まっていた柊木ちゃんがギギギギギ、と動きはじめた。

　やばい。

　たぶんあの店員さん、地雷踏んだ。

「弟ジャ、ナイデス……」

　目が死んでる目が死んでる！

　寝不足なのもあって目が超怖ぇぇ！

　俺は、おほん、とわざとらしい咳払せきばらいをして、ひと言言っておく。

「彼女です」

「あ、大変失礼いたしました」

　ぺこっと店員さんは頭を下げた。


「…………」



　ニコニコでウキウキで買い物をしていた柊木ちゃんのテンションが、底まで落ちた。

「……あれもこれもそれも、やっぱり、いいです……」

　まあ、手を繫いで店内を見て回ったわけでもないし、カップルらしいことをしてないから、仕方ないと言えばそうなのかもしれない。

　空気に耐えられなくなって、俺は外で柊木ちゃんが出てくるのを待った。

「んもぉぉぉ、姉弟じゃないのにっ」

　出てきた柊木ちゃんは、不満げに唇を尖とがらせた。

　……けど、何だかんだで何か買ってる。

「春香さん、何買ったの？」

「えっ!?　……ええっと……いいでしょ、何でも」

　買った何かがあれば真っ先に見せてきそうなのに、隠す……。

　ってことは、エッチなタイツか！

　何でそれだけ買ったんだよ。

「何を買ったのかは、そのときのお楽しみにしておく」

「うん。楽しみにしておいて♪」

　どんなのだろう。半分透けているやつか？

「ちょっと透けてる？」

「えっ!?　えっ!?　な、何がっっっ」

　あたりだ。

　うむうむ、と俺が賢者顔（？）でうなずいていると、柊木ちゃんが腕を絡からめてきた。


「カップルしかしないこと、いーーーっぱいするよ、誠治君」



「望むところだ」

　きょろきょろ、とあたりを見回した柊木ちゃんが、ちゅっとキスをしてきた。

「お昼、何食べる？」

　こんな感じで、俺たちはラブラブデートを終日楽しんだ。
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「はあ？　おまえ、あれ失くしたのか」

「さ、サナだって失くしたくて失くしたんじゃないし！」

　何でこいつ早速さっそく開き直ってんだ。

　俺おれが貸していたＲＰＧを紗菜さながどこかに失くしたらしい。

　そういえば、あのゲームって現代ではＨＲＧ社の傘下さんかに入るＡＳＷ社の作品だったな。

「あのな、俺、あのゲームあと二周くらいする予定だったんだぞ」

「何周する気なのよ。い、いいじゃない。もうストーリーは知ってるんだし」

「バッカ、おま……やり込み要素ってもんがあってだな……。どうせ、クローゼットとかに入れたまま忘れてるだけだろ」

「そんな間抜けじゃないわよ」

　はあ、と俺はこれ見よがしに大きなため息をつく。

「捜索する」

「へやぁっ!?　しなくていい、しなくていいからっ」

　ずんずん、と紗菜の部屋へ歩く俺を、紗菜が引っ張って止めようとする。

「止まって！　止まりなさいっ」

「フン」

　華奢きゃしゃな小娘の制止なぞ効かぬわ！

　ばーん、と景気よく扉を開ける。

　家から持ち出すとは思えん。

　どうせ、クローゼットの中とかにあるんだろ。

「出てって！　勝手に部屋入らないでっ」

「失礼しゃーす」

「挨拶あいさつしてもダメ！　出てけ、シスコン！」

　ポコポコと俺を叩たたいている紗菜。

　ときどき、ゲシゲシとローキックを入れてくる。地味に痛い。

「こん中のどっかにあるんだろ、どうせ」

「そこ、触らないでっ」

　やたらクローゼットに近づくのを嫌がるな。

「心配すんな。兄さん、おまえの下着なんか見ても何とも思わねえから」

「はぁぁ？　キモい……って、そうじゃなくて──」

　ズザザ、と持ち前の運動神経でクローゼットの前に紗菜が立たち塞ふさがる。

「ここから先は、サナのプライバシーだから。これ以上は、プライバシー侵害で訴えるから！」

「あそ」

　だいたい、おまえが俺のゲーム失くすのが悪いんだろうが。

「ちょっとごめんよ」

　立ち塞がる紗菜を強引ごういんにどかす。

　プライバシーとやらが詰まっている紗菜のクローゼットをどんどん捜索していく。

「どこやったんだよ、おまえー？　あれ名作なんだぞ。一〇年後でもかなり評価高いままで──」

「探す探す、サナが探すから！」

　がさごそとやっていると、見慣れないスケッチブックを発見。

「ん？　なんじゃこれ」

「っ！」

　シャっと早業はやわざで俺からスケッチブックを奪った紗菜。

「「……」」

　じっと見つめると、紗菜が背中にそっとそれを隠した。


「「…………」」



　そろーり、と壁を背にして俺から距離を取った。

　こっちを見つめて、野良猫のらねこみたいに警戒している。

　よっぽど何か見られたくないことが描いてあるらしい。

　気になるけど、ま、いいか。

　今はゲーム探してるんだし。

　紗菜の邪魔が入らなくなったことで、捜索がはかどるようになった。

　余所行よそいきの服に、部屋着に、パンツにブラジャー。

　はいはい、次、次。

「……？」

　そのゾーンに、見慣れない物を発見した。

「カチューシャ……に、猫耳……？」

「はぁっ!?」

　紗菜がこの世の終わりみたいな顔をしている。

「なあ、おまえ、これ……」

「友達のやつだから！」

「……おまえ、そもそも友達がいな──」


「うるさぁぁぁぁぁぁいっ」



「なんか、ごめんな……？」

「可哀想かわいそうなものを見る目をやめてっ！　こうなったら、せーくんのクローゼットも荒らしてやるんだから！」

「ご自由にどうぞ。てか、俺は荒らしてないし、あとせーくんって呼ぶな」

　まあ、俺は別にいかがわしいもんとかないし。存分に見ればいい。あってもＡＶくらいだし。

　俺が堂々としているせいで、紗菜がクローゼット荒らしを諦あきらめた。

　そうこうしているうちに、一番下に畳んであった服を引っ張り出した。

「……メイド服？」

　市販されてる感じのちょっと安っぽい生地だけど、スカート丈が短い。

　……どエロや。

「はぁっ!?　見つかった──」

「コスプレカフェでバイトでもしてんのか？　こんな、すぐパンツ見えそうなもん着て……」

「してないわよ！　た、ただ、もらったから……捨てるに捨てられなくて……」

「もらった？　誕生日は……まだ先だろ？」

「ハロウィンのときに！　似合うからって、ほとんど強制的に持って帰らされて──」

「は、はろ、は、は──ハロウィン!?（裏声）」

　ハロウィン!?（二回目）

　じゃ、じゃあ、これは、なんだ……引っ込み思案ドラフト１位のさーちゃんが、着たってことか？　空気読むとか関係なく拒否りそうなのに。

　ギギギギギ、と俺は首を回し、手元の猫耳カチューシャ＆メイド服を見て、もう一回紗菜を見る。

「お、おま……そんなリア充じゅうイベントに……出たのか……？」

「クラスの子たちが誘ってくれたから……それで……」

　つん、と顔を背そむけて、照れ隠しに髪の毛をイジイジといじる。

「さ、サナはそんなのする気全然なくて、普通の私服で行ったら、用意してて……それで……」

「猫耳どエロメイドに仮装した、と……？」

「な────何よ！　文句ある!?　てか、どエロって言わないで」

　引っ込み思案オブザイヤー受賞のうちの妹が、成長している。

　驚くと同時に、ちょっとした敗北感がある……。

　もしかすると、こいつ、イケてるグループに属しているのでは。

　教室ヒエラルキーの上位種なのでは。

　俺は下から数えたほうが早いってのに……。

　俺が呆然ぼうぜんとしていると、猫耳カチューシャとメイド服が紗菜に奪われた。

「げ、ゲーム探すんでしょ？　早くしなさいよ」

「い、言っておくけどな、夜遊びとか夜遅くなるバイトとか禁止だからな！」

「兄さんには関係ないでしょ」

「く、ムカつく……！　あー、あー、やっぱないわぁー。俺のソフト。めっちゃ大切にしてたソフト。めっちゃ好きだったのに。紗菜が失くしやがったー。あーぁ」

　俺は大人げない作戦を取ることにした。

「だから何回も失くしたって言ってるじゃない」

「人のモン失くしたやつの態度じゃねえよなー？」

「それはその……ごめん。弁償するからいいでしょ」

「弁償とかいいんだ、別に」

「じゃあ、何を……」

　ちらっと俺が紗菜の持つメイド服を見た。

「もしかして、これ着てほしいの？」

　何も言わないで、くるっと紗菜に背を向ける。

「こっち見ないでね」

　と、着替えはじめた。

　俺の大事なソフト失くしたんだ。

　ちょっとくらい罰を受けさせてもいいだろう。

「んもう、とんだシスコン。サナの心配までしちゃって。夜遊びなんてしないし。ちゃんとウチにいるし」

　声が嬉うれしそうだったのは気のせいか？

「もういいわよ」

　声に振り返ると、猫耳メイドさんがいた。

　めちゃくちゃ細いな。腰回りも腕も足も。まじでモデルみてー。

　胸は相変わらず不毛の大地。貧しいまんま。

　けど、想定通りだった。

「まあ、こんなもんか」

「んなっ！　人がわざわざ着替えてあげたのに！」

「はぁー？　俺は何も言ってないんですけど？」

　ぷるぷる震えると、猫耳カチューシャを俺にぶん投げてきた。

「ぬお!?」


「出てけぇぇぇぇぇえ！」



　スケッチブックで俺をばしんばしん、と叩いてきた。

「わかった、わかった、出ていく、出ていくから」

　ぷりぷり怒る紗菜に追い出され、俺は部屋をあとにした。
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「……ハロウィン……柊木ひいらぎちゃん、コスプレお願いしたらやってくれるかな」

　言えば、ノータイムでイエスが返ってきそうだ。

　今度提案してみよう。
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「ってことがこの前あって」

「へえーそうなんだ？」

　日曜日の昼下がり。

　紗菜さなの部屋で見かけたハロウィングッズのことを話すと、柊木ひいらぎちゃんは興味津々な様子だった。

「でも、紗菜ちゃんよかったね。クラスに馴染なじんだみたいで。これもきっとお兄ちゃんのお陰かもね」

　ニコニコと柊木ちゃんは俺おれに言う。

　そうなのか？　確かにオリジナルの記憶では、紗菜はずっとぼっちであんなふうに誰だれかにハロウィンに誘われることもなかった。

　でも、俺じゃなくて奏多かなたのほうが影響は大きい気がする。

　この調子でもっと交友関係が広がったらいいんだけど。

　いや、性格が性格だから、それは難しそうだな。

「猫耳メイド紗菜ちゃん、可愛かわいいんだろうなぁー。あたしも見たかったよ」

「先生は、ハロウィンするの？」

「する。します」

　食い気味で言う柊木ちゃんは、真顔でじっと俺を見つめる。

　意外。ああいう騒ぐ系のイベントは、苦手だと思ったのに。

「どういうやつやるの？」

　訊くと、それはそれは得意げな顔をした柊木ちゃん。

「えー？　誠治せいじ君知らないの？　カボチャくりぬいて、ジャックオーランタンを飾ったり」

「それ本来のハロウィン！　ちゃんとしたやつ！」

「あれ？　違った？」

　違わなくはない。むしろ正しい。でも、思ってたやつじゃない。

「先生、最近の日本人がよくやるハロウィンは……」

　俺は一種のお祭り状態のハロウィンについて柊木ちゃんに説明した。

「あ、そういうことだったの？　だ、だからかぁ、夏海なつみがやめろって言ってたのは」

「ん？　夏海ちゃんが何か言ってたの？」

「ええっとね」

　と、柊木ちゃんはそのときのことを話してくれた。

　会話にすると、こんな感じだったらしい。

「最近ハロウィンって流行はやってるんだねぇ？」

「何、春ちゃん、もしかしてやりたいの？　やめときなって。あれってば、若い子のお祭りだから」

「っ！　わ、若い子？」

「そうそう。春ちゃんくらいの年の人がやると、ちょっと痛さが……」（個人の感想です）

「あ、あたしだって若いし！　できるから、ハロウィンくらい！」

　とまあ、こんな感じで実態をよく知らずに、手持ちのありったけの知識で大見得を切ったらしい。

「そのとき作ったのが、これ」

　一抱えほどある、大きなカボチャを柊木ちゃんが運んできた。

「うっわー……ザ・ハロウィンだ」

　でしょでしょ、と柊木ちゃんは、俺が褒めたと思って喜んでいる。

　褒めていいレベルのクオリティだし、よくこんなの作ったなーとも思う。

「トリックオアトリートって言われたらお菓子あげるんだよ？」

　知ってるわそれくらい！

「飾ったの？」

「うん！　それで、クッキーいっぱい作って待ってたの！」

　仮装をしたちびっこ魔女やゾンビさんたちを待っている、ウキウキな柊木ちゃんを想像する。

「でも、待っても待っても、誰も来ませんでした……」

　でしょーね！

　作ったクッキーを一人で寂さびしく食べてる絵が思い浮かんだ。

　小綺麗こぎれいなアパートには、幼稚園や小学生のちびっこたちは来そうにないもんね。

「夏海ちゃんが言ってるのは、仮装をして街を練り歩くほうだよ、先生」

「先生じゃなくて春香はるかさんでしょ！　でも、それで死者の魂をお迎えすることができるの？」

「それ本来のやつ！　実際はただのコスプレパーティで、意味なんてなくていいんだよ」

「そうなんだー」

　ふむふむ、と何か考えている柊木ちゃん。

　けど、俺には何となく何を考えているかわかった。







　そのまた一週間後。

　お昼過ぎに来てほしいと言われたので、その通りに柊木ちゃんちにやってきた。

　インターホンを鳴らすと、「どうぞー」と中から聞こえた。

　いつもは出迎えてくれるのに、今日に限ってこれってことは、何かあるな？

　扉を開けると、魔女がいた。

「どう？　似合ってる？」

　丈が短いスカートを両手で広げて会釈えしゃくする柊木ちゃん。

　その挨拶あいさつは魔女じゃなくて貴婦人っぽいけど、そこは突っ込まないことにしよう。

「似合ってる。可愛いよ先生」

「てへへ。やった♡」

　つばの大きな黒い帽子に、黒いミニ丈のワンピース。ところどころレースが入っている場所からは素肌が少し見える。ちょっとだけセクシー。

　相変わらず、ぽいんぽいんなおっぱい様ですこと。

　足にはタイツをはいていて、ほとんど透けて……あ、これこの前買ったやつ!?

　エロい！　足もエロい！

「あ。言うの忘れてた。トリックオアトリート！」

「お菓子は持ってないな」

「じゃあ、いたずら、しちゃう♡」

　飛び付くように俺に抱きついた柊木ちゃんは、ちゅ、ちゅ、と俺にキスをした。

　おっぱいが当たってむぎゅってなってる。

「誠治くんも、抱き締めて？」

　耳元で甘えるような小声でささやく。

　リクエストに応こたえて抱き締めると、相変わらず体全体が柔らかくて心地いい。

「今日は誠治くんは使い魔ね。あたしの言うこと、何でも聞くの」

「おっけー、ご主人様」

　魔女に部屋へ連れていかれ、膝枕ひざまくらをされながら、耳掻みみかきをしてもらう。

　すりすり、と太ももを触るセクハラごっこをすると、

「ひゃん。だーめ、もうっ♡」

　と、怒られてしまった。

　こんな感じなら、もっと怒られたいぞ……！

　今度はふにっと二の腕を触る。ふにふに。

「そこ、ダメ～っ！」

　こうして、両手が自由なのをいいことに、俺は耳掻きしてもらう間、柊木ちゃんにセクハラしまくった。

「誠治くんのほうがイタズラしてるよね？」

「あ、ごめん。イヤだった？」


「……そんなこと、言ってないでしょ……？」



　頰ほおを染めながら言う魔女さんも、まんざらじゃないらしかった。
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　朝っぱらからやたらと紗菜さながうるさい。

　あいつ、部屋で何叫んでるんだ？

　お陰で目が覚めたわ。

　着替えて一階に下り、朝食を食べる。

　いつもなら、朝食は紗菜も一緒に食べるのに、全然二階から下りてこない。

　母さんもそれを不思議がって、天井てんじょう……二階を見上げた。

「さーちゃん、何してるのかしら」

「さあ。なんか叫んでたけど」

　ずず、と俺おれは味噌汁をすする。

　朝の味噌汁ウマ。

　いつもなら、俺よりも紗菜のほうが起きるのも早いし、だいたいあいつのほうが先に朝飯を食っていることのほうが多い。

　首をかしげて、母さんがダイニングを出ていく。

　すぐに、上で何か話している声が聞こえて、母さんが戻ってきた。

「さーちゃん、今日具合悪いみたい」

「へえ。あそ」

　……その割にはやたらと叫んでたけど……俺の幻聴か？

　紗菜は休み、と。

　朝食を済ませ、登校する。

　この日、柊木ひいらぎちゃんも学校を休んでいるらしく、世界史の授業は自習になった。

　柊木ちゃんも？　風邪か何か流行はやってんのか？

　自習の課題をぱぱっと済ませた俺は、柊木ちゃんにメールを送った。

『体調悪い？　大丈夫？』

　一人暮らしで風邪ひくと、かなり大変だからなー。

　帰りに何か買っていってあげよう。

　とか思っていると、即返信があった。

『大丈夫じゃない』

　……いつも絵文字でキャピついているメールが、今日はそっけない。

　この感じからして、相当辛つらいんだろう。

　今日は柊木ちゃんと資料室でご飯の日だから弁当は持って来てないし……。

　これからの授業は……英語に数学、芸術の選択授業に体育……まあ、一回くらい出なくても大丈夫だろう。

「おぉい、真田さなだ、プリント見せてくれぃ」

「好きにしろ。あとで前に出しといて」

　隣の藤本ふじもとの席に課題のプリントをのせる。

　帰り支度をしていると、

「真田、何、帰るの？　サボんなよ」

「サボりじゃねえよ。ちょっと大事な用を思い出したんだ」

「おまえ帰ったら、オレが体育の授業困るだろ。二人一組どうやって作ったらいいんだよ」

「俺はおまえの『二人一組要員』じゃねえんだよ。じゃあな」

　ぽんぽん、と藤本の肩を叩たたいて、俺は足早に教室から出ていく。

『今からそっち行く。何か欲しい物ある？』

　廊下を歩きながらメールを送っておく。

　学校をサボることは怒りそうだけど、お見舞いに行くことは喜んでくれそうだからプラマイゼロだろう。

『とくにない』

　うーん。よっぽど辛いらしい。いつもなら、『ありがとう。でも気にしなくていいよ？』とかひと言ふた言ありそうなのに。

　柊木ちゃんちまでの途中にあるコンビニで、適当にプリンや飲み物を買ってアパートに向かう。

　呼び鈴を鳴らすと、扉の内側で人けがして、カタン、と鍵かぎの開く音がした。

　ちょっとだけ隙間すきまが開いて、柊木ちゃんが覗のぞいてくる。

「プリン買ってきたけど……」

　いつもと様子がおかしい。

　飼い猫が、野に放たれて野生化してしまったかのような、そんな感じがする。

　じいいいいい、と柊木ちゃんは俺を見て、手元の袋を見て、しゅばっとプリンを奪った。

　なんちゅー早業はやわざか。

「何で、ここ知ってるの？」

「何でって……何で？」

　何言い出すんだ、いきなり。

「今、学校の時間なのに。何でここに来たの」

「そりゃあ、具合悪いって聞いたから……」

　あ、そうか。これはあれだな。

　心を鬼にして、俺のサボりを咎とがめようとしてるんだな？
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　普段あんなに甘々なのに、今日は塩加減が半端はんぱないのはそのせいか。

「わかったよ。そこまで言うんなら、学校に戻るよ。今からなら午後の授業は間に合うし」

「そうじゃないわよ。帰れとか、言ってないし……」

　どっちなんだよ。

　今日は体調も悪いし、目つきも悪いし、すこぶる機嫌も悪いらしい。

　さしずめ黒柊木ちゃんってところか。

「は、入る……？」

「え？　寝てなくていい？」

　こくこく、とうなずいた柊木ちゃんは、ドアチェーンを開けて、俺を中に入れてくれた。

　いつもは整然としているリビングは散らかって、食べ物や飲み物が出しっぱなしになっている。

　別人格でも降臨したのか？

「あーあ、こんなに散らかして」

「いいでしょ、別に」

　腕を抱いて、柊木ちゃんは目を細めている。

「でも、元気そうでよかった。この感じなら、明日は学校来られそう？」

「行けるわけ、ないじゃない……。こんな格好で……」

　部屋着の柊木ちゃん。

　その服を着て行けなんて俺は言っていない。

　なんなんだろうな、この会話の嚙かみ合あわなさ。

　本気で白柊木ちゃんの記憶を持たない黒柊木ちゃんが表に出てきたのか？

　あと、この会話の感じ、どこかでいつもしてるんだよなぁ……。

　どこだっけ。

　ちらっと柊木ちゃんを見ると、自分のおぱーいをモミモミしていた。

　な、何してんだ────!?

「やっぱり……すごい……っ。あ、ちょっと何こっち見てるのよ、やらしい……」

　俺が自分を見ていることに気づいた柊木ちゃんが、嫌そうな顔をする。

　クッソ……この黒柊木ちゃん、これはこれでありだ……！

　んもう、と柊木ちゃんはソファにすとんと座った。

　白い脚を組んで、太ももの上で頰杖ほおづえをついた。

「一番の問題は、どうして兄さんがここにいるかってことよ」

「だから、いつもこの家に……ん？　兄さん？」

「もしかして、気づかずにしゃべってたの？」

「待て。待て待て。どういうこと？　おまえ……黒柊木ちゃんじゃないのか」

　ふすー、と呆あきれたように柊木ちゃんは鼻からため息をついた。

「妹の顔忘れたの？」

　柊木ちゃんは妹じゃないんだがががが。

「あ、そか。今は柊木先生になってるんだった」

「な、なってるんだった、ってなんだ!?」

　てことは、どういうことだ。

　別人格の黒柊木ちゃんが出てきてるんじゃなくて、そもそも別人が……入って……。


「妹…………？」



「そうよ」

「おまえ……もしかして、紗菜なのか？」

「だったら何よ」

　こういう言い方、紗菜だ。

　口調も仕草も、そうだと思って見てみると、もう紗菜にしか見えない。

　会話のあの感じ、柊木ちゃんだと思ってしていると違和感がすごいけど、相手が紗菜だとすれば、合点がいく。

「何でおまえが柊木ちゃんになってるんだ？」

「そんなの、サナが知りたいわよっ。目が覚めたら、いきなりナイスバディになってて……！」

「おまえがそんなふうになるなんて、夢のような話だな」

「うるさいわよっ。夢だと思ったから二度寝したの！　でも、携帯に電話がいっぱい入って……サナのじゃないから無視してて……相手を見たら教頭先生だったし、『柊木先生、今日はお休みですか？』なんて訊いてくるから……」

　そして、黒柊木ちゃんこと紗菜は、洗面所を探して鏡を見たらしい。

「そしたらサナ、柊木先生になってたの」

　おっぱいを揉もみながら言うんじゃねえ。

　ハマったのか。揉むの。

「よりによって、紗菜が柊木ちゃんの中に入るなんて……どんなファンタジーだよ……」

　いや、タイムリープしてる俺が言うなって話ではある。

「兄さん、質問に答えて。どうして柊木先生の家を知ってるの？」

「何回か車で家まで送ってもらったことがあるから、その途中に『ここ先生の家なんだよ～』って教えてもらっただけだ」

　間髪入れずに俺はさらっと噓うそをつく。

　むううう、と紗菜が唸うなった。

「でもでも、何で学校サボってまでお見舞いに来るの！　変っ」

「変じゃねえよ。日頃ひごろ世話になってる人が病気してるんだ。お見舞いするだろう！　社会人ナメんな！」

　本当は恋人が心配だから、ってだけだけど、そんなの紗菜に言えるわけねえ。

「しゃか、社会人……？　何言ってるの、兄さん？　サナの仮説はこうよ。兄さんは、『柊木先生』が体調不良で休んでいることを知って、お見舞いと称して若い性を爆発ばくはつさせるため今日ここまで──」

「なわけあるか。若い性を爆発させてんのはおまえだろ。いつまで他人のおっぱい触ってんだ！　手ぇ離せ！」

　俺だってちゃんと触ったことはまだねえんだぞ！

「一番の問題は、俺がここにいることじゃなくて、おまえが先生の中に入ったことだろうが」

　まったくもう。

「サナのサナは、ちゃんと学校行ってるのかしら……」

「今日休むって、朝母さんが……」

　あれ？　本物の柊木ちゃん、どこ行った……？

　紗菜に上書きされているだけで、本体の中にいるのか……？

　そういや、紗菜からメールが来てたな。中は確認してなかったけど。

「サナの本体、家にいるの？」

「そのはずだけど──。あれ、じゃあ朝悲鳴を上げてたのって……」

　まさか……。
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◆紗菜？◆




　朝、目が覚めて、知らない布団ふとんにあたしはいた。

「知らない天井てんじょう……」

　知らないぬいぐるみ。知らない勉強机。

「どこ、ここ……」

　妙に体が軽い気がする。

「疲れてたはずなのに、全然そんなのなくなってる。ラッキー♪」

　昨日早く寝たせいかな？

　アラームが鳴りはじめて、そっちを見ると、紗菜さなちゃんの携帯のアラームが鳴っていた。

　なんで紗菜ちゃんの携帯が……？　それに、ここは……？

　ふと、姿見の鏡が目に入った。

「あ、紗菜ちゃん、おは……よう？」

　紗菜ちゃんが動いて、紗菜ちゃんがしゃべる。

　後ろを振り返っても紗菜ちゃんはいない。

　ぺちぺち、と頰ほおを叩たたいてみる。

　紗菜ちゃんが、ぺちぺち、と頰を叩く。


　…………。




「なんでぇぇぇぇぇぇええええ!?　あたし、紗菜ちゃんになってるぅぅぅぅ!?」



　パジャマの中を覗のぞいてみる。

　うわ。本当に胸ちっちゃい。可愛かわいい。

「じゃあ、ここは、誠治せいじ君の家？」

　こんこん、と扉がノックされた。

「さーちゃん、どうしたの？　今日休むの？　お腹なか痛いの？」

　お、お母さん？　誠治君と紗菜ちゃんの？

「あ、あのっ、はじめましてっ。あ、あたし、誠治君や紗菜ちゃんの部活の顧問をしてます、柊木春香ひいらぎはるかと申します……！」

　正座をして、三つ指をついて頭を下げる。

「あと、その、誠治君……誠治さんとは、その、おつ、おつ、おつき……あ、これまだ言っちゃダメなやつだったっ！」

「……熱あるの？　お薬、テーブルのところに置いておくから飲むのよ？」

「熱はあるといえばあるのですけど、ヒートアップしてるとか、そういう愛のメラメラ、みたいな？　えへへ……」

「……？　学校には連絡しておくわよ。じゃあお母さん仕事行くからね。ご飯は置いとくから、食べられそうなら食べておきなさい？」

　スタスタ、とスリッパの音が遠ざかっていった。

　────失敗した！

　と、ともかく、誠治君はまだ一階にいそうだし状況を説明しないと。

　がちゃり、と扉の音が小さく聞こえて、窓の外を見ると、誠治君が登校していったところだった。

「行ってらっしゃーい！」

　と、言ってみたものの、聞こえてなかったみたいで、こっちを振り返ることはなかった。

　紗菜ちゃんの携帯を借りて、誠治君にメールを送る。

『ツンデレ兄さん』

　登録名、そうしてるんだ。

　紗菜ちゃん。妹に対して、誠治君はデレ要素ゼロだよ？

『信じられないと思うけど、朝起きたら紗菜ちゃんの体に入っちゃったの～[image: ]』

　ぴ、とメール送信。

　けど、全然返信がない。

　もう……いつもならすぐ返してくれるのにぃ……。

「あ、そうか。紗菜ちゃんが送ってると思っているから、メールの中身を確認してないのかな」

　なるほど。だからツンデレなのか。

　メールの返信をなかなかしてくれない、ってだけなのに、それを脳内でツン変換しちゃう紗菜ちゃんってば、本当にブラコン……。恐ろしい……。

　部屋を出て耳を澄ませると、階下に人けはまるでない。

　誠治君の部屋……入っちゃおっと。

　見つけたベッドにするする、と入り込む。


「～～～～～～っ。誠治君のにおい…………」



　しあわせ……。

　せっかくだから掃除してあげよーっと。

　出しっぱなしの漫画をシリーズ、巻数順にしまっていく。その棚の奥にピンク色の表紙を見つけた。

　怪しい……。

　引っ張り出したそれは、ナイスバディなお姉さんが扇情的なポーズをしている表紙だった。

「……」

　ぱらぱら、とめくってみると、エッチな漫画だった。

「……」

　あとで燃やしておこう。

　妹ものだったら小一時間お説教だったよ。

　ピリリリリ、と部屋に置いていた携帯が鳴るのが聞こえた。

　大急ぎで戻ると、着信相手は『ツンデレ兄さん』だった。

「もしもし、誠治君？」

『あ、やっぱり先生？　紗菜の声だから変な感じするな……』

「よくわかったね！　愛の力……!?」

『あー……「紗菜」がここにいるから。「先生」が体調不良で休んでるから、早退してアパートまでお見舞いに行ったんだ』

　あ、そういえば、あたしの本体はどうなってるんだろう？

『そしたら、先生の中に紗菜が入ってた』


「えぇぇぇぇぇ────!?　あたしたち入れ替わってるの？」



『みたい』

　今からそっちに行く、と言って、誠治君は電話を切った。

　あたしと紗菜ちゃんが……何で？

　一五分くらいすると、誠治君が息を切らしながら家に帰ってきた。

「お帰り、誠治君」

「ただいま。紗菜にそんなこと言われることないから、違和感がすごいな……」

　疑わしそうな半目でこっちを見てくる誠治君。

　挨拶あいさつみたいに抱きつこうとすると、「うおわっ」って避けられた。

「何で逃げるの……？」

「いや、紗菜にされてると思うと、反射的に……」

　そうだった。忘れてた。今紗菜ちゃんの体だった。

「じゃあ、もしかしてチューも……？」

「できないと思うよ」

「っっっ」

「先生、この世の終わりみたいな顔しないで」

　くすくす、と誠治君が笑う。

「何がおかしいのっ。大変なことなのに！」

「だ、だって、普段紗菜がしないような顔するから、つい……ふふふ」

「そ、それじゃ一緒にお風呂ふろも……」

「入れるわけないでしょ。妹の本体と一緒に入りたいわけないし」

「せっかくひとつ屋根の下で暮らせると思ったのに……」

「そんなことよりも──」

　がしっと誠治君に両肩を摑つかまれる。

「このままじゃ、永遠に結婚できないよ」

「はっ。本当だ！　一番の問題だっ！　チューもできない、お風呂一緒に入れない、おっぱいちっちゃい、誠治君と結婚できない……このままじゃあたし、死んじゃうかも……」

「今さりげなく貧乳ディスったでしょ」

「そんなことないから。あ、膝枕ひざまくらは……？」

　どうだろう、と首をかしげる誠治君を連れて、リビングへ行く。

　そこにあるソファに座って、ぽんぽん、と膝を叩く。

「おいで」

「……」

　むっ、と誠治君が一瞬だけ顔をしかめて、拒絶反応のようなものを見せた。

　紗菜ちゃん……これだけ拒絶反応されてるの、なんか可哀想かわいそう……。

　あんなにお兄ちゃんのこと好きなのに。

　隣に座った誠治君が、ころんと横になる。

「あ、膝枕は、ちゃんとできまちたねー♡」

　よしよし、と頭をなでなでしてあげる。

「誠治君と一緒に暮らせたらいいなーってお願いしたことがあるけど、こんな形で実現するとは」

「くそ……紗菜の顔と声なのに……」

「じゃあ次は、いつもみたいにチューするからねー？」

　さっと逃げようとする誠治君の顔をがしっと摑む。

「逃げちゃダメ」

「それ、自分の体じゃなくて紗菜の体だから──俺おれ、妹とキスなんてしたくないから」

「中身は愛しの春香さんだからギリセーフなの！」

　じたばた暴あばれる誠治君の唇に、ちゅーっと唇を重ねる。どんどん誠治君の力が抜けていく。

「くそ……紗菜の顔と声なのに……この甘やかし力……本物の先生だ……！」

「先生じゃなくて、春香さんでしょー？　先生って呼んだからぎゅってしますっ」

　ぎゅっと抱きしめると、ぼそっと誠治君が言った。

「あ、おっぱい当たらない」

　ちょっと寂さびしそうな顔をしていた。

　誠治君は「おっぱい当たってるから、やめて」って真面目まじめに言うときがあるけど、何だかんだで楽しみにしてたらしい。
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　ガチャ、と玄関の扉が開く音がした。

「ぜえ、はあ……兄さん、速い……待ってって言ったのに……」

　ぎゅうううう、と俺おれを抱きしめていた柊木ひいらぎちゃん（見た目紗菜さな）は、ぱっと俺を離した。

「紗菜ちゃん、帰ってきたみたい」

　リビングにいた俺と柊木ちゃんは玄関に顔を出す。

　そこには、部屋着のまま俺を追いかけていた紗菜（見た目柊木ちゃん）が両膝ひざに手をついて息を荒げていた。

「おかえり」

「おかえり、じゃ、ないわよ……」

「あーっ、ちょっと紗菜ちゃん！　そんな格好で外出たのー!?」

「何？　文句ある？　……自分に言われるのって、なんか不思議ね」

「文句あるよっ。いい大人なんだから、ちゃんとしてくださいっ」

　ぷう、と紗菜の顔で膨れる柊木ちゃん。

　仕草が柊木ちゃんだから、紗菜でも可愛かわいく見える不思議。

「こっちだって文句あるんだから！　何よ、この体！　肩こりすごいし、足遅いし運動神経全然ないし、体が全体的にだるーんってして重いんだから！」

「うう……それは、なんか申し訳ないかも……」

　しょぼん、としてしまう柊木ちゃん。

「それにこれよ、これっ！」

　紗菜（見た目柊木ちゃん）は、かなーり嫌そうな顔で自分の胸を指差した。

　柊木ちゃんなら絶対しそうにない恨みつらみのこもった表情。

　般若はんにゃのお面みたい。マジで黒柊木ちゃん。

「あたしの胸が何？」

　きょとんと首をかしげる柊木ちゃんに、紗菜は人差し指をビシビシと突きつけた。

「走ったら、プルンプルンして、すっごい走りにくいの！　セクハラよ、セクハラっ。おっぱいで無自覚にマウントを取るのはやめてっ」

　体は巨乳。心は貧乳……。

「やめてって、今はおまえがその体だろうが」

　俺が半目で言うと、「兄さんは黙ってて」とギンッと紗菜がこっちを睨にらむ。

　柊木ちゃんの顔で睨むから、変な性癖が目覚めちまいそうだ。

　……てか、プルンプルンしてたんですか？

　フ〇ーチェみたいに？

　み、見てえ……急がず紗菜に合わせて走ればよかった。


「えー。そんなこと言われても……。ちなみに、紗菜ちゃんの体、すっごく軽くていいよ♪　ほんと、若さって……素晴らしいね…………」



　柊木ちゃん、そんな死んだ魚みたいな目しないで。

「先生、サナの体、返して」

「あたしもなりたくてなったわけじゃないからね？」

　どーすんだ、これ。

「あ、そうだ、紗菜ちゃん……」

　こそこそ、と柊木ちゃんが耳打ちをする。

「ぶ、ブラしてないの……？」

「してないわよ。どこにあるのかわかんないし」


「えぇぇ……」



　ノーブラだったのかよ。

　そりゃ柊木ちゃんのあの規模なら、走ったらフ○ーチェするでしょうね。

「紗菜ちゃんは別にしてもしなくても大丈夫かもしれないけど──」

「ちょっと──！　必要だからっ。サナもちゃんとしないとダメなんだから」

　触りがいのない胸を触った柊木ちゃんが、うんうんとうなずいた。

「まだ、ブラはしなくてもいいかな？　サイズ的に」

「遠回しにサナのおっぱいをディスらないで」

「大丈夫だよ、紗菜ちゃん。紗菜ちゃんのいいところは、おっぱいじゃないもんね」

「やめてっ。サナ、諦あきらめてないんだから！」

　むう、と怒ったような顔をする紗菜と、くすくすと笑う柊木ちゃん。

　仲良くなったような……？

　柊木ちゃんは紗菜とも仲良くなりたいって思っていたわけだし、これはいい傾向なんだろう。

　落ち着くために、一旦いったんリビングへ移動する。

　かちゃかちゃ、とキッチンでは柊木ちゃんがお茶の準備をしてくれていた。

「兄さん、他人の家のキッチンなのに、どうして道具の場所がわかるの……？」

「さあ。ちゃんと料理している人からすると、そこまで難しくないんじゃないか？」

　解げせぬ、と言いたげな紗菜が腕と足を組む。

　ふわふわなショートパンツを穿はいているせいで、白い太ももがよく見えた。

　腕を組んだことにより、おっぱいがより強調されている。

　本当にノーブラなんですね……。

「……」

　柊木ちゃんがコーヒーを運んできてくれた。

　ニコニコと超嬉うれしそうだ。

「真田さなだ君、先生の体をそんなまじまじと見ちゃダメだよ？」

　あーそうか。俺が普段どんな目で柊木ちゃんの体を見ているのか、第三者目線でよくわかるのか。

　唇だけで「えっち♡」と言ったのがわかった。

「いや、別に俺はそんなつもりじゃ……」

　しゅばっと紗菜が俺から離れた。

「に、兄さん……!?　い、妹をいやらしい目で見るなんて……」

「見てるのはおまえじゃねえんだよ。残念だったな。いいから席に着け、ノーブラ」

　柊木ちゃんも紗菜も着席する。ていうか、俺の両サイドに座った。

　もうお互いの体の愚痴ぐちは言い終わったらしく、雑談をしながらどうしてこんなことになったのかを考えていた。

「昨日の夜まではお互い元の体で、朝起きたらこうなった──ここまではいい？」

　俺が話をまとめると、二人はうなずいた。

「じゃあ、何か変わったことしなかった？　普段しないようなこと」

「別に変わったことは……」

　思い返すようにぶつぶつ昨日の行動を口に出す紗菜。

「お風呂ふろ入るでしょ。上がったらゲームするでしょ。歯磨きするでしょ。玉を七つ集めて巨乳になりたいってお願いするでしょ。それから──」

「胸も願いもちっちゃすぎてシェ〇ロンも悲しくなるわ」

　もううるさいわね、兄さんは、とジト目をされた。

　叶かなうのかよ、それ。

　いや、叶ったから困ってんのか。

「あとそれから、寝る前に教えてもらったおまじないを試したの。巨乳になりたいって」

　こいつ、どんだけ願掛けるんだよ。

　自力で大きくすること諦めてんじゃねえか。

「おまじない？」

「そう。当たるってクラスの人が言ってたから……」

「ガキくせぇ……」

「左の薬指にマジックでお願い事を書いて、次の日の朝消えてると叶うってやつなんだけど」

　意外と紗菜は夢見がちなところがあるんだなー。女子はみんなそうなのかもだけど。

　そんな頭の中お花畑のやつなんて──

「あたしもそれ昨日やった！」

　いたっ!?!?!?

　しかも結構いい大人っ！

　柊木ちゃんが、自分の体を確認する。

「なくなってる……」

「ちょ、ちょっとサナも見せて。……、あ。こっちも……！」

「待て待て。どういうことだ。じゃあ、紗菜は巨乳になりたいってお願いをして、先生は、何をお願いしたの？」

「えーっと……内緒」

　あ。さっき膝枕ひざまくらしたときに言ってたな。俺と一緒に暮らしたいって。

　つーことは、偶然にも二人の需要と供給が一致したのか。

　ふうん。そうか、そうか……。

「何で入れ替えるんだよ、ややこしいな！」

　もうちょっとストレートに願い叶えてくれよ。

「本当に効果あるんだ～。あたしびっくりしちゃった」

　自分の（紗菜の）体を改めて見回す柊木ちゃん。

「サナも、ダメ元でやってみたらこんなことに……」

　自分の（柊木ちゃんの）胸をぽいんぽいんと触る紗菜。

　そこだけ触るのはやめなさい。癖くせになったのか？

「じゃあ次は元に戻りたいってお願いしたら、戻れるな」

　需要と供給一致してるし。

　一瞬考えた二人だったけど、やっぱり自分の体がいいようで、異論は出なかった。

　あ、でも翌朝って条件だから、今日一日はこのままなのか。

「先生、サナ、体調不良ってことで学校休んじゃった……」

「ううん。大丈夫。明日なんとかするから。紗菜ちゃんもごめんね、今日学校休むことになって」

「ううん。一日くらい大丈夫」

　ノート見せてもらえる友達がいるのか……よかった。

　兄さん、目頭がちょっと熱くなったぞ。

「俺も学校早退してるし、せっかくだし遊ぼうか、三人で」

「先生は賛成♪」

　紗菜の顔でノリノリだとやっぱり違和感がある。

「兄さんが、サナと遊びたいって言うんなら、別にいいけど……」

　そうそう、これこれ。紗菜はこうでないと。

　ツン、とされると、これはこれでよしってなっちゃうな、外見が柊木ちゃんだと。

　それから俺たちは、ゲームしたり買い物をしたりと、平日のズル休みを堪能した。







　翌朝、二人はきちんと元通りに戻っていた。これで一安心。

　そんな効力があるんなら、と俺もやってみたけど、全然ダメだった。

『柊木ちゃんと結婚できますように』って、油性で書いたせいか知らんけど、全然消えねえ。

　自分でどうにかしろってことらしい。
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「ブレスレット、新しいの買ったんだ」

　昼休憩の世界史資料室で、ふと気づいたので訊いてみた。

　珠のようなものを繫つなぎ合わせて、数珠じゅずみたいになっている。

　でも、ちょっとだけカラフルで、白や薄い桃色の珠が多い。

「あー。これね、パワーストーンなんだよ」

　嬉うれしそうな笑顔を向けてくるので、なんとも言えない気分になる。

　俺おれはそういうの、胡散臭うさんくさいって思っちゃうタイプだけど、純粋な柊木ひいらぎちゃんは信じ込んじゃうほうらしい。

　スピリチュアル方面は、ハマってもあんまりいいことがないような？

　って、口に出すと「そんなことないよっ」って言われるだろうから、俺は「へえー」と適当に相槌あいづちを打っておいた。

　あれこれ効果を教えてくれたけど、全然頭に入んねー。

　この前の入れ替わり事件で、おまじないだの何だのに味を占めたらしい。

　そりゃ、あんな効果を目まの当あたりにすれば、今度またやってみようって思うのも無理もない話だ。




　……これは、まだ可愛かわいいほうだった。

　どんどん柊木ちゃんはハマっていき、そして────




「誠治せいじ君、リラックスしてね？　息をゆーっくり吐いて、力を抜いて……」




　催眠術にハマった!!




　……変なオカルトや宗教じゃないからまだいいか。

　休日の昼下がり。柊木ちゃんちで俺は催眠術をかけられていた。

　指示通り、力を抜いてリラァーックス。

　言われた通りにやっていき、両手を組む。

「うふふ。その組んだ両手が、離れなくなります……！」

　にんまりと笑う柊木ちゃん。俺のリアクションを待ってるらしい。

　これには、相当自信があるみたいだ。

「そんなことってある？　普通に離れると思うよ」

　とまあ、こんな感じで疑ってあげる。

「って、みんな言うんだよねー」

　みんなって誰だれだよ。ドヤ顔やめい。


「いくよ？　数を数えます。……３、２、１、はぁぁぁぁぁいっ！　──もう手がくっついて離れません」



「……うわー、マジや、これ、ホンマもんのやつや（棒読み）」

　本当は全然効いてない。

　けど、一生懸命やってるし、効いたことにしないとなんか可哀想かわいそうだから、つい乗っちゃった……。

「えへへ。やった。練習の成果だ！」

　催眠術以外に他ほかにやることあるだろ。

　でも、無邪気な笑顔の前で、そんなこと言えない……。

「これが第一段階ね」

　まだあるのかよ。

「へ、へえ。次はどんなことを……」

「これを強くかけると、解くまでもう一生離れないんだって」
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　もう離れてんだよ。

　今現在、俺の意思でこうやって両手を組んでるんだよ。

　催眠術っていうより、暗示に近いのか？

「誠治君、おトイレとか大変だよ」

「ジョニーを支えられねえ」

　あははは、と柊木ちゃんは楽しそうに笑う。

　やれやれ。お嬢様の遊び相手は大変だ。

　何やら本を読んで、また何かしようと企たくらんでる柊木ちゃん。

　動物になるとかやめてくれよ。アラサーのメンタルじゃ、それはちょっとキツい……。

　てか、俺じゃなくて柊木ちゃんのほうが効くんじゃないか。

「ちょっとその本貸して。春香はるかさんもかけてあげる」

　つい忘れて、片手を伸ばしてしまった。

「あれ、手、離れてる……」

「……」

「解けちゃったのかな」

　そっと俺は目をそらして言った。


「…………そうみたい」



「それはそうと、誠治君にかけられるかなー？　一種の才能？　必要みたいだから。あたし、結構練習したし」

　そう言われると、試したくなる。

　同じ手順で、同じようにやってみると──。

「誠治君のその感じじゃ、組んだ手は……あれ？　……ふんんんんんんん！　あ、あれぇ……」

　めっちゃかかってる！

　顔を赤くしながら力入れてるけど、全然離れる気配がない。

　ぶんぶんと振っても、水につけても、俺が両手で温めても、まるでダメ。

「ど、どうしよう……あたし、このままじゃおトイレ……できない……っ」

「そのときはさすがに解くわ！」

　漏もらしたら大号泣しそう。

　俺がどうこうじゃなくて、単純に柊木ちゃんは催眠術にかかりやすいタイプなんだろうな。

　催眠術の本をめくっていくと、やっぱり動物になるってやつがあった。

　テレビとかでよく見るもんな、この手のやつ。

　本当にそうなるのか試してみよう。

「春香さんは、これから猫になります。力を抜いて。息をゆーっくり吐いて、吐いて……吐いて……力を抜いて……指をパチンて鳴らすよ。そうしたら、春香さんは猫です──」

　パチン、と指を弾はじいた。

　がくん、と柊木ちゃんがうつむいた。……かかったっぽいぞ。

「気分はどう？」

　猫の手で俺の足をたしたし、と触りながら柊木ちゃんが鳴いた。

「にゃぁ～ん」

　そういや、夏海なつみちゃんも猫になってたな。自主的に。

　ごろごろ、と甘えてきて、俺の膝ひざに乗った。

　膝枕する形になり、俺の太ももに頰ほおをすりすりとした。


「…………」



　普段とあんま変わんねえ……。

「にゃぁん♡」

　猫語を使うだけで、いつも通りだ！

　でも、顔を洗う仕草とかはちゃんと猫。

　どうやって解くんだっけ。

　本を見ながら、手順を確認。

　がしっと柊木ちゃんの両肩を摑つかむと、きゅるんと首をかしげた。

「うにゃ？」

　可愛いな、クソ。

「今から解くよ。いい？　３、２、１──」

　パチン。

　猫騙ねこだましをするように目の前で両手を叩たたいた。

「──はっ。何が……どうなってたの？」

「猫になってた」

「猫ぉ～？　そんなバカなぁ……」

　動画に残しておけばよかった。

「春香さんは、さっき俺に何の催眠術かけようとしたの？」

「あたしは……これ」

　本を開いて見せてくれたのは、想おもいをより強くする催眠術だった。

　やっぱり催眠術っていうより暗示っぽい。

「誠治君に、もっとあたしを好きになってもらう催眠術をかけようとしたの」

「面と向かって言われると、照れる……」

「あ、あたしも言ってて恥ずかしくなっちゃった……」

「でもそれは、しなくてもいいんじゃない？」

「え。どうして？」

　きょとんとしている柊木ちゃんの唇にキスをする。

「こ、こういうことだから」

「……こういうことだから、とか言われても、わかんない……」

　わかってるくせに、上目遣うわめづかいで俺を見つめる柊木ちゃん。

「そんなのかけなくても、愛して、る、から……」

　うわやばいハズイ。俺、顔真まっ赤かになってるのがわかる。

　でも、柊木ちゃんも同じだった。

「あ、あたしも……誠治君のこと、愛してます……」

　思わず照れくさくて笑ってしまう。

　頰を染める柊木ちゃんも照れ笑いを浮かべる。

　顔を近づけていき、お互いの存在を確かめるように、ゆっくりとキスをする。

　背中に手を回そうとすると、間違ってふにっと胸を触ってしまった。

　あ、やべ。

　驚いたようにぴくんと体を震わせた柊木ちゃん。

　わざとじゃないんだ、わざとじゃ──。

「……っ。……」

　？　……？　あ、あれ？

　そのあとフリーズしたけど、何も言わなかった。

「エッチ」とか、いたずらっぽく言ったり、「ダーメ」って制止することもなかった。

　ってことはどういうことだ？

　俺も状況が摑めずフリーズする。

　そのせいで、沈黙がちょっとだけ続いた。

「……あ、あたし、そ、そろそろご飯作るね……っ」

　顔が真っ赤の柊木ちゃんは、逃げるようにソファからキッチンへと向かった。

　──これくらい強引ごういんでちょうどいいんです。

　って、前の現代で怜れいちゃんに言われたことを思い出した。

「……い、今のって……」

　あのまま、押し倒したら、もしかして──。
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　Ｘデーが近い。

　クリスマスのＸじゃなくて、某日ぼうじつって意味のＸ。

　まあ、一二月が近づいてるから、クリスマスのＸでもいいんだけど。

　ともかく、俺おれは自分の通帳を見ながらあれこれ計算をしていた。

　週三日ほど、ＨＲＧ社でバイトをしているのもあって、高校生にしてはそれなりにお金はあるほうだ。電話オペレーターの時給は結構高い。

「先月分が二五日に入るから……残高が……」

　ふむふむ。なるほど。

　何をしてあげたらいいんだろう。

　柊木ひいらぎちゃんの顔を思い浮かべながら考えてみる。

　……何をしてあげたらっていうか、何をしても喜びそうだな、あの人。

「ねえ、兄さんってばっ」

「うわちゃぁ!?　あぶね、椅子いすからひっくり返るかと思ったわ」

　紗菜さなが部屋の入口で緩ゆるく腕を抱いていた。

「何回も呼んだのに、全然返事しないからよ」

「で、何？」

「打ち合わせするの。今日は。家庭科部で。カナちゃん、もうちょっとで来ると思うから」

　あー……。それでこいつ部屋着じゃなくて余所行よそいきの服を家ん中で着てるのか。

「打ち合わせって何？」

「これも昨日言ったのに。全然聞いてない……。お誕生日会よ、先生と……兄さんの」

　そういや、そういう話になったんだっけ。

　俺と柊木ちゃんの誕生日が一緒だから、お祝いをしようってことになった。

　そう、来る一二月二日は、ビッグイベント──柊木ちゃんの誕生日なのだ。ついでに俺も。

　来週の金曜が二日だから、その日の放課後やっちゃおうって話でまとまったのだ。

「この年になってお誕生日会って言われてもなぁ……あんまり喜べないんだよなぁ……」

「何ジジくさいこと言ってんのよ。どっちかっていうと、兄さんより先生のほうだから」

　まあ、柊木ちゃんをメインで祝うっていうんなら、俺も大賛成だ。

　紗菜の携帯が鳴ると、電話に出ながら部屋を出ていく。どうやら奏多かなたが来たようだ。

　下りていった紗菜が二階まで奏多を案内し、俺の部屋に連れてきた。

「……誠治君、お邪魔します」

　入口でぺこり、と頭を下げる奏多。

「うん。いらっしゃい。……おい、紗菜、なんで俺の部屋なんだよ」

「いいじゃない」

「ま、おまえの部屋汚ねぇもんな」

「フンッ」

　ぼふん、とクッションで殴られた。

「仲良し兄妹きょうだい」

　ぼそりと奏多が言った。

「打ち合わせって何するんだ？　プレゼント買ったりとか、ケーキ買ったりとか？」

「ま、そんなところね」

「……みんなが個別で買うか、お金を出し合ってひとつ買うか」

「こ、個別で買うって、センスが問われるわね……。サナ、ちょっと予算あんまりないから……みんなでひとつがいい」

　こくん、と奏多がうなずいた。

「……そうしよう。私も、何買っていいかわからないから」

　まあ、それが一番無難だよな。

「そういや、紗菜、おまえ貯めてたって言ってなかったっけ？」

「いいでしょ、何でも。予算的に、サナは、二〇〇〇円が限界……」

「俺は一〇万くらいかな」


　はぁぁぁぁ？　って顔を紗菜にされた。



「何、一〇万って。はりきり過ぎでキモいんだけど……」

「すまんな。戦闘力に差があり過ぎて。放課後もらった小遣こづかいで遊んでいるだけのニートＪＫと放課後は仕事してる俺とじゃ違うわけよ」

　どや顔を紗菜に見せつけると、嫌そうな表情をされた。

「ニートＪＫって。学生は勉強が本分なの。バイトなんてしなくってもいいもん」

「おまえはその勉学すらおろそかにしてるだろ」

「働いている人が偉いって風潮、なんなの」

　こいつ、本格的にニートみたいなこと言い出した。

「……さーちゃん」

「何？」

「……働いている人が、一番偉い。それ、正論」

　間を取りながらしっかり言う奏多の言葉には、なんか知らんが重みがあった。

「うぐぐ……」

「……でも、一〇万円はさすがにやり過ぎだから、さーちゃんの予算に合わせて、二〇〇〇円にしない？」

　三人が二〇〇〇円ずつで合計六〇〇〇円。それくらいあれば、それなりの物が買えそうだ。

「そうしよう。ただ、こうしてこっそりプレゼント決めるのもいいけど、先生を除のけ者にしてるみたいで、なんか嫌だな」

「いいのよ。先生、忙しそうだし。サプライズってことにすれば」

「それはそれで喜んでくれそうだな」

「……金曜日のこと自体は伝えてるから、もしかすると、ケーキ作ってくれるかも」

　あー……、作ってきそう。

　ウェディングケーキかっていうレベルのやつ、作ってきそう。

　それからはプレゼントは何にするかっていう話し合い。

　それぞれ携帯でネットを見ながら、ああでもない、こうでもないって話していく。

　途切れがちの会話の中、ちらちらとこっちを見る紗菜が訊いてきた。

「に、兄さんは、欲しい物……なんかないの？」

「富と名声」

「……誠治君、ちゃんと答えてあげて」

　ふざけてると奏多に叱しかられた。

「紗菜、おまえまさか……」

　慌てて、手をぶんぶん振りながら、紗菜は顔を赤くした。

「ち────違うからっ。たまたま、会話の流れでっ。聞いただけっ。勘違いしないでっ」

　こいつ、もしかしていいやつなのか？

「……茶化ちゃかさないで答えてあげて」と、また奏多に言われたので、考えてみることにした。

「何だろう……。あ、『雷銀の王ブレイグ』のＤＶＤ全巻セット。欲しいって思ってて、ま、いいかってなって買わずにいたやつで──」

『雷銀の王ブレイグ』っていうのは、オリジナルのキッズ向けロボットアニメで、これが大人が見ても熱いシーンがあったり泣けるシーンが多くて、名作との呼び声高い。

「ＤＶＤ……全巻、セット……サナも好きだけど、ブレイグ……」

　あ。ニートＪＫには全巻セットはキツかったか。

「無理しなくていいんだぞ？」

「無理じゃないし！　て、てててて、ていうか、サナ、兄さんのために買うなんて言ってないんだからっ」

「……バレバレなのに、恥ずかしいから頑張って隠そうとするさーちゃん……」

　奏多、解説すんな。

　話がそれたので、元に戻す。紗菜はずーっと頭の中で何かを計算していたらしく、俺と奏多の質問も上うわの空だった。

　俺と奏多で話して決めたのは、実用的で、普段から使える物がいいんじゃないかってことだった。

「……マフラー、とか、どう？」

「あ。いいんじゃない？　先生、ときどき自転車で来るときあるから必需品だろうし、予算内で買えそう」

　最近は寒いからって、車で通勤してるけど。

　あれはまた太……。これ以上は言わないでおこう。

　柊木ちゃんへのプレゼントは、マフラーで決定。

　まだ昼過ぎだったので、街までプレゼントを買いに行くことにした。







　街はあと一週間ほどで一二月に入ることもあり、早くもクリスマスムードが漂っている。

　お馴染なじみのクリスマスソングが流れ、気の早い店は、店員がサンタ帽を被っていた。

　ちょっとお高いマフラーを買うっていうことで、俺たちは大手百貨店にやってきていた。

　婦人服コーナーにやってきて、カシミヤだのなんだののマフラーを紗菜と奏多は手に取っている。

「デザイン、どれがいいかしら……」

「……通勤で使えるものだから、派手じゃないほうがいいかも」

　俺は二人を店の外から見ている。

　婦人服売り場って男は入りづらいんだよな……。

　……俺もちょっと気になる物があったし、あとでこっそり寄っておこう。

「これ、可愛かわいい」

「……うん」

「兄さん、これ、どう思う？」

　紗菜が見せてくれたのは、赤いチェック柄のマフラーだった。

　デザインはいいと思うんだけどなぁ。

「チェックよりは、無地のほうが無難だと思うぞ？　赤は派手だし」

　通勤に使うだけだから、それくらいいいんじゃねーかと俺も思う。

　でも、そういうのは案外細かい。

「先生が、学校の中で身に着けてて不自然じゃない物──が適当なんだとさ。それは外でも一緒」

　って、教師の服装について柊木ちゃんは以前教えてくれた。

「兄さん……詳しいわね」

「え？」

「……誠治君、まさか……」

「え？　え？　……な、何……？」

「兄さん、教師になりたいの？」


「…………ああ、うん。バレたかー」



　適当に誤魔化ごまかしておいた。

「……さーちゃん、それを踏まえた上で、これとかどう」

「あー。ナイス」

「……でしょ」

　奏多が無言で見せてくれたのは、グレーのもこもこしたマフラーだった。

　あ、なんか似合いそう。

　同じ物を二人が巻いてみた。

「「……あったかい……」」

「よし、それで行こう」

　代表して奏多が会計を済ませてくれた。

　プレゼント用にラッピングもしてもらい、準備完了。

「先生、喜んでくれるかな」

「……さーちゃん、大丈夫。たぶん」

　うん。きっと大丈夫。

　マフラーを持ってないわけじゃないけど、あの系統の物はなかった。

　百貨店を出たあたりで、解散することにした。

「俺、ちょっと寄るところあるから、ここらへんで」

「それじゃあ」と、とくに気にする様子もなく、二人は駅のほうへと歩いて行った。

　俺はそのまま百貨店にＵターン。

「あのプレゼントは、三人からってことだからなぁー」

　俺は俺で、別に用意をすることにした。
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　紗菜さなが言った通り、柊木ひいらぎちゃんは忙しかった。

　冬休み前はクリスマスとかあるけど、それと同時にテストもあるもんなー。

　過去数回、テスト前の柊木ちゃんはテスト作りや何やらに忙殺されて、帰ったらシャワーして寝るだけ、って生活が一週間から二週間くらい続いた。

　だから今回もそうなんだろう。

　最近、夜の電話もろくにできず、昼休憩もほとんど職員室で過ごしてるし。

　ご飯食べながら仕事してるのか？

「失礼しゃーす」

　……というわけで、柊木ちゃんに会うために職員室までやってきた。

　席を確認すると……いた。

　黙々とずっと手元を見ている。ここからだと何をしているのか全然見えない。

「先生？」

「ひぎゃっ」

　柊木ちゃんが、変な悲鳴を上げた。

「元気？　最近、部活も来てないし」

「元気じゃないかも。……色々と忙しくって……」

　あはは、と苦笑いをする柊木ちゃん。

　んー。本気で忙しそうだな。

　それに疲れてるっぽい。社会人の忙しい時期なんてそんなもんだよな。

「邪魔しちゃったらごめん。じゃあ頑張って」

　途中の自販機で買った甘いミルクコーヒーを置いておく。

「あ。……ありがとう」

　にっこりと笑って手を振る柊木ちゃんに俺おれもこっそり手を振り返す。

　テストが近いから仕方ないけど、いつもべったりだった柊木ちゃんがそうでなくなると、ちょっと物足りないというか、なんというか。

　ポケットの携帯が振動したので見てみると、柊木ちゃんからメールが来ていた。

　中を見ると、キスマークとハートの絵文字がいっぱいの怪文書が届いていた。

「返し方わかんねぇ」

　思わずくすっと笑ってしまった。







　それから数日後、木曜日の深夜。

　夜の一二時を過ぎて、二日……日付上は金曜日に変わった。

　部屋がノックされて、紗菜がこそっと顔を覗のぞかせた。

「……今、いい？」

　何言っても入ってくるんだろ。

　そろそろ寝ようかと思ったけど、紗菜を入れることにした。

「兄さん……これ……誕生日……プレゼント」

「お、おう……」

　そうかなーとは思ったけど──本当にくれるとは。

　紗菜が小脇こわきに抱えた箱を俺に差し出した。ちゃんと贈り物用のラッピングがしてある。

「開けていい？」

「なんか、お店の人がやってくれるって言うから……おめでたい感じの包装紙に包んでくれて……たまたま欲しいって言ってたＤＶＤ見つけたから……」

　開けていいんだな？　恥ずかしがって全然質問に答えてくれねえ。

　包装紙を取り外すと、俺がこの前欲しいって言ってたアニメのＤＶＤボックスセットが入っていた。


「おぉぉ……！　ま、まじか……！　これ、結構いい値段したんじゃ……」



　予算二〇〇〇円だったニートＪＫが──まさか……秘奥義こづかいまえがりを使ったのか。

「た、たまたまお財布の中に買えるくらいのお金が、あったから……」

「貯めてた金……おまえ、まさか──」

「もう、うっさいわね！　何でもいいでしょ、サナの心配ばっかりして！　素直に喜びなさいよ！」

「これは、素直に嬉うれしいよ。ありがとうな、紗菜」

　なでなで、と頭を撫なでる。


「うぅぅ……バカ」



　俺の胸をグーで叩たたいてきた。おふっ。おま、こういうときはパーで叩くんだよ。

　ちらっと俺を上目遣うわめづかいで見て、またうつむいた。

　耳も頰ほおも赤いぞ。

「サナ、体育祭のときの権利、まだ行使してないんだから……」

　体育祭のときの権利？　なんだっけそれ。

「忘れたの？　先生とサナが競争して勝ったほうの言うことを聞くってやつ」

「そんなことあったな、そういや。……おまえ、俺に何させるつもりだ……!?」

「まだ考え中。でも近日中に発動予定」

　タメが長いと、余計に怖いんですけど。

「まあ、とにかくありがとうな、これ。今度、一緒に見ようぜ」


「～～～～っ」



　またグーで叩いてきた。痛いんだよ……。


「…………見る」



　ぼそっと小声で言って、紗菜は部屋から出ていった。

　と思ったらすぐに戻ってきた。

「明日、お昼食べ過ぎないでね」

「何で？」

「いいから！」

　それだけ言って自分の部屋へ帰っていった。

　なんなんだ？

　それから、俺は柊木ちゃんにバースデーメールを送った。それと同時に向こうからも同じ内容のメールが来た。

　タイミング的に、ほぼ一緒に送ったらしい。

　メールはすぐに保護しておいた。

　明日は、どうやってプレゼント渡そうか……。ロクにそんなことをしたことがないから、そういう引き出しが何もねえ。とりあえず、忘れないように準備だけしておくか。







　次の日の昼休憩。

「真田さなだ──！　おまえ、今日誕生日なんだろ！」

「何だよ、うるせえな、隣で騒ぐなよ。……そうだけど？」

「食堂、行こうぜ。オレが何でも好きなもん奢おごってやる」

「いえ、間に合ってるんで結構です」

「敬語で丁寧に断んなよ！　なんか余計傷つくわ！」

「なんか紗菜に昼飯食い過ぎるなって言われてんだよ。だから無理なの」

　がしっと俺の肩を摑つかんだ藤本ふじもと。

「いいんだよ……食い過ぎたって。誕生日ってことは今日一日おまえは王様なんだぜ、真田……！　わかるかぁッ？　アンダースタンッ？」

「同じ意味を別々に言うなよ」

「いいから来いって」

　藤本が暑苦しいので、仕方なく食堂についていってやった。

　俺……普通に弁当あるんだけど、まあ、こいつなりのお祝いなんだろう。

　だから、かけそば一杯（一六〇円）だけ食べることにした。

「かけそばごちそうさん」

「オレのもてなし──おま、オレの────！　思春期男子がそれだけじゃ足りねえだろぉぉ──！」

「弁当あるんだよ、見てわかれ」

　家庭科室に行っても、紗菜と奏多かなたがいるだけだし、今日くらいは一緒に食ってやるか。

「成長期っつーのはな、真田ぁ……」

　奢り足りないらしい藤本の、もっと食っていいんだぞアピールを聞き流しながら、俺は弁当を食べる。……今日は、量が少ないような？

　グラスを持ってぐいっと呷あおるキメ顔の藤本。

　ここがバーのカウンターで入ってるのがウィスキーとかだったらキマるんだけど、中身は水で、ここは学校の食堂だ。

「真田のハピバを祝わずして何が親友だよ」

　ハッピーバースデーを略すな。

「いつから俺の親友になったの？」

「てめ──！」

　こんな具合に、いつもの適当なノリを藤本と続けて、あっという間に昼休憩が終わった。







　そして、午後からの授業を適当にこなして、放課後を迎えた。

　柊木ちゃん用のプレゼントを確認して、俺は家庭科室に行く。

　家庭科室はすぐそこ──ってところで、中から奏多が出てきた。

「……誠治君、これ。お誕生日、おめでとう」

　ずいっと渡されたのは、お菓子の詰め合わせ。町内会とかで配ってくれそうなやつ。

　うわぁ、地味に嬉しい……！


　バラエティに富んでるから、飽きないやつだぁ……！



「ありがとう。ゲームの途中とかに食べるわ」

「……うん。喜んでくれて、よかった」

　奏多をかわして、家庭科室に行こうとすると、ささっと前に回り込んできた。

「？」

「……プレゼント、まだあるから。……これ」

　近所の書店名の入った袋をずいっと差し出してきた。

「お、おお。これも？　ありがとう」

　中を覗くと文庫本が入っていた。

「……面白おもしろいって、評判の小説。気が向いたら、読んでみて」

　タイトルを見る。『情愛のしるべ』とあった。

「──ぶはっ!?　おま、これ……」

　そんなに小説を読まない俺でも知ってるくらい、有名な純文学系の恋愛小説だ。

　確か、有名な賞を取ったとかなんとか。

　でもこれ……先生と生徒が恋愛する物語……。

　知ってんのか、知ってんのか？　知ってて俺にプレゼントしてんのか？

　だったら怒るぞ？

　最後これバッドエンドなんだよなぁぁぁ!?

「……小難しい言い回しとか多いけど、慣れると、それが癖くせになるから……！」

　あ、この感じ、ただ作品好きなだけの人だ。プレゼントついでに布教してるだけだ。

「お、オッケー。ありがとう。また読んだら感想言うから」

「……うん」

「そろそろ、中に──」

「……待って。まだ、準備してるから」

「え？　準備だったら俺も手伝わないと」

「……ううん、そうじゃなくて。もうちょっと待って」

　奏多が完全ガードするので、無理に入らず、俺は入口前で待つことになった。

「……『情愛のしるべ』、先生が精神的に幼くて、ちょっと天然入ってて、でもそれを支えるヒーローの男の子が、大人っぽくて──」

　俺と柊木ちゃんの話か？　違うよな？　違うんだよな？

　しばらく作品愛を奏多に語られているうちに、紗菜が中から顔を出した。

「いいわよ。入って。お昼、食べ過ぎなかった？」

「言われた通りな」

　奏多も家庭科室に入ると、紗菜に手招きをされて最後に俺が入る。

　その瞬間だった。

　パ──パパン！

　クラッカーの乾いた音が鳴って、

「「「お誕生日おめでとう！」」」

　と、みんなが声を合わせて言った。

　柊木ちゃん、紗菜に奏多、怜れいちゃんに藤本。

　……何で藤本がいるんだ？　それはこの際置いておいて。

　柊木ちゃんもお祝いする側だった。

「先生もこっち側でしょ」

「えへへ。あたしもお祝いしたかったから」

　ささやかにデコられた家庭科室と、テーブルには唐揚げ……これでもかっていうくらいの量。

「ありがとう、みんな」

　それからなんて言っていいかわからずに言葉に詰まる。

　俺、誕生日祝われて泣きそうになった。
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　誕生日を祝われるのに慣れてなさ過ぎて突っ立っていると、ちょこちょこ、とちびっ子怜れいちゃんがこっちにやってきた。

　現代で見た彼女の面影がある。いや、本人だから当たり前なんだけど。

「先輩、お誕生日おめでとうございます」

「ありがとう、怜ちゃん」

　折り紙で作った首輪をかけようとするので、俺おれも屈かがんでかけてもらった。

　意外だな。

　中身ハタチだから、もっと大人っぽい物をくれそうなのに。

「いっぱいいっぱい考えて、こういうプレゼントのほうが、子供っぽくて逆にアリなんじゃないかなって、ボク思ったんです」

　あざとい……！

　子供が頑張って作った感じがなんか可愛かわいい、ってのを計算してるのか……！

「真田さなだ君、早くこっちに来て。いつまで突っ立ってるの？」

　柊木ひいらぎちゃんが手招きするので、導かれるように中に入って席に着く。

　たぶん、この日のことは、走馬灯そうまとうで絶対振り返ると思うわ。

　料理が並ぶテーブルを囲んで、みんなが席に着く。向かいに紗菜さな、奏多かなた、柊木ちゃん。

　こっちは右に怜ちゃん、左に藤本ふじもと。

「それで昼飯あんまり食べるなって言ってたのか」

「そうよ。晩ご飯もいらないってお母さんに言ってるんだから」

「藤本は、知ってたのか？」

「え？　……まあな。サプライズだしな！」

　こいつの、このやってやった感……。

　知ってたんなら、俺に昼飯腹いっぱい食わそうとするなよ！

　危うく台無しになるところだったわ。

　俺が唐揚げ定食食ったらどうする気だったんだよ。

　柊木ちゃんと奏多がジュースやらお茶やらをコップに入れて運んでくれた。

　手元に飲み物が揃そろって、乾杯することになった。

　するりと藤本が立ち上がる。

「では、この不肖ふしょう藤本が、乾杯の音頭をば……」

「先輩っ、先生っ──改めてお誕生日、おめでとうございます～！　かんぱ～い！」

　怜ちゃんの音頭に合わせて、藤本以外が乾杯をした。


「あの……ちょっと……オレ、午後の授業中、何言おうかずっと考えてて──。か、乾杯ぃぃぃぃぃいいい！」



　ワンテンポ遅れて藤本も乾杯した。

　唐揚げはどうやら揚げたてらしく、アツアツでウマウマだった。

　柊木ちゃんが作る味だ。

「唐揚げめっちゃ美味うまいんだけど……これ、柊木ちゃんが作ったの？」

　ガツガツ唐揚げを食う藤本が、誰だれにともなく訊くと柊木ちゃんがうなずいた。

「そうだよ。あ、でも味付けだけだけどね。揚げるところは井伊いいさんに手伝ってもらったんだ」

　こくん、と奏多が一度うなずいた。

「……さーちゃん、そろそろ例の物を……」

「……う、うんっ」

　緊張の面持おももちで二人が席を立って、人数分のカレーを持って戻ってきた。

「こ、これ。サナが作ったやつ……」

　学祭のときの、サナカレーか。

　並べてくれたそれをひと口食べる。

「うん、うまいよ」

　甘口だけど、真田家で食べる味だ。

　紗菜の顔が少しほっとしたのがわかった。

「チャンサナ、上手にできてよかったな！　うめえよ」

「いつも上手だし……第一この人には作ってないんだけど」

「おふ、甘口なのに本人塩っ辛からいな……」

　おまえが馴なれ馴なれしいからだろ。

　パクパク食べながら、怜ちゃんが言う。

「うう～ん、ま、作り手が子供舌っていうのはよくわかりました。美味おいしいです」

「褒められている気がしないんだけど。何でちょっと上から目線なのよ」

　唐揚げカレーにして食べてみても美味い。

　美味いもんと美味いもんを合わせると、だいたい美味い。

「兄さん、持ってきた？」

「え？　……あ、ああ」

　言われて気づいた俺は、柊木ちゃん用のプレゼントを鞄かばんから取り出す。

「先生、これ、俺と紗菜と奏多の三人から、プレゼント」

「え──？　い、いいの？　ありがとう……」

　プレゼントを渡すと、手にした柊木ちゃんは、持ったままじいんとプレゼントを見つめていた。

「あと、オレの気持ちもちょっと入ってるから」

　ぐっと藤本が親指を立てる。おまえは無関係だろ。

「適当なこと言うの、やめてもらっていいですか」

「敬語、やめてもらっていいですか」

　こいつ……！

　がさがさ、と中からマフラーを取り出した。

「あ、マフラー！　モコモコで可愛い……！」

「サナとカナちゃんが選んだの。兄さんが地味なほうが使いやすいだろうって言うから、色は落ち着いたグレーになって」

「そうなんだぁ。三人とも、ありがとう」

　マフラーを巻いてご満悦そうな柊木ちゃんは、終始ほっぺが緩ゆるみっぱなしだった。

　和気あいあいとカレーや唐揚げを食べていると、柊木ちゃんが席を立って、すぐに戻ってきた。

「先生からも、真田君にプレゼントがあります」

「いいナー。真田だけ」

「いや、俺誕生日だから」

　オシャレそうな紙袋を渡されて、中を覗のぞく。

　そこにはマフラーが入っていた。

「何、何入ってんの？」

「ボクも気になります……！」

　藤本と怜ちゃんが横から覗き込む。

「────これ、ちょっと……」

　ぼそっと怜ちゃんが言うと、

「先生、ボクおトイレ行きたいです」

「え？　今？」

　きょとんとする柊木ちゃんを、ちょっと強引ごういんに引っ張って家庭科室から連れていく。

　どうしたんだ、怜ちゃん。

「いいな、マフラー……オレも、欲しい……」

「兄さんもマフラーもらったの？」

「え？　ああ」

　袋からマフラーを出す。紺色のマフラーは、余所行よそいきでも使えそうだし、通学でも使えそうなマフラーだった。

　市販されている物じゃないっぽい。

　これは……もしや手編みとかいうやつでは……？

　そういや、俺が職員室に行ったとき、手元で何かしてたな？

　これ作ってたのか。

　仕事で忙しいのに、その合間を縫って作業してたのかと思うと、ちょっと胸にじいんとくる。

　巻いてみると、当然のごとくあったかい。

「……誠治君、それ、手編み？　っぽい」

「え？　うーん、かもな」

　言うと、一瞬沈黙ができた。

「──いや、こんな上手に編めないだろ。どっかの店で買ってきたんだって」

　と、藤本。

「ん？　そう、か……？」

　柊木ちゃんは、手先は器用なほうだ。だから、編み物くらい普通にできるだろう。


「…………」



　え、何。この妙な空気。

　すると、怜ちゃんと先生が戻ってきた。

「先輩、マフラーよくお似合いですー」

「ほんとだ。買ってきたかいがあったよ」

　ああ、じゃ、買ってきたマフラーなのか。

「ケーキあるから、みんなで食べようー？」

　準備室にある冷蔵庫から、柊木ちゃんがケーキを出して持って来てくれた。

　六つに切り分けられている、六種類のケーキ。

　作りそうだと思ったけど、さすがに時間が取れなかったようだ。

「サナ、モンブランがいい」

「ボク、チーズケーキがいいです……！」

「チャンサナ、ちびっ子。待った。ここは、お誕生日のやつが最初に選ぶんだ」

　藤本がキメ顔で言って、二人に待ったをかける。

「俺はケーキ全般好きだから、どれでもいいけどな」

「オレの気遣い無駄にしやがって！」

　イチゴのショートケーキをもらうことにして、柊木ちゃんがいつの間にか淹いれてきてくれた紅茶と一緒に食べた。

　それから、一瞬訪れた妙な空気にはならなかった。

　うーん、俺からのプレゼントはいつ渡そうか。

　そんなことを考えていると、下校時刻になり、みんなで片付けをはじめた。

「先輩、先輩」

　食器を片付けていると、隣に来た怜ちゃんがこそっと俺を呼んだ。

「マフラー、やっぱり手編みみたいで……」

「あ、やっぱり？　……でもみんな、そこにこだわるな？」

「先輩、浮かれ過ぎですっ。いつもの冷静な先輩はどこに行ったんですか～。先生が一生徒のために手編みなんて、おかしくないですか？」

「あ──そういうことか……」

　浮かれてた。完全に。

「んもう、似たものカップル。先生もボクが言って、ようやく気づいたんです。買ってきたってことを強調してもらったので、他ほかの人は騙だませたみたいですけど。まあ、毛糸は買ってきたので、噓うそではないです」

　策士！

　怜ちゃんに打ち明けておいてよかったぁ……。

「サンキュー、怜ちゃん」

　なでなで、と頭を撫なでてあげる。

「ボク、先輩のなでなでが一番好きです～」

「さすがハタチの女子。細かいところに気が利きくなぁ。頼りにしてるよ」

「ああ～ん、結婚してくださいってことですか、せんぱ～い」

　腰にぎゅっと抱きついてくる怜ちゃん。

「……真田……すまねえ……」

「いきなりどうした、藤本」

「オレからのプレゼントは────ない」

　深刻そうな顔をする藤本の肩を叩たたいて、俺はうなずいた。

「気にすんな、期待してない」

「真田……期待されてないって、結構悲しいんだな……」

　かけそば奢おごってくれたから、それでいいよ。

　外はもう真っ暗だったので、怜ちゃんを家まで送っていった。

　柊木ちゃんは、まだ仕事らしく、誕生日会のあとは職員室にこもってしまった。

「兄さん、今日はＤＶＤを徹夜で見るわよ。サナがプレゼントした『ブレイグ』」

「明日でよくね？」

　今日が終わるまであと五時間。徹夜で妹とアニメを見る気にはなれねえ。

「兄さん……もう一度マフラー見せて？」

　ぎくっ。

「な、何で？」

「よく見せてくれなかったじゃない」

「別にいいだろ、わざわざ見なくても」

「ま、いいけど……」

　つーんと唇を尖とがらせて、不機嫌になった紗菜と家まで帰る。

　夜一〇時の半分が終わったところで、柊木ちゃんから電話があった。

『仕事今終わって、帰ってるところだよ。今日はありがとう。誕生日会、すっごく楽しかったね～』

「お疲れ様。俺も楽しかったよ」

　ちらっと時計を見る。

　渡しそびれていたプレゼント、まだ間に合う。

「今からそっち行っていい？」
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　柊木ひいらぎちゃんは、

『もう、夜遅いよ？』

　と言ったけど、声は少し嬉うれしそうだった。

　はじめて家に行った日もこんな時間だったし、注意しても今さらだろう。

「行っていい？」

　俺おれが繰り返すと、すぐに『うん』って言ってくれた。

『誠治せいじ君ってば、不良なんだから』

　いたずらっぽい口調で言って、またあとで、と俺は電話を切った。

　準備をして、部屋から出ていく。

　そこを俺を呼びに来た紗菜さなに見つかった。

「あ──兄さんどこ行くの？」

「ちょっと夜遊び」


「明日土曜日だからって、不良ぉ～っ！　だ、誰だれと夜遊びするの……？」



「誰でもいいだろ」

「……サナとＤＶＤ鑑賞会は──」

「また今度な」

　ひらひら、と手を振って階段を下りて、家を出ていく。

　この季節の自転車は風の冷たさが体に染しみる。

　めっちゃ寒い……。

　柊木ちゃんのアパートまでやってくると、ちょうど柊木ちゃんも帰ってきたところだった。

「仕事、お疲れ」

　俺を見つけると、ぱたぱたと走ってきて抱き付いた。

　ん？　今日あげたマフラー、さっそく使ってる。

「ふわぁ～ん、誠治君……山場が終わったよぅ……やっとちょっとゆっくりできそう」

「そっか。よかった。お疲れ様」

　久しぶりにぎゅっとするせいか、全然柊木ちゃんが離れてくれない。

「ちょっと、ここ外だから」

「はっ。そ、そうだった……」

　他ほかに誰もいないし、駐車場自体が暗いから、誰かいても顔はわからないだろうけど。

　荷物を持ってあげて、一緒に部屋へ入る。

　仕事が忙しくても部屋は綺麗きれいなまま。

「すげー……。仕事が忙しかったら、俺だったら洗い物とか洗濯物溜ためまくりなのに、全然そういうのがない……」

「えへん。でも誠治君、『俺だったら』って、今実家でしょー？」

　あ、やべ。

「あー……ええっと、俺が一人暮らししたらっていう妄想だから」

　そっか、と柊木ちゃんはあんまり気にしてないようだった。

　ソファに座って、適当にテレビをザッピングしていると、

「春香はるかさん、マフラーありがとう。使わせてもらうよ」

「ううん。怜れいちゃんに言われて、あたし、はっとなって……ついはしゃいじゃって……手編みでマフラー編んでたんだけど……」

　怜ちゃんが、この関係を知っていると、俺は柊木ちゃんに言った。

「確かに……相談しがいがあるよね……おませさんっていうか、意見がすごく大人で」

　まあ、中身ハタチだから。

「夏海なつみも、ちょっと引いてたんだよねぇ……『春ちゃん、手編みは重いって。やめときなって』って」

　解げせぬ……と言いたそうな難しい顔をしている柊木ちゃん。

　気持ちが重い、ってことで物理的な話じゃない。

「え？　手編み、重い……？」

　恋人にあげるんなら、別に大丈夫なような……？

　あれ？　俺と柊木ちゃんがズレてるのか？

「そ、そうだよね！　重くないよね！　今度夏海に言ってあげよーっと」

「あ──あの、先生！」

「は、はいっ!?　……って、先生じゃなくて春香さんでしょぉー!?」

　ぶすぶす、とほっぺを人差し指でつつかれる。

「えっと。……これ！　渡しそびれてて……」

　俺は渡せずにいたプレゼントをポケットから出す。

　高級感ある黒い箱。手の平にのせられるくらいの小さなものだ。

　柊木ちゃんは目を丸くしている。

「え──？　でも、今日、マフラーもらったよ……？」

「うん。あれは三人からだから。それはそれ。これ、俺から……」

　それでようやく、柊木ちゃんが、俺が差し出した小箱を見つめた。

　小箱を俺が開けると、この前買ったブランド物のシルバーリングがひとつ現れた。

　大切な人への誕生日プレゼントって考えたら、そんなに高いもんじゃない。

　大人の俺の感覚なら。

　けど、高校生だってことを考えたらかなり高いと思う。

「これ……」

　柊木ちゃんが言葉を詰まらせていた。

　反応が怖くて、俺は顔を直視できなかった。

　結構真面目まじめだから、こんなに高い物買って！　って言わないとも限らない。

　女の人……ブランド物をそれほど好きでもない柊木ちゃんでも、一〇〇％知っているくらいのブランドだし。

　女の人が好きそうなデザインってわからないし、気に入らないって可能性も……。

　店員さんに、めちゃくちゃ聞いたけど……。好みは個人差あるし……。

「嬉しい……」

　涙声で言う柊木ちゃんを見ると、目に涙を溜めていた。

「……どの指に」

　指輪を抜いて、柊木ちゃんの左手を取る。その薬指に指輪を通す。

　ぴったりとはまった。

「誕生日、おめでとう、春香さん」

　ぶわぁ、とついに柊木ちゃんが泣き出した。

「びっくり、した……」

　抱きしめて頭を撫なでる。耳元で柊木ちゃんはまだ嬉し泣なきしていた。

「よかった、喜んでもらえて」

「喜ぶよぅ……マフラーでもすごく嬉しかったのにぃ……」

　涙を指で拭いてあげて、優しくキスをする。

　気持ちを表現するように、柊木ちゃんは最初のキスから飛ばしてきた。

　部屋はまだちょっと寒いはずなのに、顔が火照ほてって、妙に熱い。

　唇が腫はれるんじゃないかってくらいのキスをして、恥ずかしそうに柊木ちゃんがこそっと耳打ちした。

「今日を、もっと特別な日に……したい……誠治君と、あたしの……」

　目を合わせようとすると、さっと目をそらした。

「……うん。わかった」

　俺たちは、何も言わず、何も聞かなかった。

　柊木ちゃんをお姫様抱っこして、寝室に連れて行く。

「お、重いから、下ろして、誠治君……」

「大丈夫」

　そっとベッドに下ろして、またキスをする。

「脱がすね、服」

「～～っ」

　柊木ちゃんが息を呑のんだのがわかった。

　薄暗かったけど、顔を真まっ赤かにしているらしい。

　こく、と一度だけうなずいたのも、よくわかった。

　服を脱がせていく。ブラジャーに包まれた胸が露あらわになった。

　キスをしながら、そっと触る。

「っ……、ん……ふ……」

　絡からむ舌が、ちょっとだけぴくんと動きを止めると、柊木ちゃんは息を乱した。

　お返しと言わんばかりに、俺の服を脱がせる柊木ちゃん。

　俺の胸板むないたがお気に入りらしく、ちゅ、ちゅ、とキスをしてくる。

　ブラジャーを外して、守るものがなくなった胸を直じかに触る。


「あ……っ……んっ～～」



　強めの反応を示す柊木ちゃんを抱きしめる。

　お互い裸になって抱き合うと、人が温かいってのがよくわかった。

「ちょ、ちょっと誠治君、ま、待って……」

「え？　どうかした」

「ちょっとだけ……」

　上着を羽織はおって、寝室を出ていく。

　ううん……白いお尻しりが丸出し……。

　気になってリビングを覗のぞいてみると、冷蔵庫を開けて缶ビールを取り出した。

「あーっ！　酒に逃げるな！」

「だってだって……！」

　うるるるるるる、と柊木ちゃんは、いつの間にか涙目だった。

「ちょっと恥ずかしいし、ちょっと怖いし、ちょっと恥ずかしいし……」

「酒の力を借りて、どうにかしようと……？」

　こくこく。


「えぇぇ……」



　カコッ……。グビグビグビグビグビグビグビ。


「～～～～っはぁぁ……。久しぶりのお酒おいし♪」



「満足したら帰っておいで」

　もう、ムードも何もあったもんじゃねえ。

　結局、二本呑んで戻ってきた。

「もう、大丈夫だから」

　酒のせいでちょっと顔が赤い。

　仕切り直して、もう一度キスをする。

　……ん～、ビール。

　ま、今さっき呑んだんだから仕方ないんだけど。

　それが、変に俺のツボに入ってしまった。

「ふ──、くく、ふふふ……」

「え？　え？　どうしたの？　何か変……？」

「いや、ごめん……だって、キスが、ビールの味するから……ははは」

「えぇぇぇ。ごめんね、お酒くさくて。呑まなかったらよかった……」

「そこまで言ってないから。はいはい。続きするよ？　電気つけるね」

　照明のスイッチを押そうとする俺の手を、柊木ちゃんが摑つかんだ。

「ちょっと────!?　何でつけるの!?」

「え──？　だって……見えないし」

「や、やだよ！　何で見るのっ!?」

「えええええええ!?　何で見ちゃダメなの!?」

「見なくてもできるんじゃ──」

「できねえよ！　初心者ナメんな！」

「そ、そっか……それもそうだよね」

　ここで目を丸くされても困ります。

「そうだよ。だってＡＶみんな明るいし」

「えっ？　何？　今なんって？」

　あ、やべ。声に不機嫌混じってるぞ。

「いや、その……教科書には、そうありまして……」

「暗いの、きょ、今日だけでいいからぁ。あとは好きにしていいから……ね？」

　よしよし、と柊木ちゃんに頭を撫でられる。

　こうされると、他に議論の余地がなくなる気がする。

「じゃあ……今日は、もうやめてって言ってもやめないからね」

「うん……」

　温かい両手で、柊木ちゃんは俺の頰ほおを触った。




「誠治君……愛してる」

「俺もだよ、春香さん。愛してる」
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「何でだ……？」

　おっかしいな……。あれで正解だと思ったんだけどな……。

「先輩～。眉間、眉間に皴、できてますよ～？」

　うりうり、と隣に座る怜れいちゃんが、俺おれの眉間を触る。

　ちびっ子怜ちゃんじゃなくて、ハタチの怜ちゃんだ。

　……というわけで現代。

　どういうわけかは察してほしい。

　ＨＲＧ社内の会議室に、俺と怜ちゃんはいた。

　ふうむ、と俺がでっかいため息をつくと、怜ちゃんが俺の手を取る。

「ボクの太もも、触ります？　そうしたら元気出ます？」

「そういう問題じゃねえんだよ……」

　思わず、怜ちゃんの太ももにちらっと視線が行ってしまった。

　バイトだから私服でオッケーの怜ちゃんは、短いスカートを今日は穿はいていた。

　綺麗きれいな脚しやがって……！

「わっ。すごくボクの脚見てる……くふ。先輩のえっち♡」

　そうだよ、えっちだよ。悪かったな。

「先輩、真面目まじめで律儀りちぎだから誘っても全然ノってこないし……ボクは、先輩が誰だれを好きでも、構わないのに。シたくなったら言ってくださいね……？」

　こそっと耳打ちをするな。ドキッとするわ。

　ずいぶん大人なことを言うなーと思ったけど、今ハタチなら、精神年齢は三〇だ。

　まだ小難しい顔をする俺に、怜ちゃんがつまらなさそうに唇を尖とがらせた。

「んもう、据すえ膳食わぬは男の恥って、教わらなかったですか？」

「教わった。ただ、毒が盛られているお膳を食えとは教わらなかったな」

「きゃ♪　薬にならないならいっそ毒になろうっていう、ボクの志を理解してくれてるんですね♪」

　チューをしてこようとするポイズン怜ちゃんの顔を摑つかんで遠ざける。

　前回、前々回では、現代で柊木ひいらぎちゃんと別れていた。

　怜ちゃんが、「手を出さないなら出さないで女の子は不安になる」的なことを言ってたから、俺は何もしないのが原因だと思っていた。

　でも違った。

　今回の現代も、俺は柊木ちゃんと別れていた。

「俺なりに思い切ったんだけどなぁ……何でなんだ？　そこは無関係なのか……」

「あ、先輩。そろそろ会議のお時間なので、ボク、フロアに戻りますね」

　ちゃお、と言って、怜ちゃんは会議室を出ていった。それと入れ替わりに書類とノートＰＣを小脇こわきに抱えた夏海なつみちゃんがやってきた。

　大人バージョンの夏海ちゃんは、黒ぶちの眼鏡めがねをかけていて、雰囲気がお母さんの愛理あいりさんによく似ていた。

　立ち去った怜ちゃんのほうをちらっと振り返ってから言った。

「仕事中に、変なことしてないでしょうね」

「してないよ」

「高校のときから、何だかんだで、ずううううっと誠治せいじさんのそばにいるもんね」

　夏海ちゃんが持っている書類を一部俺に渡してくれた。

『モバイルコンテンツ事業部について』

　この現代では、課じゃなくて部になってる。

　さっき、怜ちゃんに状況を確認したところ、今俺は夏海ちゃんの部下だそうだ。

　ちなみに、婚約状態ではなく、俺は今まで通り真田さなだ誠治のままだった。

　夏海ちゃんは、新規事業の若手部長。俺が部長補佐。ていっても、事業部には、俺を含めあと数人しかいないらしいけど。

　会議室にある電話が鳴った。夏海ちゃんがすぐに出る。

「ああ、はい。わかりました。六階の会議室までご案内してください」

　内線らしく、それだけ言って受話器を置いた。

　夏海ちゃんにも状況確認をしていくと、アクティ・ソフトワークス──前回買収企画がまとまった開発会社は、すでにＨＲＧ社の傘下さんかにあるという。

　話を聞いていると、会議室の扉が開いた。

「……失礼します」

　ぺこり、と律儀に頭を下げ、顔を上げた。

　そのＡＳＷアクティ・ソフトワークスの担当者、井伊いいさんこと奏多かなたのご登場だ。

　大人になっても奏多は何にも変わらないな……。

　スーツが全然似合ってなくて、スーツに着られている感がすごい。

「お疲れ様。ささ、どうぞ座って？」

「……はい」

　夏海ちゃんに勧められるがまま、奏多は席に着いてノートＰＣを取り出す。

　事務員さんが人数分のお茶を運んで来てくれたところで、会議がはじまった。

　難しい単語が飛び交い、ほとんど今の俺には何を言っているのか半分も理解できなかったので割愛しておく。

　今新しいソシャゲを作る企画段階だけど、問題がいくつかある──ってのはわかった。

「……ＡＳＷうちのエースが……この提携自体にあまり乗り気じゃなくて、最悪他社に移籍するかも。気まぐれというか……困ってる……」

　ちらっと奏多が一度俺を見る。

「あー……その話は、なんとなく噂うわさで聞いてるよ。原因というか……」

　ちらっと夏海ちゃんも一度俺を見る。

「え？　何で二人とも俺を見るの？」

「ＡＳＷさんには、それはそれは綺麗でモデルみたいに細い、新進気鋭の人気キャラクターデザイナー様がいるんだよ。貧乳のね」

「……そう。うちとしては、売上は彼女頼みなところがある……抜けられると、非常に厳しい」

　もうわかるでしょ、みたいな顔を夏海ちゃんにされた。

「もう、何で喧嘩けんかしてるの？　それが原因でしょ、どうせ。あんなに超ド級ブラコンだったのに。喜びそうな話だと思ったら、そうじゃなかったみたいだし……」

「……誠治君、早く仲直りして。絶対に、ネックになっているのはそこだから」

　喧嘩……？　超ド級ブラコン？　『超ド級ブラコン』ってなんか怪獣みたいだな。

「その口ぶりからして……ま、まさか、うちの妹のことか……!?」

　二人が同時にうなずいた。

　うちのさーちゃんが……？　人気キャラクターデザイナー??

　想定外過ぎて、頭がこんがらがってきた。

　ん、待てよ。

　俺が貸したゲームソフトを失くしたとき、紗菜さなの部屋のクローゼットの中を漁あさった。

　そのとき、スケッチブックが出てきた。中は見せてくれなかったけど。

　あの頃ころか、それよりも前か──イラストとかキャラクターデザインに目覚めたのは。


　あぁぁぁ……言いそうにねえ……陰でこっそりやるタイプだ、あいつは。



　そういや元々、ゲーム会社に勤めて奏多の後輩になるっていうのは……規定路線だったな。

　どんな仕事なのかまでは教えてもらったことがない。

　で、その紗菜と俺が喧嘩？　してる……。

「何で俺、紗菜と喧嘩してるの？」

「「……知らないよ」」

　二人の声が揃そろった。

「……結構長いよ。喧嘩っていうか、もう、不仲っていうか。私が知っている限りだと、高三の夏くらいからだから」

「長ぇな」

　一回一緒に暮らしてるってのがあったけど、あれから過去を何度も変えているから、この現代で俺と紗菜の関係にも変化があるのは不思議じゃない。

「……家庭科部も、私と誠治君が受験生ってことで、抜けて廃部になったけど……それは表向きの理由だから」

　三人しかいない部員のうち二人が険悪だったら、廃部状態にもなるわな……。

　おまけに、その一人は顧問の先生と付き合って別れてるんだから。

「紗菜ちゃんと、元通りとは言わなくても平均的な兄妹きょうだいに戻ってくれれば……あの子のことだから頑張ってくれそうなんだけどねぇ」

　これは柊木ちゃん側じゃなくて、俺側の問題だ。

　過去と現代を行き来して、はじめて起きた、俺側の問題。

　はじめてのパターン。

　別れたことやその原因は気になるけど、きっとこれは前進。……してると思いたい。

　今まで説明が面倒だからって、紗菜にはいっぱい隠し事をしてきた。

　理解を得たり納得したりしてもらう必要はないと思っていた。

　だから、俺たちの関係から、意図的に遠ざけていた。

　でも、そうじゃなかったとしたら──？

　唐突にタイムリープの感覚が全身を包んだ。







　次に目が覚めたときは、家のベッドの上。

　日付は、柊木ちゃんとはじめてセックスをした二日後の日曜日の朝。

「兄さんっ！　いつまで寝てるの？　『ブレイグ』のＤＶＤ見るんだから」

　俺と紗菜が、喧嘩……？

　この時点ではまだ信じられないけど、じきにそうなる……らしい。

　俺と柊木ちゃんをハッピーエンドに導いてくれるのは──

「もうっ、起きてるんなら返事しなさいよ！」

　もしかして……紗菜、おまえなのか──？










あとがき







　どうも、こんにちは、ケンノジです。

　今巻で早いものでシリーズ第４弾となりました。何気なにげにここまで続いたシリーズはケンノジ初なのでとても嬉うれしいです。

　また、漫画版の「高２にタイムリープ～」も先日発売されました。先に確認させてもらうんですけど、結局アプリでも読んでしまうという、魔性ましょうの女柊木ひいらぎちゃんです。漫画の力はスゲーなと実感するばかりです。漫画版も応援おうえんいただけると嬉しいです！




　本作とはテイストは大きく変わりますが、３月９日にカドカワブックス様から「外はずれスキル「影が薄い」を持つギルド職員が、実は伝説の暗殺者」という作品の１巻が刊行されました。

　表の顔は評判のいいギルド職員、裏の顔は誰も頭が上がらない最強の暗殺者という、元暗殺者による日常無双譚むそうたんです。

　こちらも面白おもしろいので、ぜひ読んでみてください。




　恒例こうれいの謝辞しゃじにうつります。

　シリーズをここまで担当してくださった編集様、いつも最後の最後まで原稿をチェックしていただきありがとうございます。原稿の穴あなが減っていくのでありがたい限りです。

　イラストを描いてくださったやすゆき先生、今回はコスプレ率の高いヒロインたちをとても可愛かわいく描いて下さってありがとうございます。魅力みりょくが一層引き立ったと思います。ありがとうございます。

　そのほか、デザイン装丁そうてい担当者様、営業様、校正様、現場の書店員様、本作品の製作販売に携たずさわってくださった皆様、ありがとうございました。




　最後に、今巻を買ってくださった読者の皆様、ありがとうございます。

　柊木ちゃんをはじめ、ヒロインたちが好きなんだなぁ、というのがわかり嬉しい限りです！

　これからも、ほぼ日常系のイチャラブコメ物語を書いていきます。今後も応援よろしくお願いします！


ケンノジ









著者

ケンノジ

　利き手などの利き○○は全て左の純血のサウスポー。

　改札のピッてするところや自販機のコイン投入口、左側にもくれ!!




イラスト

やすゆき

　千葉県在住絵描き。ゲーム好き。

　ＶＴｕｂｅｒ（の運営）はじめました。




　紙木絹　twitterID @kamikinu








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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ＧＡ文庫編集部 気付




「ケンノジ先生」係

「やすゆき先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果４


ケンノジ
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